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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　除草有効量の：
（ａ）式（Ｉ）の化合物
【化１】

またはその農学的に受容可能な塩もしくはメチルエステル、（ｂ）フロラスラムまたはそ
の農学的に受容可能な塩、および（ｃ）ピロックススラムまたはその農学的に受容可能な
塩、を含有する除草タンク混合組成物。
【請求項２】
　（ａ）が化合物（Ｉ）のメチルエステルである、請求項１に記載の組成物。
【請求項３】
　（ａ）が式（Ｉ）のカルボン酸である、請求項１に記載の組成物。
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【請求項４】
　（ａ）が式（Ｉ）の前記化合物のメチルエステルであり、（ｂ）がフロラスラムである
、請求項１に記載の組成物。
【請求項５】
　前記（ａ）＋（ｂ）と（ｃ）の重量比が、１：１００～１００：１である、請求項１～
４のいずれかに記載の組成物。
【請求項６】
　前記（ａ）＋（ｂ）と（ｃ）の重量比が、１：１２．５～１２．５：１である、請求項
５に記載の組成物。
【請求項７】
　前記（ａ）＋（ｂ）と（ｃ）の重量比が、１：３．１～１．５：１である、請求項６に
記載の組成物。
【請求項８】
　前記（ａ）と（ｂ）と（ｃ）の重量比が、１：１２０：２００～８０：１：２である、
請求項１～４のいずれかに記載の組成物。
【請求項９】
　前記（ａ）と（ｂ）と（ｃ）の重量比が、１：１５：２５～１０：１：２である、請求
項８に記載の組成物。
【請求項１０】
　前記（ａ）と（ｂ）と（ｃ）の重量比が、１：２．１：６．２５～２．１：１：３．５
である、請求項９に記載の組成物。
【請求項１１】
　追加の除草剤の除草有効量をさらに含有する、請求項１～１０のいずれかに記載の組成
物。
【請求項１２】
　前記追加の除草剤が、２，４－Ｄ、アミドスルフロン（ａｍｉｄｏｓｕｌｆｕｒｏｎ）
、アミノピラリド（ａｍｉｎｏｐｙｒａｌｉｄ）、ベンフルラリン（ｂｅｎｆｌｕｒａｌ
ｉｎ）、ビシクロピロン（ｂｉｃｙｃｌｏｐｙｒｏｎｅ）、ビフェノックス（ｂｉｆｅｎ
ｏｘ）、ブロモキシニル（ｂｒｏｍｏｘｙｎｉｌ）、カルフェントラゾン（ｃａｒｆｅｎ
ｔｒａｚｏｎｅ）、カルフェントラゾン－エチル（ｃａｒｆｅｎｔｒａｚｏｎｅ－ｅｔｈ
ｙｌ）、クロロトルロン（ｃｈｌｏｒｏｔｏｌｕｒｏｎ）、クロルスルフロン（ｃｈｌｏ
ｒｓｕｌｆｕｒｏｎ）、シニドン（ｃｉｎｉｄｏｎ）、シニドン－エチル（ｃｉｎｉｄｏ
ｎ－ｅｔｈｙｌ）、クロジナホップ－プロパルギル（ｃｌｏｄｉｎａｆｏｐ－ｐｒｏｐａ
ｒｇｙｌ）、クロピラリド（ｃｌｏｐｙｒａｌｉｄ）、ジフェンゾクアット（ｄｉｆｅｎ
ｚｏｑｕａｔ）、ジカンバ（ｄｉｃａｍｂａ）、ジフルフェニカン（ｄｉｆｌｕｆｅｎｉ
ｃａｎ）、エタルフルラリン（ｅｔｈａｌｆｌｕｒａｌｉｎ）、フェノキサプロップ（ｆ
ｅｎｏｘａｐｒｏｐ）、フェノキサプロップ－Ｐ－エチル（ｆｅｎｏｘａｐｒｏｐ－Ｐ－
ｅｔｈｙｌ）、フェノキサプロップ－Ｐ－エチル＋イソキサジフェン－エチル（ｆｅｎｏ
ｘａｐｒｏｐ－Ｐ－ｅｔｈｙｌ＋ｉｓｏｘａｄｉｆｅｎ－ｅｔｈｙｌ）、フロルピラウキ
シフェン‐ベンジル（ｆｌｏｒｐｙｒａｕｘｉｆｅｎ－ｂｅｎｚｙｌ）、フルカルバゾン
（ｆｌｕｃａｒｂａｚｏｎｅ）、フルフェナセット（ｆｌｕｆｅｎａｃｅｔ）、フルメツ
ラム（ｆｌｕｍｅｔｓｕｌａｍ）、フルミオキサジン（ｆｌｕｍｉｏｘａｚｉｎ）、フル
オログリコフェン（ｆｌｕｏｒｏｇｌｙｃｏｆｅｎ）、フルピルスルフロン（ｆｌｕｐｙ
ｒｓｕｌｆｕｒｏｎ）、フルロキシピル（ｆｌｕｒｏｘｙｐｙｒ）、フルルタモン（ｆｌ
ｕｒｔａｍｏｎｅ）、フルチアセット（ｆｌｕｔｈｉａｃｅｔ）、グルホシネート（ｇｌ
ｕｆｏｓｉｎａｔｅ）、グリホサート（ｇｌｙｐｈｏｓａｔｅ）、イマザメタベンズ（ｉ
ｍａｚａｍｅｔｈａｂｅｎｚ）、イマザモックス（ｉｍａｚａｍｏｘ）、インダノファン
（ｉｎｄａｎｏｆａｎ）、インダジフラム（ｉｎｄａｚｉｆｌａｍ）、ヨードスルフロン
（ｉｏｄｏｓｕｌｆｕｒｏｎ）、ヨードスルフロン－エチル－ナトリウム（ｉｏｄｏｓｕ
ｌｆｕｒｏｎ－ｅｔｈｙｌ－ｓｏｄｉｕｍ）、アイオキシニル（ｉｏｘｙｎｉｌ）、イソ
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プロツロン（ｉｓｏｐｒｏｔｕｒｏｎ）、イソキサベン（ｉｓｏｘａｂｅｎ）、ＭＣＰＡ
のエステルおよびアミン、ＭＣＰＡ－チオエチル、ＭＣＰＢ、メコプロップ（ｍｅｃｏｐ
ｒｏｐ）、メコプロップ－Ｐ（ｍｅｃｏｐｒｏｐ－Ｐ）、メソスルフロン（ｍｅｓｏｓｕ
ｌｆｕｒｏｎ）、メトスラム（ｍｅｔｏｓｕｌａｍ）、メトリブジン（ｍｅｔｒｉｂｕｚ
ｉｎ）、メトスルフロン（ｍｅｔｓｕｌｆｕｒｏｎ）、メトスルフロン－メチル（ｍｅｔ
ｓｕｌｆｕｒｏｎ－ｍｅｔｈｙｌ）、オキシフルオルフェン（ｏｘｙｆｌｕｏｒｆｅｎ）
、パラフルフェン－エチル（ｐａｒａｆｌｕｆｅｎ－ｅｔｈｙｌ）、パラクアット（ｐａ
ｒａｑｕａｔ）、ペンジメタリン（ｐｅｎｄｉｍｅｔｈａｌｉｎ）、ペノキススラム（ｐ
ｅｎｏｘｓｕｌａｍ）、ピクロラム（ｐｉｃｌｏｒａｍ）、ピコリナフェン（ｐｉｃｏｌ
ｉｎａｆｅｎ）、ピノキサデン（ｐｉｎｏｘａｄｅｎ）、プロポキシカルバゾン（ｐｒｏ
ｐｏｘｙｃａｒｂａｚｏｎｅ）、プロピザミド（ｐｒｏｐｙｚａｍｉｄｅ）、プロスルホ
カルブ（ｐｒｏｓｕｌｆｏｃａｒｂ）、ピラフルフェン（ｐｙｒａｆｌｕｆｅｎ）、ピラ
フルフェン－エチル（ｐｙｒａｆｌｕｆｅｎ－ｅｔｈｙｌ）、ピラスルホトール（ｐｙｒ
ａｓｕｌｆｏｔｏｌｅ）、ピロキサスルホン（ｐｙｒｏｘａｓｕｌｆｏｎｅ）、リムスル
フロン（ｒｉｍｓｕｌｆｕｒｏｎ）、サフルフェナシル（ｓａｆｌｕｆｅｎａｃｉｌ）、
スルホスルフロン（ｓｕｌｆｏｓｕｌｆｕｒｏｎ）、チエンカルバゾン－メチル（ｔｈｉ
ｅｎｃａｒｂａｚｏｎｅ－ｍｅｔｈｙｌ）、チフェンスルフロン（ｔｈｉｆｅｎｓｕｌｆ
ｕｒｏｎ）、チフェンスルフロン－メチル（ｔｈｉｆｅｎｓｕｌｆｕｒｏｎ－ｍｅｔｈｙ
ｌ）、トプラメゾン（ｔｏｐｒａｍｅｚｏｎｅ）、トラルコキシジム（ｔｒａｌｋｏｘｙ
ｄｉｍ）、トリ－アレート（ｔｒｉ－ａｌｌａｔｅ）、トリアスルフロン（ｔｒｉａｓｕ
ｌｆｕｒｏｎ）、トリベヌロン（ｔｒｉｂｅｎｕｒｏｎ）、トリベヌロン－メチル（ｔｒ
ｉｂｅｎｕｒｏｎ－ｍｅｔｈｙｌ）、トリクロピル（ｔｒｉｃｌｏｐｙｒ）、トリクロピ
ルのコリン塩、トリクロピルのエステル及び塩、トリフルラリン（ｔｒｉｆｌｕｒａｌｉ
ｎ）、トリトスルフロン（ｔｒｉｔｏｓｕｌｆｕｒｏｎ）、ならびにそれらの塩、コリン
塩、エステル、任意で活性異性体、および混合物である、請求項１１に記載の組成物。
【請求項１３】
　除草剤毒性緩和剤をさらに含む、請求項１～１２のいずれかに記載の組成物。
【請求項１４】
　前記除草剤毒性緩和剤が、クロキントセット（メキシル）である、請求項１３に記載の
組成物。
【請求項１５】
　農学的に受容可能なアジュバントをさらに含有する、請求項１～１４のいずれかに記載
の組成物。
【請求項１６】
　望ましくない草木、またはその場所、または枝葉、水もしくは土壌と、請求項１～１５
のいずれかに記載の組成物を接触させることを含む、望ましくない草木を制御する方法。
【請求項１７】
　前記組成物が、発芽後に前記望ましくない草木に適用される、請求項１６に記載の方法
。
【請求項１８】
　前記組成物が、発芽前に前記望ましくない草木に適用される、請求項１６に記載の方法
。
【請求項１９】
　前記望ましくない草木が、作物を植える前に接触される、請求項１６に記載の方法。
【請求項２０】
　前記（ａ）＋（ｂ）と（ｃ）の重量比が、１：１００～１００：１である、請求項１６
～１９のいずれかに記載の方法。
【請求項２１】
　前記（ａ）＋（ｂ）と（ｃ）の重量比が、１：１２．５～１２．５：１である、請求項
２０に記載の方法。
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【請求項２２】
　前記（ａ）＋（ｂ）と（ｃ）の重量比が、１：３．１～１．５：１である、請求項２１
に記載の方法。
【請求項２３】
　前記（ａ）と（ｂ）と（ｃ）の重量比が、１：１２０：２００～８０：１：２である、
請求項１６～１９のいずれかに記載の方法。
【請求項２４】
　前記（ａ）と（ｂ）と（ｃ）の重量比が、１：１５：２５～１０：１：２である、請求
項２３に記載の方法。
【請求項２５】
　前記（ａ）と（ｂ）と（ｃ）の重量比が、１：２．１：６．２５～２．１：１：３．５
である、請求項２４に記載の方法。
【請求項２６】
　追加の除草剤の除草有効量と、前記望ましくない草木を接触させることをさらに含有す
る、請求項１６～２５のいずれかに記載の方法。
【請求項２７】
　前記追加の除草剤が、２，４－Ｄ、アミドスルフロン（ａｍｉｄｏｓｕｌｆｕｒｏｎ）
、アミノピラリド（ａｍｉｎｏｐｙｒａｌｉｄ）、ベンフルラリン（ｂｅｎｆｌｕｒａｌ
ｉｎ）、ビシクロピロン（ｂｉｃｙｃｌｏｐｙｒｏｎｅ）、ビフェノックス（ｂｉｆｅｎ
ｏｘ）、ブロモキシニル（ｂｒｏｍｏｘｙｎｉｌ）、カルフェントラゾン（ｃａｒｆｅｎ
ｔｒａｚｏｎｅ）、カルフェントラゾン－エチル（ｃａｒｆｅｎｔｒａｚｏｎｅ－ｅｔｈ
ｙｌ）、クロロトルロン（ｃｈｌｏｒｏｔｏｌｕｒｏｎ）、クロルスルフロン（ｃｈｌｏ
ｒｓｕｌｆｕｒｏｎ）、シニドン（ｃｉｎｉｄｏｎ）、シニドン－エチル（ｃｉｎｉｄｏ
ｎ－ｅｔｈｙｌ）、クロジナホップ－プロパルギル（ｃｌｏｄｉｎａｆｏｐ－ｐｒｏｐａ
ｒｇｙｌ）、クロピラリド（ｃｌｏｐｙｒａｌｉｄ）、ジカンバ（ｄｉｃａｍｂａ）、ジ
フェンゾクアット（ｄｉｆｅｎｚｏｑｕａｔ）、ジフルフェニカン（ｄｉｆｌｕｆｅｎｉ
ｃａｎ）、エタルフルラリン（ｅｔｈａｌｆｌｕｒａｌｉｎ）、フェノキサプロップ（ｆ
ｅｎｏｘａｐｒｏｐ）、フェノキサプロップ－Ｐ－エチル（ｆｅｎｏｘａｐｒｏｐ－Ｐ－
ｅｔｈｙｌ）、フェノキサプロップ－Ｐ－エチル＋イソキサジフェン－エチル（ｆｅｎｏ
ｘａｐｒｏｐ－Ｐ－ｅｔｈｙｌ＋ｉｓｏｘａｄｉｆｅｎ－ｅｔｈｙｌ）、フロルピラウキ
シフェン‐ベンジル（ｆｌｏｒｐｙｒａｕｘｉｆｅｎ－ｂｅｎｚｙｌ）、フルカルバゾン
（ｆｌｕｃａｒｂａｚｏｎｅ）、フルフェナセット（ｆｌｕｆｅｎａｃｅｔ）、フルメツ
ラム（ｆｌｕｍｅｔｓｕｌａｍ）、フルミオキサジン（ｆｌｕｍｉｏｘａｚｉｎ）、フル
オログリコフェン（ｆｌｕｏｒｏｇｌｙｃｏｆｅｎ）、フルピルスルフロン（ｆｌｕｐｙ
ｒｓｕｌｆｕｒｏｎ）、フルロキシピル（ｆｌｕｒｏｘｙｐｙｒ）、フルルタモン（ｆｌ
ｕｒｔａｍｏｎｅ）、フルチアセット（ｆｌｕｔｈｉａｃｅｔ）、グルホシネート（ｇｌ
ｕｆｏｓｉｎａｔｅ）、グリホサート（ｇｌｙｐｈｏｓａｔｅ）、イマザメタベンズ（ｉ
ｍａｚａｍｅｔｈａｂｅｎｚ）、イマザモックス（ｉｍａｚａｍｏｘ）、インダノファン
（ｉｎｄａｎｏｆａｎ）、インダジフラム（ｉｎｄａｚｉｆｌａｍ）、ヨードスルフロン
（ｉｏｄｏｓｕｌｆｕｒｏｎ）、ヨードスルフロン－エチル－ナトリウム（ｉｏｄｏｓｕ
ｌｆｕｒｏｎ－ｅｔｈｙｌ－ｓｏｄｉｕｍ）、アイオキシニル（ｉｏｘｙｎｉｌ）、イソ
プロツロン（ｉｓｏｐｒｏｔｕｒｏｎ）、イソキサベン（ｉｓｏｘａｂｅｎ）、ＭＣＰＡ
のエステルおよびアミン、ＭＣＰＡ－チオエチル、ＭＣＰＢ、メコプロップ（ｍｅｃｏｐ
ｒｏｐ）、メコプロップ－Ｐ（ｍｅｃｏｐｒｏｐ－Ｐ）、メソスルフロン（ｍｅｓｏｓｕ
ｌｆｕｒｏｎ）、メトスラム（ｍｅｔｏｓｕｌａｍ）、メトリブジン（ｍｅｔｒｉｂｕｚ
ｉｎ）、メトスルフロン（ｍｅｔｓｕｌｆｕｒｏｎ）、メトスルフロン－メチル（ｍｅｔ
ｓｕｌｆｕｒｏｎ－ｍｅｔｈｙｌ）、オキシフルオルフェン（ｏｘｙｆｌｕｏｒｆｅｎ）
、パラフルフェン－エチル（ｐａｒａｆｌｕｆｅｎ－ｅｔｈｙｌ）、パラクアット（ｐａ
ｒａｑｕａｔ）、ペンジメタリン（ｐｅｎｄｉｍｅｔｈａｌｉｎ）、ペノキススラム（ｐ
ｅｎｏｘｓｕｌａｍ）、ピクロラム（ｐｉｃｌｏｒａｍ）、ピコリナフェン（ｐｉｃｏｌ
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ｉｎａｆｅｎ）、ピノキサデン（ｐｉｎｏｘａｄｅｎ）、プロポキシカルバゾン（ｐｒｏ
ｐｏｘｙｃａｒｂａｚｏｎｅ）、プロピザミド（ｐｒｏｐｙｚａｍｉｄｅ）、プロスルホ
カルブ（ｐｒｏｓｕｌｆｏｃａｒｂ）、ピラフルフェン（ｐｙｒａｆｌｕｆｅｎ）、ピラ
フルフェン－エチル（ｐｙｒａｆｌｕｆｅｎ－ｅｔｈｙｌ）、ピラスルホトール（ｐｙｒ
ａｓｕｌｆｏｔｏｌｅ）、ピロキサスルホン（ｐｙｒｏｘａｓｕｌｆｏｎｅ）、リムスル
フロン（ｒｉｍｓｕｌｆｕｒｏｎ）、サフルフェナシル（ｓａｆｌｕｆｅｎａｃｉｌ）、
スルホスルフロン（ｓｕｌｆｏｓｕｌｆｕｒｏｎ）、チエンカルバゾン－メチル（ｔｈｉ
ｅｎｃａｒｂａｚｏｎｅ－ｍｅｔｈｙｌ）、チフェンスルフロン（ｔｈｉｆｅｎｓｕｌｆ
ｕｒｏｎ）、チフェンスルフロン－メチル（ｔｈｉｆｅｎｓｕｌｆｕｒｏｎ－ｍｅｔｈｙ
ｌ）、トプラメゾン（ｔｏｐｒａｍｅｚｏｎｅ）、トラルコキシジム（ｔｒａｌｋｏｘｙ
ｄｉｍ）、トリ－アレート（ｔｒｉ－ａｌｌａｔｅ）、トリアスルフロン（ｔｒｉａｓｕ
ｌｆｕｒｏｎ）、トリベヌロン（ｔｒｉｂｅｎｕｒｏｎ）、トリベヌロン－メチル（ｔｒ
ｉｂｅｎｕｒｏｎ－ｍｅｔｈｙｌ）、トリクロピル（ｔｒｉｃｌｏｐｙｒ）、トリクロピ
ルのコリン塩、トリクロピルのエステル及び塩、トリフルラリン（ｔｒｉｆｌｕｒａｌｉ
ｎ）、トリトスルフロン（ｔｒｉｔｏｓｕｌｆｕｒｏｎ）、ならびにそれらの塩、コリン
塩、エステル、任意で活性異性体、および混合物である、請求項２６に記載の方法。
【請求項２８】
　（ａ）、（ｂ）および／または（ｃ）が、同時に適用される、請求項１６～２７のいず
れかに記載の方法。
【請求項２９】
　（ａ）、（ｂ）および／または（ｃ）が、連続で適用される、請求項１６～２７のいず
れかに記載の方法。
【請求項３０】
　前記望ましくない草木が、グリホサート、グルホシネート、ジカンバ、フェノキシオー
キシン、ピリジルオキシオーキシン、アリールオキシフェノキシプロピオン酸塩、アセチ
ルＣｏＡカルボキシラーゼ（ＡＣＣａｓｅ）阻害剤、イミダゾリノン、アセト乳酸合成酵
素（ＡＬＳ）阻害剤、４－ヒドロキシフェニル－ピルビン酸ジオキシゲナーゼ（ＨＰＰＤ
）阻害剤、プロトポルフィリノーゲンオキシダーゼ（ＰＰＯ）阻害剤、トリアジン、また
はブロモキシニルに対し耐性である作物中で制御される、請求項１６～２９のいずれか１
項に記載の方法。
【請求項３１】
　前記耐性作物が、単一もしくは複数の除草剤、または単一もしくは複数の作用様式に対
する耐性を付与する単一形質または複数形質またはスタックド形質を保有する、請求項３
０に記載の方法。
【請求項３２】
　前記望ましくない草木が、除草剤抵抗性の雑草または除草剤耐性の雑草を含有する、請
求項１６～３１のいずれかに記載の方法。
【請求項３３】
　前記抵抗性または耐性の雑草が、単一もしくは複数の除草剤、または単一もしくは複数
の化学的分類、または単一もしくは複数の除草作用様式の阻害剤に対する抵抗性または耐
性を有する生物型である、請求項３２に記載の方法。
【請求項３４】
　前記抵抗性または耐性の雑草が、合成オーキシン（２，４－Ｄ、ジカンバ、ＭＣＰＡ）
、ピリジルオキシオーキシン、アセト乳酸合成酵素（ＡＬＳ）またはアセトヒドロキシ酸
合成酵素（ＡＨＡＳ）阻害剤、光化学系ＩＩ阻害剤、アセチルＣｏＡカルボキシラーゼ（
ＡＣＣａｓｅ）阻害剤、光化学系Ｉ阻害剤、５－エノールピルビル－シキミ酸－３－リン
酸（ＥＰＳＰ）シンターゼ阻害剤、微小管重合阻害剤、脂質合成阻害剤、プロトポルフィ
リノーゲンオキシダーゼ（ＰＰＯ）阻害剤、カロテノイド生合成阻害剤、超長鎖脂肪酸（
ＶＬＣＦＡ）阻害剤、フィトエン不飽和化酵素（ＰＤＳ）阻害剤、グルタミンシンセター
ゼ阻害剤、４－ヒドロキシフェニル－ピルビン酸塩－ジオキシゲナーゼ（ＨＰＰＤ）阻害
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剤、有糸分裂阻害剤、セルロース生合成阻害剤、複数の作用様式を有する除草剤、キンク
ロラック、アリールアミノプロピオン酸、ジフェンゾクワット、エンドサル、または有機
ヒ素化合物に対する抵抗性または耐性を有する生物型である、請求項３３に記載の方法。
【請求項３５】
　前記望ましくない草木が、一年生作物、非作物、穀草類、ＩＶＭ、放牧地および牧草地
、樹木および蔓草作物、多年生作物、結実作物、またはプランテーション作物のエリア内
で制御され、一年生作物、非作物、穀草類、ＩＶＭ、放牧地および牧草地、樹木および蔓
草作物、多年生作物、結実作物、またはプランテーション作物のエリア内で、望ましくな
い草木もしくはその場所、または水もしくは土壌に接触することを含む、請求項１６～３
４のいずれかに記載の方法。
【請求項３６】
　前記望ましくない草木が、一年生作物のエリア内にあり、および前記一年生作物のエリ
アが、大豆、トウモロコシ、綿花、休閑‐苗床、キャノーラ／菜種、ヒマワリ、ソルガム
、および穀草類（小麦、大麦、イネ、オート麦、ライ、テフ、およびライ小麦）から選択
される、請求項３５に記載の方法。
【請求項３７】
　前記望ましくない草木が、非耕作エリア内にあり、前記非耕作エリアが、牧草地、草原
、放牧地、休閑地、柵部分、駐車場、石油貯蔵地、保管場所、道路、ユーティリティエリ
ア、芝生、森林、水性植物、産業草木管理（ＩＶＭ）または休閑‐苗床である、請求項３
５に記載の方法。
【請求項３８】
　前記望ましくない草木が、穀草類エリア内にあり、前記穀草類の枝葉は、前記望ましく
ない草木が接触されるときには、接触されない、請求項３５に記載の方法。
【請求項３９】
　前記穀草類が、イネ、小麦、テフ、ライ小麦、大麦、オート麦、ライ、ソルガム、トウ
モロコシ（ｃｏｒｎ／ｍａｉｚｅ）、および休閑‐苗床から選択される、請求項３８に記
載の方法。
【請求項４０】
　前記望ましくない草木が、多年生作物エリア内にあり、前記多年生作物の枝葉は、前記
望ましくない草木が接触されるときには、接触されない、請求項３５に記載の方法。
【請求項４１】
　前記多年生作物が、樹木および蔓草果樹である、請求項４０に記載の方法。
【請求項４２】
　前記樹木および蔓草果樹が、柑橘類、ブドウ、アーモンド、リンゴ、アプリコット、ア
ボカド、バナナ、ビーチナッツ（ｂｅｅｃｈｎｕｔ）、ブラジルナッツ、バターナッツ、
カシュー、サクランボ、トチの実、チンカピングリ、野生リンゴ（ｃｒａｂ　ａｐｐｌｅ
）、ナツメヤシ、フェイジョア、イチジク、ハシバミ、ヒッコリーナッツ、キウィ、レモ
ン、ライム、ビワ、マカダミアナッツ、マンダリン、マンゴー、サンザシ、オレンジ、ネ
クタリン、オリーブ、桃、ペア、ペカン、カキ、ピスタチオ、プラム、ザクロ、プルーン
、マルメロ、木の実、およびウォルナットから選択される、請求項４１に記載の方法。
【請求項４３】
　前記望ましくない草木が、結実作物エリア内にあり、前記結実作物の枝葉は、前記望ま
しくない草木が接触されるときには、接触されない、請求項３５に記載の方法。
【請求項４４】
　結実作物が、ブルーベリー、グアバ、パパイヤ、ストロベリー、タロイモ、ブラックベ
リー、パイナップル、およびラズベリーから選択される、請求項４３に記載の方法。
【請求項４５】
　前記望ましくない草木が、プランテーション作物エリア内にあり、前記プランテーショ
ン作物の枝葉は、前記望ましくない草木が接触されるときには、接触されない、請求項３
５に記載の方法。
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【請求項４６】
　プランテーション作物が、コーヒー、カカオ、ゴムノキ、およびパーム油から選択され
る、請求項４５に記載の方法。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
関連出願の相互参照
　本出願は、参照により本明細書に明示的に援用される、２０１５年１２月８日に出願さ
れた米国仮特許出願第６２／２６４５１９号の利益を主張するものである。
【背景技術】
【０００２】
　作物の成長を阻害する雑草及び他の草木からの作物保護は、農業分野で常に発生し続け
ている課題である。この課題への対処の一助となるよう、そのような望ましくない草木の
制御に有効な、広範な化学物質及び化学製剤が合成され、評価されてきた。様々な種類の
化学除草剤が文献に公開されており、多数が商業的に利用されている。しかしながら、望
ましくない草木の制御に有効な組成物の改善、およびその使用方法に対するニーズが未だ
存在する。
【発明の概要】
【０００３】
　以下の除草有効量を含有する除草組成物が本明細書に開示される：（ａ）式（Ｉ）の化
合物

【化１】

またはその農学的に受容可能な塩もしくはエステル、（ｂ）フロラスラムまたはその農学
的に受容可能な塩、および（ｃ）ピロックススラムまたはその農学的に受容可能な塩。組
成物はまた、１つ以上の農学的に受容可能な毒性緩和剤、アジュバント、および／または
担体を含有してもよい。一部の実施形態では、混合物の活性は、個々の活性成分の活性の
総計よりも高い。
【０００４】
　タンク混合物または予混合物として、三系（ｔｈｒｅｅ－ｗａｙ）混合物を調製しても
よい。たとえば式（Ｉ）の化合物またはその塩もしくはエステル、およびフロラスラムま
たはその塩を含有するタンク混合物または予混合物を、ピロックススラムまたはその塩と
混合し、三系成分のタンク混合物を形成してもよい。この実施形態では、式（Ｉ）の化合
物、およびフロラスラム、およびピロックススラムのタンク混合物、共同パック（ｃｏ－
ｐａｃｋ）、予混合物，または濃縮物を別々にパッケージングして販売してもよく、別個
の１つの容器または複数の容器中で一緒に共同パッケージングしてもよく、または１つの
パッケージ中で一緒に製剤化してもよい。
【０００５】
　他の実施形態では、式（Ｉ）の化合物またはその塩もしくはエステル、およびピロック
ススラムまたはその塩を含有する予混合物または濃縮物を、タンクまたは容器の中でフロ
ラスラムまたはその塩と混合し、タンク混合物を形成してもよい。この実施形態では、式
（Ｉ）の化合物、およびピロックススラム、およびフロラスラムの予混合物，または濃縮
物を別々にパッケージングして販売してもよく、または別の容器中で一緒に共同パッケー
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ジングしてもよく、または１つのパッケージ中で一緒に製剤化してもよい。
【０００６】
　さらに他の実施形態では、３つすべての活性成分を含有する予混合物が調製され、販売
されてもよい。
【０００７】
　予混合物中の式（Ｉ）の化合物とフロラスラムの比率は、約１：１２０～８０：１、約
１：１５～１０：１、および約１：２．１～約２：１である。タンク混合物または予混合
物中の式（Ｉ）の化合物とフロラスラムとピロックススラムの比率は、約１：１２０：２
００～８０：１：２、約１：１５：２５～１０：１：２、および約１：２．１：６．２５
～約２．１：１：３．５である。
【０００８】
　別の実施形態では、穀草類（小麦、大麦、オート麦、ライ麦、テフ、ライ小麦、および
イネ）、トウモロコシ（ｃｏｒｎ／ｍａｉｚｅ）、ソルガム、ヒマワリ、大豆、綿花、非
作物（芝、樹木および観賞植物）、休閑地、休閑‐苗床（ｆａｌｌｏｗ－ｂｅｄ）、放牧
地および牧草地、森林、多年生作物、樹木および蔓草の作物（ブドウ、オリーブ、柑橘類
、堅果（アーモンド、ウォルナット、ペカン、またはピスタチオ）、ナシ状果類および核
果類、結実作物またはプランテーション作物（パーム油、ゴムノキ、コーヒーまたはカカ
オ）のエリア内の望ましくない草木の制御方法が本明細書に開示され、当該方法は、限定
されないが枝葉、土壌または水などを含む望ましくない草木またはその草木の場所と、（
ａ）式（Ｉ）の化合物またはその農学的に受容可能なエステルもしくは塩、（ｂ）フロラ
スラムまたはその農学的に受容可能な塩、および（ｃ）ピロックススラムまたはその農学
的に受容可能な塩の除草有効量を含有する組成物を接触させることを含む。一部の実施形
態では、混合物の活性は、個々の活性成分の活性の総計よりも高い。
【０００９】
発明の詳細な説明
Ｉ．　定義
本明細書において使用される場合、望ましくない草木の制御、または制御することとは、
その草木を殺傷すること、もしくはその草木の成長を阻害すること、またはたとえばネク
ローシス、白化、成長阻害、自然の成長もしくは発達からの逸脱、調節、乾燥、遅延およ
びこれらに類するものなどの他のなんらかの有害な改変作用を当該草木に生じさせること
を意味する。
【００１０】
　本明細書において使用される場合、除草剤または除草活性成分とは、適切な量で適用さ
れたときに望ましくない草木を制御する化合物を意味する。
【００１１】
　本明細書において使用される場合、除草有効量または草木制御量は、除草活性成分の量
であり、その適用が関連する望ましくない草木を制御する。
【００１２】
　本明細書において使用される場合、除草剤または除草組成物の適用とは、標的の草木、
またはその草木の場所、または望ましくない草木の制御が望まれているエリアにこれを直
接送達することを意味する。適用方法としては、発芽前適用、発芽後適用、葉への適用、
土壌への適用、および水中適用が挙げられるが、これらに限定されない。ある除草剤の組
み合わせまたは組成を適用することにより、望ましくない草木を制御する方法が本明細書
に開示される。
【００１３】
　本明細書において使用される場合、植物及び草木としては、限定されないが、休眠種子
、発芽種子、出芽している苗木、草木珠芽から発生する植物、未成熟な草木、成熟した草
木、繁殖草木、及び定着した草木が挙げられる。
【００１４】
　本明細書において使用される場合、未成熟な草木とは、繁殖段階前の小さな草木植物を
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指し、そして成熟した草木とは、繁殖段階中、および繁殖段階後の草木植物を指す。
【００１５】
　本明細書において使用される場合、除草剤耐性の穀草類（小麦、大麦、オート麦、テフ
、ライおよびイネ）、トウモロコシまたはソルガムとは、様々な除草剤に耐性であるよう
遺伝子改変された作物を指し、アセト乳酸合成酵素（ＡＬＳ）、アセチルＣｏＡカルボキ
シラーゼ（ＡＣＣａｓｅ）、２，４－Ｄ、ジカンバ、ＨＰＰＤ、ＰＰＯ、グリホサート、
およびグルホシネートの除草作用様式に対し耐性であるよう遺伝子操作された穀草類を含
む。２，４－Ｄ耐性の穀草類、トウモロコシ、またはソルガムの例としては、２，４－Ｄ
に対する耐性を付与するａａｄ－１を含有する作物が挙げられる（米国特許第７，８３８
，７３３Ｂ２号）。
【００１６】
　本明細書において使用される場合、グリホサート耐性とは、グリホサートに対し耐性で
あるよう遺伝子改変された穀草類（小麦、大麦、オート麦、テフ、ライおよびイネ）、ト
ウモロコシまたはソルガムを指す。グリホサート耐性は、たとえば本明細書に示されるよ
うにＣＰ４遺伝子（米国特許第５，６２７，０６１Ａ号）または２ｍＥＰＳＰＳ（米国特
許第６，５６６，５８７Ｂ１号）により提供され得る。しかしながら、グリホサート耐性
はまた、グリホサートに対し耐性のトランスジェニック作物をもたらす他の遺伝子［たと
えば、ＡｒｏＡおよび他のクラスＩＩ　ＥＰＳＰＳ（米国特許第７，８９３，２３４Ｂ２
号）；ＧＬＧ２３および他のクラスＩＩＩ　ＥＰＳＰＳ（米国特許第７，７００，８４２
Ｂ２号）；ＧＡＴ（米国特許第７，４０５，０７４Ｂ２号）、Ｇｏｘ（米国特許第５，４
６３，１７５Ａ号）、もしくは他のグリホサート代謝遺伝子；またはＤＧＴ－２８もしく
は他のクラスＩＶ　ＥＰＳＰＳ（米国特許第出願公開第２０１３０２１７５７７Ａ１号明
細書）］により、本明細書に記載されるグリホサート耐性、２，４－Ｄ耐性、およびグル
ホシネート耐性の穀草類（小麦、大麦、オート麦、テフ、ライおよびイネ）、トウモロコ
シまたはソルガムの範囲内に与えられる場合もあり、そして本明細書に記載される２，４
－Ｄ耐性、グリホサート耐性およびグルホシネート耐性の穀草類（小麦、大麦、オート麦
、テフ、ライおよびイネ）、トウモロコシ、またはソルガムの範囲内に含まれるとみなさ
れる。
【００１７】
　本明細書において使用される場合、グルホシネート耐性とは、グルホシネートに対し耐
性であるよう遺伝子改変された穀草類（小麦、大麦、オート麦、テフ、ライおよびイネ）
、トウモロコシまたはソルガムを指す。グルホシネート耐性は、たとえば本明細書に示さ
れるようにｐａｔ遺伝子（米国特許第５，２７６，２６８Ｂ２号）によりもたらされ得る
。しかしながらグルホシネート耐性はまた、グルホシネートに対し耐性のトランスジェニ
ック作物をもたらす他の遺伝子［たとえば、ｂａｒ（米国特許第５，５６１，２３６Ａ号
）およびｄｓｍ２（ＰＣＴ国際特許出願公開ＷＯ２００８０７０８４５）］により、本明
細書に記載される２，４－Ｄ耐性およびグルホシネート耐性の穀草類（小麦、大麦、オー
ト麦、テフ、ライおよびイネ）、トウモロコシ、およびソルガムの範囲内に与えられる場
合もある。
【００１８】
　本明細書において使用される場合、「毒性緩和剤」とは、除草剤と併用して使用される
分子を指し、作物植物に対する除草剤の作用を減少させ、作物植物と、除草剤の標的であ
る雑草種の間の選択性を改善する。
【００１９】
　本明細書において使用される場合、「アジュバント」とは、除草製剤中の物質を指し、
またはスプレータンクに添加され除草活性または適用特性を改善する物質を指す。スプレ
ーアジュバントは、２つの広汎なカテゴリーにグループ分けすることができる。アクチベ
ーターアジュバントと特殊用途のアジュバントである。
【００２０】
ＩＩ．　混合物
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　式（Ｉ）の化合物またはその塩もしくはエステル、フロラスラムまたはその塩、および
ピロックススラムまたはその塩を含有する組成物が本明細書に記載される。組成物は、式
（Ｉ）の化合物またはその塩もしくはエステル、フロラスラムまたはその塩、およびピロ
ックススラムまたはその塩を含有する１つ以上の別個の組成物と混合された、１つ以上の
組成物のタンク混合物、予混合物、共同パックまたはタンク混合物の形態であってもよい
。タンク混合物は、式（Ｉ）の化合物とフロラスラムまたはピロックススラムを含有する
予混合物、共同パック、またはタンク混合物、または濃縮物を混合することにより調製さ
れてもよい。
【００２１】
　農学的に受容可能な塩及びエステルとは、除草活性を示す、又は植物、水、もしくは土
壌において関連する除草剤へと転換される、又は転換されることができる、塩およびエス
テルを指す。例示的な農学的に受容可能なエステルは、例えば、植物、水、又は土壌にお
いて、ｐＨに応じて解離型又は非解離型であり得る、対応するカルボン酸へと加水分解、
酸化、代謝、もしくはさもなければ転換される、又はされ得るエステルである。
【００２２】
　例示的な塩としては、アルカリ金属又はアルカリ土類金属から誘導される塩、ならびに
アンモニア及びアミン類から誘導される塩が挙げられる。例示的なカチオンとしては、以
下の式のナトリウム、カリウム、マグネシウム、及びアンモニウムのカチオンが挙げられ
る：
　　　　　　　　　　　　　Ｒ１Ｒ２Ｒ３Ｒ４Ｎ＋
式中、Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３及びＲ４はそれぞれ独立して水素、又はＣ１－Ｃ１２アルキル、
Ｃ３－Ｃ１２アルケニルもしくはＣ３－Ｃ１２アルキニルを表し、それら各々は、任意で
１つ以上のヒドロキシ、Ｃ１－Ｃ４アルコキシ、Ｃ１－Ｃ４アルキル－チオ又はフェニル
の基により置換されるが、ただしこの場合において、Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３及びＲ４は、立体
的に互換性がある。さらに、Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３及びＲ４のうちのいずれか２つは共に、１
～１２個の炭素原子と、最大で２個の酸素原子又は硫黄原子を含有する脂肪族二官能性部
分を表す場合もある。塩は、例えば水酸化ナトリウムなどの水酸化金属を用いて、たとえ
ばアンモニア、トリメチル－アミン、ジエタノールアミン、２－メチル－チオプロピルア
ミン、ビスアリルアミン、２－ブトキシ－エチル－アミン、モルホリン、シクロドデシル
アミン、もしくはベンジルアミンなどのアミン類を用いて、又は例えば水酸化テトラメチ
ルアンモニウムもしくは水酸化コリンなどの水酸化テトラアルキルアンモニウムを用いて
処置することにより調製することができる。
【００２３】
　例示的なエステルとしては、Ｃ１－Ｃ１２アルキル、Ｃ３－Ｃ１２アルケニル、Ｃ３－
Ｃ１２アルキニル、又はＣ７－Ｃ１０アリールで置換されたアルキルアルコール、例えば
メチルアルコール、イソプロピルアルコール、１－ブタノール、２－エチルヘキサノール
、ブトキシエタノール、メトキシプロパノール、アリルアルコール、プロパルギルアルコ
ール、シクロヘキサノール、又は非置換もしくは置換のベンジルアルコールから誘導され
るエステルが挙げられる。ベンジルアルコールは、ハロゲン、Ｃ１－Ｃ４アルキル又はＣ

１－Ｃ４アルコキシから独立して選択される１～３個の置換基で置換されていてもよい。
エステルは、任意の数の、例えばジシクロヘキシルカルボジイミド（ＤＣＣ）又はカルボ
ニルジイミダゾール（ＣＤＩ）などのペプチドカップリングに使用される活性剤などの適
切な活性剤を使用し、酸とアルコールをカップリングさせることにより調製することがで
き；例えばアルキルハライド又はアルキルスルホン酸塩などのアルキル化剤と酸を、例え
ばトリエチルアミン又は炭酸リチウムなどの塩基の存在下で反応させることにより調製す
ることができ；対応する酸の酸塩化物と適切なアルコールを反応させることにより調製す
ることができ；対応する酸と適切なアルコールを酸触媒の存在下で反応させることにより
調製することができ、又はエステル交換により調製することができる。
【００２４】
　混合物の重量比は、塩またはエステルである混合物中の任意の化合物の酸当量の重量を
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使用して算出される。重量比は、重量と重量（グラム（ｇ）とｇ）、ヘクタール当たりの
グラム酸当量（ｇ　ａｅ／ｈａ）とｇ　ａｅ／ｈａ）、ヘクタール当たりのグラム酸当量
（ｇ　ａｅ／ｈａ）とヘクタール当たりのグラム活性成分（ｇ　ａｉ／ｈａ）、またはヘ
クタール当たりのグラム活性成分（ｇ　ａｉ／ｈａ）とｇ　ａｉ／ｈａ）の単位で表され
る。
【００２５】
Ａ．　ハラウキシフェン（Ｈａｌａｕｘｉｆｅｎ）
式（Ｉ）の化合物は、以下の構造を有する：
【化２】

 
【００２６】
　式（Ｉ）の化合物は、４－アミノ－３－クロロ－５－フルオロ－６－（４－クロロ－２
－フルオロ－３－メトキシフェニル）ピリジン－２－カルボン酸という名称により特定す
ることができ、参照によりその全体で本明細書に援用される米国特許第７，３１４，８４
９（Ｂ２）号明細書に記載されている。この化合物はハラウキシフェンとも呼称されてい
る。このメチルエステルは、ハラウキシフェン－メチルとして知られており、ＡＲＹＬＥ
Ｘ（登録商標）ａｃｔｉｖｅとして市販されている。
【００２７】
　本明細書に記載される組成物及び方法のある実施形態において、式（Ｉ）の化合物、す
なわちカルボン酸が使用される。ある実施形態において、式（Ｉ）の化合物のカルボン酸
塩が使用される。ある実施形態において、アリールアルキルまたはアルキルのエステルが
使用される。ある実施形態において、ベンジル、置換ベンジル、またはＣ１－Ｃ４アルキ
ル、たとえばメチルまたはｎ－ブチルエステルが使用される。ある実施形態において、メ
チルエステル、ベンジルエステル、またはカリウム塩が使用される。
【００２８】
　式（Ｉ）の化合物の例示的な用途としては、複合的な耕作状況及び非耕作状況における
、イネ科の雑草、広葉の雑草、及びカヤツリグサ科の雑草をはじめとする、望ましくない
草木の制御が挙げられる。
【００２９】
Ｂ．　フロラスラム
フロラスラム（Ｎ－（２，６－ジフルオロフェニル）－８－フルオロ－５－メトキシ［１
，２，４］トリアゾロ［１，５－ｃ］ピリミジン－２－スルホンアミド）は、以下の構造
を有するトリアゾロピリミジンスルホンアミドである：
【化３】

 
【００３０】
　トリアゾロピリミジンスルホンアミドは、トリアゾロピリミジンスルホンアミドのコア
構造を有する化学分類の除草剤である。その作用様式には、植物と微生物には普遍的であ
るが、動物には存在しない酵素であるアセト乳酸合成酵素（ＡＬＳ）の阻害が含まれると
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考えられている。トリアゾロピリミジンスルホンアミドの例示的な除草剤的用途としては
、限定されないが、複数の作物および芝草中の厄介なカヤツリグサ科の雑草、広葉の雑草
、およびイネ科の雑草の制御に対する用途が挙げられる。
【００３１】
　フロラスラムの除草活性は、Ｔｏｍｌｉｎ，Ｃ．Ｄ．Ｓ．，Ｅｄ．Ｔｈｅ　Ｐｅｓｔｉ
ｃｉｄｅ　Ｍａｎｕａｌ：Ａ　Ｗｏｒｌｄ　Ｃｏｍｐｅｎｄｉｕｍ，１５ｔｈ　ｅｄ．；
ＢＣＰＣ：Ａｌｔｏｎ，２００９（以下、“Ｔｈｅ　Ｐｅｓｔｉｃｉｄｅ　Ｍａｎｕａｌ
，Ｆｉｆｔｅｅｎｔｈ　Ｅｄｉｔｉｏｎ，２００９”とする）に記載されている。フロラ
スラムの例示的な用途としては、限定されないが、穀草類、トウモロコシ、および芝草中
の広葉の雑草の発芽後制御における除草剤としてのその使用が挙げられる。
【００３２】
Ｃ．　ピロックススラム
　ピロックススラム（Ｎ－（５，７－ジメトキシ［１，２，４］トリアゾロ［１，５－ａ
］ピリミジン－２－イル）－２－メトキシ－４－（トリフルオロメチル）－ピリジン－３
－スルホンアミド）は、以下の構造を有するトリアゾロピリミジンスルホンアミドである
：
【化４】

 
【００３３】
　ピロックススラムの除草活性は、Ｔｈｅ　Ｐｅｓｔｉｃｉｄｅ　Ｍａｎｕａｌ，Ｆｉｆ
ｔｅｅｎｔｈ　Ｅｄｉｔｉｏｎ，２００９に記載されている。ピロックススラムの例示的
な用途としては、穀草類中の一年草のイネ科および広葉の雑草の広汎な発芽後制御用の除
草剤としてのその使用が挙げられる。
【００３４】
ＩＩＩ．　タンク混合物、予混合物、および共同パック
　式（Ｉ）の化合物またはその塩もしくはエステル、フロラスラムまたはその塩、および
ピロックススラムまたはその塩を含有するタンク混合物、予混合物、および共同化合物が
本明細書に記載される。一部の実施形態では、タンク混合物は、式（Ｉ）の化合物または
その塩もしくはエステルとフロラスラムまたはその塩の予混合物を、ピロックススラムま
たはその塩を含有する濃縮物と混合することにより調製される。他の実施形態では、タン
ク混合物は、式（Ｉ）の化合物またはその塩もしくはエステルとピロックススラムまたは
その塩の予混合物を、フロラスラムまたはその塩と混合することにより調製される。さら
に他の実施形態では、予混合物または共同パックは、３つすべての活性成分を含有し、使
用／適用の前に希釈される。予混合物または適切な予混合物は、１つ以上の適切なアジュ
バント、毒性緩和剤（たとえばクロキントセット）および／または担体を含有してもよい
。
【００３５】
　一部の実施形態では、本明細書に提示される組成物はさらに、少なくとも１つの農学的
に受容可能なアジュバントまたは担体を含有する。適切なアジュバント又は担体は、特に
作物の存在下での選択的な雑草制御のための組成物の適用に使用される濃度で、有益作物
に対する植物毒性があってはならず、及び除草成分又は他の組成物成分と化学的に反応し
てはならない。かかる混合物は、雑草又はそれらの場所に対して直接適用することが意図
されていてもよく、又は適用前に通常、追加の担体及びアジュバントで希釈される濃縮物
又は製剤であってもよい。それらは、例えば粉末、顆粒、水分散性顆粒、マイクロカプセ
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ルもしくは水和剤などの固形物であってもよく、又は例えば乳剤、濃縮液、溶液、エマル
ション、もしくは懸濁液などの液体であってもよい。それらは予混合物またはタンク混合
物として提供されてもよい。
【００３６】
　適切な農学的アジュバント及び担体は、限定されないが、油料穀物濃縮物；ノニルフェ
ノールエトキシレート；ベンジルココアルキルジメチル第四級アンモニウム塩；石油炭化
水素、アルキルエステル、有機酸及び陰イオン界面活性剤の混合物；Ｃ９－Ｃ１１アルキ
ルポリグリコシド；リン酸化アルコールエトキシレート；天然第一級アルコール（Ｃ１２

－Ｃ１６）エトキシレート；ジ－ｓｅｃ－ブチルフェノール　ＥＯ－ＰＯブロックコポリ
マー；ポリシロキサン－メチルキャップ；ノニルフェノールエトキシレート＋ウレア硝酸
アンモニウム；乳化メチル化種子油；トリデシルアルコール（合成）エトキシレート（８
ＥＯ）；獣脂アミンエトキシレート（１５　ＥＯ）；ＰＥＧ（４００）ジオレアート－９
９が挙げられる。
【００３７】
　使用され得る液体担体としては、水及び有機溶媒が挙げられる。有機溶媒としては、限
定されないが、例えば鉱物油、芳香族溶媒、パラフィン系オイルなどの石油留分又は炭化
水素；例えば大豆油、菜種油、オリーブオイル、ひまし油、ひまわり種子油、ココナッツ
オイル、コーン油、綿実油、亜麻仁油、ヤシ油、ピーナッツオイル、サフラワー油、ゴマ
油、キリ油などの植物油；上述の植物油のエステル；例えばステアリン酸２－エチルヘキ
シル、オレイン酸ｎ－ブチル、ミリスチン酸イソプロピル、プロピレングリコールジオレ
アート、コハク酸ジ－オクチル、アジピン酸ジ－ブチル、フタル酸ジ－オクチルなどのモ
ノアルコール又は二価、三価もしくは他の低級ポリアルコール（４～６個のヒドロキシ含
有）のエステル；モノ、ジ、及びポリのカルボン酸のエステルが挙げられる。具体的な有
機溶媒としては、限定されないが、トルエン、キシレン、石油ナフサ、穀物油、アセトン
、メチルエチルケトン、シクロヘキサノン、トリクロロ－エチレン、ペルクロロエチレン
、酢酸エチル、酢酸アミル、酢酸ブチル、プロピレングリコールモノメチルエーテル、及
びジエチレングリコールモノメチルエーテル、メチルアルコール、エチルアルコール、イ
ソプロピルアルコール、アミルアルコール、エチレングリコール、プロピレングリコール
、グリセリン、Ｎ－メチル－２－ピロリジノン、Ｎ，Ｎ－ジメチルアルキルアミド、ジメ
チルスルホキシド、液肥などが挙げられる。ある実施形態では、水は、濃縮物の希釈用担
体である。
【００３８】
　適切な固形担体としては、限定されないが、滑石、ろう石クレー、シリカ、アタパルガ
スクレー、カオリンクレー、珪藻土（ｋｉｅｓｅｌｇｕｈｒ）、白墨、珪藻土（ｄｉａｔ
ｏｍａｃｅｏｕｓ　ｅａｒｔｈ）、石灰、炭酸カルシウム、ベントナイトクレー、フラー
土、綿実殻、小麦粉、大豆粉、軽石、木粉、クルミ殻粉、リグニン、セルロースなどが挙
げられる。
【００３９】
　一部の実施形態では、本明細書に記載される組成物はさらに、１つ以上の表面活性剤を
含有する。一部の実施形態では、かかる表面活性剤は、固体及び液体の両方の組成物で使
用され、及びある実施形態では、それらは適用前に担体で希釈されるよう設計される。表
面活性剤は、陰イオン性、陽イオン性、又は非イオン性の性質であってもよく、及び乳化
剤、湿潤剤、懸濁剤として使用されてもよく、又は他の目的のために使用されてもよい。
本製剤にも使用され得る界面活性剤は、とりわけ、ＭｃＣｕｔｃｈｅｏｎ’ｓ　Ｄｅｔｅ
ｒｇｅｎｔｓ　ａｎｄ　Ｅｍｕｌｓｉｆｉｅｒｓ　Ａｎｎｕａｌ，ＭＣ　Ｐｕｂｌｉｓｈ
ｉｎｇ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎ：Ｒｉｄｇｅｗｏｏｄ，ＮＪ，１９９８　ａｎｄ　ｉｎ
　Ｅｎｃｙｃｌｏｐｅｄｉａ　ｏｆ　Ｓｕｒｆａｃｔａｎｔｓ，Ｖｏｌ．Ｉ－ＩＩＩ，Ｃ
ｈｅｍｉｃａｌ　Ｐｕｂｌｉｓｈｉｎｇ　Ｃｏｍｐａｎｙ：Ｎｅｗ　Ｙｏｒｋ，１９８０
－８１に記載されている。表面活性剤としては、限定されないが、例えばジエタノールア
ンモニウムラウリル硫酸などのアルキル硫酸の塩；例えばドデシルベンゼンスルホン酸カ
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ルシウムなどのアルキルアリールスルホン酸塩；例えばノニルフェノール－Ｃ１８エトキ
シレートなどのアルキルフェノール－アルキレンオキシド添加製品；例えばトリデシルア
ルコール－Ｃ１６エトキシレートなどのアルコール－アルキレンオキシド添加製品；例え
ばステアリン酸ナトリウムなどの石鹸；例えばジブチルナフタレンスルホン酸ナトリウム
などのアルキルナフタレン－スルホン酸塩；例えばジ（２－エチルヘキシル）スルホコハ
ク酸ナトリウムなどのスルホコハク酸塩のジアルキルエステル；例えばオレイン酸ソルビ
トールなどのソルビトールエステル；例えばラウリルトリメチルアンモニウムクロリドな
どの四級アミン；例えばステアリン酸ポリエチレングリコールなどの脂肪酸のポリ－エチ
レングリコールエステル；エチレンオキシドとプロピレンオキシドのブロックコポリマー
；モノアルキル及びジアルキルのリン酸エステルの塩；例えば大豆油、菜種／キャノーラ
油、オリーブオイル、ひまし油、ひまわり種子油、ココナッツオイル、コーン油、綿実油
、亜麻仁油、ヤシ油、ピーナッツオイル、サフラワー油、ごま油、キリ油などの植物油及
び種子油；および上述の植物油のエステルが挙げられ、ある実施形態ではメチルエステル
が挙げられる。
【００４０】
　一部の実施形態では、例えば植物油又は種子油、及びそれらのエステルなどのこれら物
質は、農学的アジュバントとして、液体担体として、又は表面活性剤として、相互交換可
能に使用することができる。
【００４１】
　本明細書に提示される組成物における使用のための他の例示的な添加剤としては、限定
されないが、相溶化剤、消泡剤、金属イオン封鎖剤、中和剤及び緩衝剤、腐食防止剤、染
料、付臭剤、展着剤、浸透補助剤、固着剤、分散剤、増粘剤、氷点降下剤、抗菌剤などが
挙げられる。また、組成物は、例えば他の除草剤、植物成長調整剤、防カビ剤、殺虫剤な
どの他の相溶性成分を含んでもよく、及び液体肥料、又は例えば硝酸アンモニウム、ウレ
アなどの固形の粒子状肥料担体と共に製剤化されることができる。
【００４２】
　本明細書に記載されるタンク混合物は、１つ以上の追加的な除草剤をさらに含有するこ
とができる。除草剤は、予混合物、タンク混合物、または濃縮物のうちの１つ以上に組み
込まれることができ、またはタンク混合物が製剤化により調製されるときに添加されるこ
とができ、または適用前に添加されることができる。他の除草剤と併せて使用される場合
、組成物は、他の除草剤と製剤化され、他の除草剤とタンク混合され、又は他の除草剤と
連続して適用されてもよい。本明細書に記載される組成物及び方法と併せて使用すること
ができる除草剤の一部としては、限定されないが、以下の除草剤の酸、塩、およびエステ
ル型が挙げられる：４－ＣＰＡ、４－ＣＰＢ、４－ＣＰＰ、３，４－ＤＡ、２，４－Ｄの
エステルおよび塩、２，４－ＤＢ、３，４－ＤＢ、３，４－ＤＰ、２，３，６－ＴＢＡ、
２，４，５－Ｔ、２，４，５－ＴＢ、アセトクロル（ａｃｅｔｏｃｈｌｏｒ）、アシフル
オルフェン（ａｃｉｆｌｕｏｒｆｅｎ）、アクロニフェン（ａｃｌｏｎｉｆｅｎ）、アク
ロレイン（ａｃｒｏｌｅｉｎ）、アラクロール（ａｌａｃｈｌｏｒ）、アリドクロール（
ａｌｌｉｄｏｃｈｌｏｒ）、アロキシジム（ａｌｌｏｘｙｄｉｍ）、アリルアルコール、
アロラック（ａｌｏｒａｃ）、アメトリジオン（ａｍｅｔｒｉｄｉｏｎｅ）、アメトリン
（ａｍｅｔｒｙｎ）、アミブジン（ａｍｉｂｕｚｉｎ）、アミカルバゾン（ａｍｉｃａｒ
ｂａｚｏｎｅ）、アミドスルフロン（ａｍｉｄｏｓｕｌｆｕｒｏｎ）、アミノシクロピラ
クロール（ａｍｉｎｏｃｙｃｌｏｐｙｒａｃｈｌｏｒ）、アミノピラリド（ａｍｉｎｏｐ
ｙｒａｌｉｄ）、アミプロホスメチル（ａｍｉｐｒｏｆｏｓ－ｍｅｔｈｙｌ）、アミトロ
ール（ａｍｉｔｒｏｌｅ）、スルファミン酸アンモニウム、アニロホス（ａｎｉｌｏｆｏ
ｓ）、アニスロン（ａｎｉｓｕｒｏｎ）、アシュラム（ａｓｕｌａｍ）、アトラトン（ａ
ｔｒａｔｏｎ）、アトラジン（ａｔｒａｚｉｎｅ）、アザフェニジン（ａｚａｆｅｎｉｄ
ｉｎ）、アジムスルフロン（ａｚｉｍｓｕｌｆｕｒｏｎ）、アジプロトリン（ａｚｉｐｒ
ｏｔｒｙｎｅ）、バーバン（ｂａｒｂａｎ）、ＢＣＰＣ、ベフルブタミド（ｂｅｆｌｕｂ
ｕｔａｍｉｄ）、ベナゾリン（ｂｅｎａｚｏｌｉｎ）、ベンカルバゾン（ｂｅｎｃａｒｂ
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ａｚｏｎｅ）、ベンフルラリン（ｂｅｎｆｌｕｒａｌｉｎ）、ベンフレセート（ｂｅｎｆ
ｕｒｅｓａｔｅ）、ベンスルフロン－メチル（ｂｅｎｓｕｌｆｕｒｏｎ－ｍｅｔｈｙｌ）
、ベンスリド（ｂｅｎｓｕｌｉｄｅ）、ベンタゾン（ｂｅｎｔａｚｏｎ）、ベンチオカー
ブ（ｂｅｎｔｈｉｏｃａｒｂ）、ベンザドクス（ｂｅｎｚａｄｏｘ）、ベンズフェンジゾ
ン（ｂｅｎｚｆｅｎｄｉｚｏｎｅ）、ベンジプラム（ｂｅｎｚｉｐｒａｍ）、ベンゾビシ
クロン（ｂｅｎｚｏｂｉｃｙｃｌｏｎ）、ベンゾフェナップ（ｂｅｎｚｏｆｅｎａｐ）、
ベンゾフルオル（ｂｅｎｚｏｆｌｕｏｒ）、ベンゾイルプロップ（ｂｅｎｚｏｙｌｐｒｏ
ｐ）、ベンズチアズロン（ｂｅｎｚｔｈｉａｚｕｒｏｎ）、ビシクロピロン（ｂｉｃｙｃ
ｌｏｐｙｒｏｎｅ）、ビフェノックス（ｂｉｆｅｎｏｘ）、ビラナホス（ｂｉｌａｎａｆ
ｏｓ）、ビスピリバック－ナトリウム（ｂｉｓｐｙｒｉｂａｃ－ｓｏｄｉｕｍ）、ホウ砂
、ブロマシル（ｂｒｏｍａｃｉｌ）、ブロモボニル（ｂｒｏｍｏｂｏｎｉｌ）、ブロモブ
チド（ｂｒｏｍｏｂｕｔｉｄｅ）、ブロモフェノキシム（ｂｒｏｍｏｆｅｎｏｘｉｍ）、
ブロモキシニル（ｂｒｏｍｏｘｙｎｉｌ）、ブロムピラゾン（ｂｒｏｍｐｙｒａｚｏｎ）
、ブタクロル（ｂｕｔａｃｈｌｏｒ）、ブタフェナシル（ｂｕｔａｆｅｎａｃｉｌ）、ブ
タミホス（ｂｕｔａｍｉｆｏｓ）、ブテナクロル（ｂｕｔｅｎａｃｈｌｏｒ）、ブチダゾ
ール（ｂｕｔｈｉｄａｚｏｌｅ）、（ｂｕｔｈｉｕｒｏｎ）、（ｂｕｔｒａｌｉｎ）、（
ｂｕｔｒｏｘｙｄｉｍ）、ブツロン（ｂｕｔｕｒｏｎ）、ブチレート（ｂｕｔｙｌａｔｅ
）、カコジル酸、カフェンストロール（ｃａｆｅｎｓｔｒｏｌｅ）、塩素酸カルシウム、
カルシウムシアナミド（ｃａｌｃｉｕｍ　ｃｙａｎａｍｉｄｅ）、カンベンジクロル（ｃ
ａｍｂｅｎｄｉｃｈｌｏｒ）、カルバスラム（ｃａｒｂａｓｕｌａｍ）、カルベタミド（
ｃａｒｂｅｔａｍｉｄｅ）、カルボキサゾール（ｃａｒｂｏｘａｚｏｌｅ）、クロルプロ
カルブ（ｃｈｌｏｒｐｒｏｃａｒｂ）、カルフェントラゾン（ｃａｒｆｅｎｔｒａｚｏｎ
ｅ）（たとえばカルフェントラゾン－エチル（ｃａｒｆｅｎｔｒａｚｏｎｅ－ｅｔｈｙｌ
））、ＣＤＥＡ、ＣＥＰＣ、クロメトキシフェン（ｃｈｌｏｍｅｔｈｏｘｙｆｅｎ）、ク
ロランベン（ｃｈｌｏｒａｍｂｅｎ）、クロラノクリル（ｃｈｌｏｒａｎｏｃｒｙｌ）、
クロラジホップ（ｃｈｌｏｒａｚｉｆｏｐ）、クロラジン（ｃｈｌｏｒａｚｉｎｅ）、ク
ロルブロムロン（ｃｈｌｏｒｂｒｏｍｕｒｏｎ）、クロルブファム（ｃｈｌｏｒｂｕｆａ
ｍ）、クロレツロン（ｃｈｌｏｒｅｔｕｒｏｎ）、クロルフェナク（ｃｈｌｏｒｆｅｎａ
ｃ）、クロルフェンプロップ（ｃｈｌｏｒｆｅｎｐｒｏｐ）、クロルフルラゾール（ｃｈ
ｌｏｒｆｌｕｒａｚｏｌｅ）、クロルフルレノール（ｃｈｌｏｒｆｌｕｒｅｎｏｌ）、ク
ロリダゾン（ｃｈｌｏｒｉｄａｚｏｎ）、クロリムロン（ｃｈｌｏｒｉｍｕｒｏｎ）、ク
ロルニトロフェン（ｃｈｌｏｒｎｉｔｒｏｆｅｎ）、クロロポン（ｃｈｌｏｒｏｐｏｎ）
、クロロトルロン（ｃｈｌｏｒｏｔｏｌｕｒｏｎ）、クロロクスロン（ｃｈｌｏｒｏｘｕ
ｒｏｎ）、クロロキシニル（ｃｈｌｏｒｏｘｙｎｉｌ）、クロルプロファム（ｃｈｌｏｒ
ｐｒｏｐｈａｍ）、クロルスルフロン（ｃｈｌｏｒｓｕｌｆｕｒｏｎ）、クロルタール（
ｃｈｌｏｒｔｈａｌ）、クロルチアミド（ｃｈｌｏｒｔｈｉａｍｉｄ）、シニドン（ｃｉ
ｎｉｄｏｎ）（たとえばシニドン－エチル（ｃｉｎｉｄｏｎ－ｅｔｈｙｌ））、シンメチ
リン（ｃｉｎｍｅｔｈｙｌｉｎ）、シノスルフロン（ｃｉｎｏｓｕｌｆｕｒｏｎ）、シス
アニリド（ｃｉｓａｎｉｌｉｄｅ）、クレトジム（ｃｌｅｔｈｏｄｉｍ）、クリオジネー
ト（ｃｌｉｏｄｉｎａｔｅ）、クロジナホップ－プロパルギル（ｃｌｏｄｉｎａｆｏｐ－
ｐｒｏｐａｒｇｙｌ）、クロホップ（ｃｌｏｆｏｐ）、クロマゾン（ｃｌｏｍａｚｏｎｅ
）、クロメプロップ（ｃｌｏｍｅｐｒｏｐ）、クロプロップ（ｃｌｏｐｒｏｐ）、クロプ
ロキシジム（ｃｌｏｐｒｏｘｙｄｉｍ）、クロピラリド（ｃｌｏｐｙｒａｌｉｄ）、クロ
ランスラム－メチル（ｃｌｏｒａｎｓｕｌａｍ－ｍｅｔｈｙｌ）、ＣＭＡ、硫酸銅、ＣＰ
ＭＦ、ＣＰＰＣ、クレダジン（ｃｒｅｄａｚｉｎｅ）、クレゾール（ｃｒｅｓｏｌ）、ク
ミルウロン（ｃｕｍｙｌｕｒｏｎ）、シアナトリン（ｃｙａｎａｔｒｙｎ）、シアナジン
（ｃｙａｎａｚｉｎｅ）、シクロエート（ｃｙｃｌｏａｔｅ）、シクロピリモレート（ｃ
ｙｃｌｏｐｙｒｉｍｏｒａｔｅ）、シクロスルファムロン（ｃｙｃｌｏｓｕｌｆａｍｕｒ
ｏｎ）、シクロキシジム（ｃｙｃｌｏｘｙｄｉｍ）、シクルロン（ｃｙｃｌｕｒｏｎ）、
シハロホップ（ｃｙｈａｌｏｆｏｐ）（たとえばシハロホップ－ブチル（ｃｙｈａｌｏｆ
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ｏｐ－ｂｕｔｙｌ））、シペルクアット（ｃｙｐｅｒｑｕａｔ）、シプラジン（ｃｙｐｒ
ａｚｉｎｅ）、シプラゾール（ｃｙｐｒａｚｏｌｅ）、シプロミド（ｃｙｐｒｏｍｉｄ）
、ダイムロン（ｄａｉｍｕｒｏｎ）、ダラポン（ｄａｌａｐｏｎ）、ダゾメット（ｄａｚ
ｏｍｅｔ）、デラクロル（ｄｅｌａｃｈｌｏｒ）、デスメジファム（ｄｅｓｍｅｄｉｐｈ
ａｍ）、デスメトリン（ｄｅｓｍｅｔｒｙｎ）、ジ－アレート（ｄｉ－ａｌｌａｔｅ）、
ジカンバ（ｄｉｃａｍｂａ）、ジクロベニル（ｄｉｃｈｌｏｂｅｎｉｌ）、ジクロラール
尿素（ｄｉｃｈｌｏｒａｌｕｒｅａ）、ジクロルメート（ｄｉｃｈｌｏｒｍａｔｅ）、ジ
クロルプロップ（ｄｉｃｈｌｏｒｐｒｏｐ）、ジクロルプロップ－Ｐ（ｄｉｃｈｌｏｒｐ
ｒｏｐ－Ｐ）、ジクロホップ－メチル（ｄｉｃｌｏｆｏｐ－ｍｅｔｈｙｌ）、ジクロスラ
ム（ｄｉｃｌｏｓｕｌａｍ）、ジエタムクアット（ｄｉｅｔｈａｍｑｕａｔ）、ジエタチ
ル（ｄｉｅｔｈａｔｙｌ）、ジフェノペンテン（ｄｉｆｅｎｏｐｅｎｔｅｎ）、ジフェノ
クスロン（ｄｉｆｅｎｏｘｕｒｏｎ）、ジフェンゾクアット（ｄｉｆｅｎｚｏｑｕａｔ）
、ジフルフェニカン（ｄｉｆｌｕｆｅｎｉｃａｎ）、ジフルフェンゾピル（ｄｉｆｌｕｆ
ｅｎｚｏｐｙｒ）、ジメフロン（ｄｉｍｅｆｕｒｏｎ）、ジメピペレート（ｄｉｍｅｐｉ
ｐｅｒａｔｅ）、ジメタクロル（ｄｉｍｅｔｈａｃｈｌｏｒ）、ジメタメトリン（ｄｉｍ
ｅｔｈａｍｅｔｒｙｎ）、ジメテンアミド（ｄｉｍｅｔｈｅｎａｍｉｄ）、ジメテンアミ
ド－Ｐ（ｄｉｍｅｔｈｅｎａｍｉｄ－Ｐ）、ジメキサノ（ｄｉｍｅｘａｎｏ）、ジミダゾ
ン（ｄｉｍｉｄａｚｏｎ）、ジニトラミン（ｄｉｎｉｔｒａｍｉｎｅ）、ジノフェネート
（ｄｉｎｏｆｅｎａｔｅ）、ジノプロップ（ｄｉｎｏｐｒｏｐ）、ジノサム（ｄｉｎｏｓ
ａｍ）、ジノセブ（ｄｉｎｏｓｅｂ）、ジノテルブ（ｄｉｎｏｔｅｒｂ）、ジフェンアミ
ド（ｄｉｐｈｅｎａｍｉｄ）、ジプロペトリン（ｄｉｐｒｏｐｅｔｒｙｎ）、ジクアット
（ｄｉｑｕａｔ）、ジスル（ｄｉｓｕｌ）、ジチオピル（ｄｉｔｈｉｏｐｙｒ）、ジウロ
ン（ｄｉｕｒｏｎ）、ＤＭＰＡ、ＤＮＯＣ、ＤＳＭＡ、ＥＢＥＰ、エグリナジン（ｅｇｌ
ｉｎａｚｉｎｅ）、エンドタール（ｅｎｄｏｔｈａｌ）、エプロナズ（ｅｐｒｏｎａｚ）
、ＥＰＴＣ、エルボン（ｅｒｂｏｎ）、エスプロカルブ（ｅｓｐｒｏｃａｒｂ）、エトベ
ンズアミド（ｅｔｈｂｅｎｚａｍｉｄｅ）、エタルフルラリン（ｅｔｈａｌｆｌｕｒａｌ
ｉｎ）、エタメトスルフロン（ｅｔｈａｍｅｔｓｕｌｆｕｒｏｎ）、エチジムロン（ｅｔ
ｈｉｄｉｍｕｒｏｎ）、エチオレート（ｅｔｈｉｏｌａｔｅ）、エトベンザミド（ｅｔｈ
ｏｂｅｎｚａｍｉｄ）、エトベンザミド（ｅｔｏｂｅｎｚａｍｉｄ）、エトフメセート（
ｅｔｈｏｆｕｍｅｓａｔｅ）、エトキシフェン（ｅｔｈｏｘｙｆｅｎ）、エトキシスルフ
ロン（ｅｔｈｏｘｙｓｕｌｆｕｒｏｎ）、エチノフェン（ｅｔｉｎｏｆｅｎ）、エトニプ
ロミド（ｅｔｎｉｐｒｏｍｉｄ）、エトベンザニド（ｅｔｏｂｅｎｚａｎｉｄ）、ＥＸＤ
、フェナスラム（ｆｅｎａｓｕｌａｍ）、フェノプロップ（ｆｅｎｏｐｒｏｐ）、フェノ
キサプロップ（ｆｅｎｏｘａｐｒｏｐ）（たとえばフェノキサプロップ－Ｐ－エチル（ｆ
ｅｎｏｘａｐｒｏｐ－Ｐ－ｅｔｈｙｌ））、フェノキサプロップ－Ｐ－エチル＋イソキサ
ジフェン－エチル（ｆｅｎｏｘａｐｒｏｐ－Ｐ－ｅｔｈｙｌ＋ｉｓｏｘａｄｉｆｅｎ－ｅ
ｔｈｙｌ）、フェノキサスルホン（ｆｅｎｏｘａｓｕｌｆｏｎｅ）、フェンキノトリオン
（ｆｅｎｑｕｉｎｏｔｏｒｉｏｎｅ）、フェンテラコール（ｆｅｎｔｅｒａｃｏｌ）、フ
ェンチアプロップ（ｆｅｎｔｈｉａｐｒｏｐ）、フェントラザミド（ｆｅｎｔｒａｚａｍ
ｉｄｅ）、フェヌロン（ｆｅｎｕｒｏｎ）、硫酸第一鉄、フランプロップ（ｆｌａｍｐｒ
ｏｐ）、フランプロップ－Ｍ（ｆｌａｍｐｒｏｐ－Ｍ）、フラザスルフロン（ｆｌａｚａ
ｓｕｌｆｕｒｏｎ）、フロルピラウキシフェン‐ベンジル（ｆｌｏｒｐｙｒａｕｘｉｆｅ
ｎ－ｂｅｎｚｙｌ）、フルアジホップ（ｆｌｕａｚｉｆｏｐ）（たとえばフルアジホップ
－Ｐ－ブチル（ｆｌｕａｚｉｆｏｐ－Ｐ－ｂｕｔｙｌ））、フルアゾレート（ｆｌｕａｚ
ｏｌａｔｅ）、フルカルバゾン（ｆｌｕｃａｒｂａｚｏｎｅ）、フルセトスルフロン（ｆ
ｌｕｃｅｔｏｓｕｌｆｕｒｏｎ）、フルクロラリン（ｆｌｕｃｈｌｏｒａｌｉｎ）、フル
フェナセット（ｆｌｕｆｅｎａｃｅｔ）、フルフェニカン（ｆｌｕｆｅｎｉｃａｎ）、フ
ルフェンピル（ｆｌｕｆｅｎｐｙｒ）（たとえばフルフェンピル－エチル（ｆｌｕｆｅｎ
ｐｙｒ－ｅｔｈｙｌ））、フルメツラム（ｆｌｕｍｅｔｓｕｌａｍ）、フルメジン（ｆｌ
ｕｍｅｚｉｎ）、フルミクロラック（ｆｌｕｍｉｃｌｏｒａｃ）（たとえばフルミクロラ
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ック－ペンチル（ｆｌｕｍｉｃｌｏｒａｃ－ｐｅｎｔｙｌ））、フルミオキサジン（ｆｌ
ｕｍｉｏｘａｚｉｎ）、フルミプロピン（ｆｌｕｍｉｐｒｏｐｙｎ）、フルオメツロン（
ｆｌｕｏｍｅｔｕｒｏｎ）、フルオロジフェン（ｆｌｕｏｒｏｄｉｆｅｎ）、フルオログ
リコフェン（ｆｌｕｏｒｏｇｌｙｃｏｆｅｎ）、フルオロミジン（ｆｌｕｏｒｏｍｉｄｉ
ｎ

ｅ）、フルオロニトロフェン（ｆｌｕｏｒｏｎｉｔｒｏｆｅｎ）、フルオチウロン（ｆｌ
ｕｏｔｈｉｕｒｏｎ）、フルポキサム（ｆｌｕｐｏｘａｍ）、フルプロパシル（ｆｌｕｐ
ｒｏｐａｃｉｌ）、フルプロパネート（ｆｌｕｐｒｏｐａｎａｔｅ）、フルピルスルフロ
ン（ｆｌｕｐｙｒｓｕｌｆｕｒｏｎ）、フルリドン（ｆｌｕｒｉｄｏｎｅ）、フルロクロ
リドン（ｆｌｕｒｏｃｈｌｏｒｉｄｏｎｅ）、フルロキシピル（ｆｌｕｒｏｘｙｐｙｒ）
、フルルタモン（ｆｌｕｒｔａｍｏｎｅ）、フルチアセット（ｆｌｕｔｈｉａｃｅｔ）、
ホメサフェン（ｆｏｍｅｓａｆｅｎ）、ホラムスルフロン（ｆｏｒａｍｓｕｌｆｕｒｏｎ
）、ホサミン（ｆｏｓａｍｉｎｅ）、フミクロラック（ｆｕｍｉｃｌｏｒａｃ）、フリル
オキシフェン（ｆｕｒｙｌｏｘｙｆｅｎ）、グルホシネート（ｇｌｕｆｏｓｉｎａｔｅ）
、グリホサート（ｇｌｙｐｈｏｓａｔｅ）、ハロサフェン（ｈａｌｏｓａｆｅｎ）、ハロ
スルフロン（ｈａｌｏｓｕｌｆｕｒｏｎ）（たとえばハロスルフロン－メチル（ｈａｌｏ
ｓｕｌｆｕｒｏｎ－ｍｅｔｈｙｌ））、ハロキシジン（ｈａｌｏｘｙｄｉｎｅ）、ハロキ
シホップ－メチル（ｈａｌｏｘｙｆｏｐ－ｍｅｔｈｙｌ）、ハロキシホップ－Ｐ（ｈａｌ
ｏｘｙｆｏｐ－Ｐ）（たとえばハロキシホップ－Ｐ－メチル（ｈａｌｏｘｙｆｏｐ－Ｐ－
ｍｅｔｈｙｌ））、ヘキサクロロアセトン（ｈｅｘａｃｈｌｏｒｏａｃｅｔｏｎｅ）、ヘ
キサフルレート（ｈｅｘａｆｌｕｒａｔｅ）、ヘキサジノン（ｈｅｘａｚｉｎｏｎｅ）、
イマザメタベンズ（ｉｍａｚａｍｅｔｈａｂｅｎｚ）、イマザモックス（ｉｍａｚａｍｏ
ｘ）、イマザピック（ｉｍａｚａｐｉｃ）、イマザピル（ｉｍａｚａｐｙｒ）、イマザキ
ン（ｉｍａｚａｑｕｉｎ）、イマゾスルフロン（ｉｍａｚｏｓｕｌｆｕｒｏｎ）、インダ
ノファン（ｉｎｄａｎｏｆａｎ）、インダジフラム（ｉｎｄａｚｉｆｌａｍ）、ヨードボ
ニル（ｉｏｄｏｂｏｎｉｌ）、ヨードメタン（ｉｏｄｏｍｅｔｈａｎｅ）、ヨードスルフ
ロン（ｉｏｄｏｓｕｌｆｕｒｏｎ）、ヨードスルフロン－エチル－ナトリウム（ｉｏｄｏ
ｓｕｌｆｕｒｏｎ－ｅｔｈｙｌ－ｓｏｄｉｕｍ）、イオフェンスルフロン（ｉｏｆｅｎｓ
ｕｌｆｕｒｏｎ）、アイオキシニル（ｉｏｘｙｎｉｌ）、イパジン（ｉｐａｚｉｎｅ）、
イプフェンカルバゾン（ｉｐｆｅｎｃａｒｂａｚｏｎｅ）、イプリミダム（ｉｐｒｙｍｉ
ｄａｍ）、イソカルバミド（ｉｓｏｃａｒｂａｍｉｄ）、イソシル（ｉｓｏｃｉｌ）、イ
ソメチオジン（ｉｓｏｍｅｔｈｉｏｚｉｎ）、イソノルロン（ｉｓｏｎｏｒｕｒｏｎ）、
イソポリネート（ｉｓｏｐｏｌｉｎａｔｅ）、イソプロパリン（ｉｓｏｐｒｏｐａｌｉｎ
）、イソプロツロン（ｉｓｏｐｒｏｔｕｒｏｎ）、イソウロン（ｉｓｏｕｒｏｎ）、イソ
キサベン（ｉｓｏｘａｂｅｎ）、イソキサクロルトール（ｉｓｏｘａｃｈｌｏｒｔｏｌｅ
）、イソキサフルトール（ｉｓｏｘａｆｌｕｔｏｌｅ）、イソキサピリホップ（ｉｓｏｘ
ａｐｙｒｉｆｏｐ）、カルブチレート（ｋａｒｂｕｔｉｌａｔｅ）、ケトスピラドックス
（ｋｅｔｏｓｐｉｒａｄｏｘ）、ラクトフェン（ｌａｃｔｏｆｅｎ）、ランコトリオン（
ｌａｎｃｏｔｒｉｏｎｅ）、レナシル（ｌｅｎａｃｉｌ）、リヌロン（ｌｉｎｕｒｏｎ）
、ＭＡＡ、ＭＡＭＡ、ＭＣＰＡのエステルおよびアミン、ＭＣＰＡ－チオエチル、ＭＣＰ
Ｂ、メコプロップ（ｍｅｃｏｐｒｏｐ）、メコプロップ－Ｐ（ｍｅｃｏｐｒｏｐ－Ｐ）、
メジノテルブ（ｍｅｄｉｎｏｔｅｒｂ）、メフェナセット（ｍｅｆｅｎａｃｅｔ）、メフ
ルイジド（ｍｅｆｌｕｉｄｉｄｅ）、メソプラジン（ｍｅｓｏｐｒａｚｉｎｅ）、メソス
ルフロン（ｍｅｓｏｓｕｌｆｕｒｏｎ）、メソトリオン（ｍｅｓｏｔｒｉｏｎｅ）、メタ
ム（ｍｅｔａｍ）、メタミホップ（ｍｅｔａｍｉｆｏｐ）、メタミトロン（ｍｅｔａｍｉ
ｔｒｏｎ）、メタザクロル（ｍｅｔａｚａｃｈｌｏｒ）、メタゾスルフロン（ｍｅｔａｚ
ｏｓｕｌｆｕｒｏｎ）、メトフルラゾン（ｍｅｔｆｌｕｒａｚｏｎ）、メタベンズチアズ
ロン（ｍｅｔｈａｂｅｎｚｔｈｉａｚｕｒｏｎ）、メタルプロパリン（ｍｅｔｈａｌｐｒ
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ｏｐａｌｉｎ）、メタゾール（ｍｅｔｈａｚｏｌｅ）、メチオベンカルブ（ｍｅｔｈｉｏ
ｂｅｎｃａｒｂ）、メチオゾリン（ｍｅｔｈｉｏｚｏｌｉｎ）、メチウロン（ｍｅｔｈｉ
ｕｒｏｎ）、メトメトン（ｍｅｔｈｏｍｅｔｏｎ）、メトプロトリン（ｍｅｔｈｏｐｒｏ
ｔｒｙｎｅ）、メチルブロミド（ｍｅｔｈｙｌ　ｂｒｏｍｉｄｅ）、メチルイソチオシア
ネート（ｍｅｔｈｙｌ　ｉｓｏｔｈｉｏｃｙａｎａｔｅ）、メチルジムロン（ｍｅｔｈｙ
ｌｄｙｍｒｏｎ）、メトベンズロン（ｍｅｔｏｂｅｎｚｕｒｏｎ）、メトブロムロン（ｍ
ｅｔｏｂｒｏｍｕｒｏｎ）、メトラクロル（ｍｅｔｏｌａｃｈｌｏｒ）、メトスラム（ｍ
ｅｔｏｓｕｌａｍ）、メトクスロン（ｍｅｔｏｘｕｒｏｎ）、メトリブジン（ｍｅｔｒｉ
ｂｕｚｉｎ）、メトスルフロン（ｍｅｔｓｕｌｆｕｒｏｎ）、メトスルフロン－メチル（
ｍｅｔｓｕｌｆｕｒｏｎ－ｍｅｔｈｙｌ）、モリネート（ｍｏｌｉｎａｔｅ）、モナリド
（ｍｏｎａｌｉｄｅ）、モニソウロン（ｍｏｎｉｓｏｕｒｏｎ）、モノクロロ酢酸（ｍｏ
ｎｏｃｈｌｏｒｏａｃｅｔｉｃ　ａｃｉｄ）、モノリヌロン（ｍｏｎｏｌｉｎｕｒｏｎ）
、モヌロン（ｍｏｎｕｒｏｎ）、モルファムクアット（ｍｏｒｆａｍｑｕａｔ）、ＭＳＭ
Ａ、ナプロアニリド（ｎａｐｒｏａｎｉｌｉｄｅ）、ナプロパミド（ｎａｐｒｏｐａｍｉ
ｄｅ）、ナプロパミド－Ｍ（ｎａｐｒｏｐａｍｉｄｅ－Ｍ）、ナプタラム（ｎａｐｔａｌ
ａｍ）、ネブロン（ｎｅｂｕｒｏｎ）、ニコスルフロン（ｎｉｃｏｓｕｌｆｕｒｏｎ）、
ニピラクロフェン（ｎｉｐｙｒａｃｌｏｆｅｎ）、ニトラリン（ｎｉｔｒａｌｉｎ）、ニ
トロフェン（ｎｉｔｒｏｆｅｎ）、ニトロフルオルフェン（ｎｉｔｒｏｆｌｕｏｒｆｅｎ
）、ノルフルラゾン（ｎｏｒｆｌｕｒａｚｏｎ）、ノルロン（ｎｏｒｕｒｏｎ）、ＯＣＨ
、オルベンカルブ（ｏｒｂｅｎｃａｒｂ）、オルト－ジクロロベンゼン（ｏｒｔｈｏ－ｄ
ｉｃｈｌｏｒｏｂｅｎｚｅｎ）、オルトスルファムロン（ｏｒｔｈｏｓｕｌｆａｍｕｒｏ
ｎ）、オリザリン（ｏｒｙｚａｌｉｎ）、オキサジアルギル（ｏｘａｄｉａｒｇｙｌ）、
オキサジアゾン（ｏｘａｄｉａｚｏｎ）、オキサピラゾン（ｏｘａｐｙｒａｚｏｎ）、オ
キサスルフロン（ｏｘａｓｕｌｆｕｒｏｎ）、オキサジクロメホン（ｏｘａｚｉｃｌｏｍ
ｅｆｏｎｅ）、オキシフルオルフェン（ｏｘｙｆｌｕｏｒｆｅｎ）、パラフルフェン－エ
チル（ｐａｒａｆｌｕｆｅｎ－ｅｔｈｙｌ）、パラフルロン（ｐａｒａｆｌｕｒｏｎ）、
パラクアット（ｐａｒａｑｕａｔ）、ペブレート（ｐｅｂｕｌａｔｅ）、ペラルゴン酸（
ｐｅｌａｒｇｏｎｉｃ　ａｃｉｄ）、ペンジメタリン（ｐｅｎｄｉｍｅｔｈａｌｉｎ）、
ペノキススラム（ｐｅｎｏｘｓｕｌａｍ）、ペンタクロロフェノール（ｐｅｎｔａｃｈｌ
ｏｒｏｐｈｅｎｏｌ）、ペンタノクロル（ｐｅｎｔａｎｏｃｈｌｏｒ）、ペントキサゾン
（ｐｅｎｔｏｘａｚｏｎｅ）、ペルフルイドン（ｐｅｒｆｌｕｉｄｏｎｅ）、ペトキサミ
ド（ｐｅｔｈｏｘａｍｉｄ）、フェニソファム（ｐｈｅｎｉｓｏｐｈａｍ）、フェンメジ
ファム（ｐｈｅｎｍｅｄｉｐｈａｍ）（たとえばフェンメジファム－エチル（ｐｈｅｎｍ
ｅｄｉｐｈａｍ－ｅｔｈｙｌ））、フェノベンズロン（ｐｈｅｎｏｂｅｎｚｕｒｏｎ）、
酢酸フェニル水銀、ピクロラム（ｐｉｃｌｏｒａｍ）、ピコリナフェン（ｐｉｃｏｌｉｎ
ａｆｅｎ）、ピノキサデン（ｐｉｎｏｘａｄｅｎ）、ピペロホス（ｐｉｐｅｒｏｐｈｏｓ
）、亜ヒ酸カリウム、アジ化カリウム、シアン化カリウム、プレチラクロル（ｐｒｅｔｉ
ｌａｃｈｌｏｒ）、プリミスルフロン（ｐｒｉｍｉｓｕｌｆｕｒｏｎ）（たとえばプリミ
スルフロン－メチル（ｐｒｉｍｉｓｕｌｆｕｒｏｎ－ｍｅｔｈｙｌ））、プロシアジン（
ｐｒｏｃｙａｚｉｎｅ）、プロジアミン（ｐｒｏｄｉａｍｉｎｅ）、プロフルアゾール（
ｐｒｏｆｌｕａｚｏｌ）、プリフルラリン（ｐｒｏｆｌｕｒａｌｉｎ）、プロホキシジム
（ｐｒｏｆｏｘｙｄｉｍ）、プログリナジン（ｐｒｏｇｌｉｎａｚｉｎｅ）、プロヘキサ
ジオン－カルシウム（ｐｒｏｈｅｘａｄｉｏｎｅ－ｃａｌｃｉｕｍ）、プロメトン（ｐｒ
ｏｍｅｔｏｎ）、プロメトリン（ｐｒｏｍｅｔｒｙｎ）、プロパクロル（ｐｒｏｐａｃｈ
ｌｏｒ）、プロパニル（ｐｒｏｐａｎｉｌ）、プロパキザホップ（ｐｒｏｐａｑｕｉｚａ
ｆｏｐ）、プロパジン（ｐｒｏｐａｚｉｎｅ）、プロファム（ｐｒｏｐｈａｍ）、プロピ
ソクロル（ｐｒｏｐｉｓｏｃｈｌｏｒ）、プロポキシカルバゾン（ｐｒｏｐｏｘｙｃａｒ
ｂａｚｏｎｅ）、プロピリスルフロン（ｐｒｏｐｙｒｉｓｕｌｆｕｒｏｎ）、プロピザミ
ド（ｐｒｏｐｙｚａｍｉｄｅ）、プロスルファリン（ｐｒｏｓｕｌｆａｌｉｎ）、プロス
ルホカルブ（ｐｒｏｓｕｌｆｏｃａｒｂ）、プロスルフロン（ｐｒｏｓｕｌｆｕｒｏｎ）
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、プロキサン（ｐｒｏｘａｎ）、プリナクロル（ｐｒｙｎａｃｈｌｏｒ）、ピダノン（ｐ
ｙｄａｎｏｎ）、ピラクロニル（ｐｙｒａｃｌｏｎｉｌ）、ピラフルフェン（ｐｙｒａｆ
ｌｕｆｅｎ）（たとえばピラフルフェン－エチル（ｐｙｒａｆｌｕｆｅｎ－ｅｔｈｙｌ）
）、ピラスルホトール（ｐｙｒａｓｕｌｆｏｔｏｌｅ）、ピラゾギル（ｐｙｒａｚｏｇｙ
ｌ）、ピラゾリネート（ｐｙｒａｚｏｌｙｎａｔｅ）、ピラゾスルフロン－エチル（ｐｙ
ｒａｚｏｓｕｌｆｕｒｏｎ－ｅｔｈｙｌ）、ピラゾキシフェン（ｐｙｒａｚｏｘｙｆｅｎ
）、ピリベンゾキシム（ｐｙｒｉｂｅｎｚｏｘｉｍ）、ピリブチカルブ（ｐｙｒｉｂｕｔ
ｉｃａｒｂ）、ピリクロル（ｐｙｒｉｃｌｏｒ）、ピリダホール（ｐｙｒｉｄａｆｏｌ）
、ピリデート（ｐｙｒｉｄａｔｅ）、ピリフタリド（ｐｙｒｉｆｔａｌｉｄ）、ピリミノ
バック（ｐｙｒｉｍｉｎｏｂａｃ）、ピリミスルファン（ｐｙｒｉｍｉｓｕｌｆａｎ）、
ピリチオバック－ナトリウム（ｐｙｒｉｔｈｉｏｂａｃ－ｓｏｄｉｕｍ）、ピロキサスル
ホン（ｐｙｒｏｘａｓｕｌｆｏｎｅ）、キンクロラック（ｑｕｉｎｃｌｏｒａｃ）、キン
メラック（ｑｕｉｎｍｅｒａｃ）、キノクラミン（ｑｕｉｎｏｃｌａｍｉｎｅ）、キノナ
ミド（ｑｕｉｎｏｎａｍｉｄ）、キザロホップ（ｑｕｉｚａｌｏｆｏｐ）、キザロホップ
－Ｐ－エチル（ｑｕｉｚａｌｏｆｏｐ－Ｐ－ｅｔｈｙｌ）、ロデタニル（ｒｈｏｄｅｔｈ
ａｎｉｌ）、リムスルフロン（ｒｉｍｓｕｌｆｕｒｏｎ）、サフルフェナシル（ｓａｆｌ
ｕｆｅｎａｃｉｌ）、Ｓ－メトラクロル（Ｓ－ｍｅｔｏｌａｃｈｌｏｒ）、セブチラジン
（ｓｅｂｕｔｈｙｌａｚｉｎｅ）、セクブメトン（ｓｅｃｂｕｍｅｔｏｎ）、セトキシジ
ム（ｓｅｔｈｏｘｙｄｉｍ）、シズロン（ｓｉｄｕｒｏｎ）、シマジン（ｓｉｍａｚｉｎ
ｅ）、シメトン（ｓｉｍｅｔｏｎ）、シメトリン（ｓｉｍｅｔｒｙｎ）、ＳＭＡ、亜ヒ酸
ナトリウム、アジ化ナトリウム、塩素酸ナトリウム、スルコトリオン（ｓｕｌｃｏｔｒｉ
ｏｎｅ）、スルファレート（ｓｕｌｆａｌｌａｔｅ）、スルフェントラゾン（ｓｕｌｆｅ
ｎｔｒａｚｏｎｅ）、スルホメツロン（ｓｕｌｆｏｍｅｔｕｒｏｎ）、スルホセート（ｓ
ｕｌｆｏｓａｔｅ）、スルホスルフロン（ｓｕｌｆｏｓｕｌｆｕｒｏｎ）、硫酸、スルグ
リカピン（ｓｕｌｇｌｙｃａｐｉｎ）、スウェプ（ｓｗｅｐ）、ＴＣＡ、テブタム（ｔｅ
ｂｕｔａｍ）、テブチウロン（ｔｅｂｕｔｈｉｕｒｏｎ）、テフリルトリオン（ｔｅｆｕ
ｒｙｌｔｒｉｏｎｅ）、テンボトリオン（ｔｅｍｂｏｔｒｉｏｎｅ）、テプラロキシジム
（ｔｅｐｒａｌｏｘｙｄｉｍ）、テルバシル（ｔｅｒｂａｃｉｌ）、テルブカルブ（ｔｅ
ｒｂｕｃａｒｂ）、テルブクロル（ｔｅｒｂｕｃｈｌｏｒ）、テルブメトン（ｔｅｒｂｕ
ｍｅｔｏｎ）、テルブチラジン（ｔｅｒｂｕｔｈｙｌａｚｉｎｅ）、テルブトリン（ｔｅ
ｒｂｕｔｒｙｎ）、テトラフルロン（ｔｅｔｒａｆｌｕｒｏｎ）、テニルクロル（ｔｈｅ
ｎｙｌｃｈｌｏｒ）、チアザフルロン（ｔｈｉａｚａｆｌｕｒｏｎ）、チアゾピル（ｔｈ
ｉａｚｏｐｙｒ）、チジアジミン（ｔｈｉｄｉａｚｉｍｉｎ）、チジアズロン（ｔｈｉｄ
ｉａｚｕｒｏｎ）、チエンカルバゾン－メチル（ｔｈｉｅｎｃａｒｂａｚｏｎｅ－ｍｅｔ
ｈｙｌ）、チフェンスルフロン（ｔｈｉｆｅｎｓｕｌｆｕｒｏｎ）、チフェンスルフロン
－

メチル（ｔｈｉｆｅｎｓｕｌｆｕｒｏｎ－ｍｅｔｈｙｌ）、チオベンカルブ（ｔｈｉｏｂ
ｅｎｃａｒｂ）、チアフェナシル（ｔｉａｆｅｎａｃｉｌ）、チオカルバジル（ｔｉｏｃ
ａｒｂａｚｉｌ）、チオクロリム（ｔｉｏｃｌｏｒｉｍ）、トプラメゾン（ｔｏｐｒａｍ
ｅｚｏｎｅ）、トルピラレート（ｔｏｌｐｙｒａｌａｔｅ）、トラルコキシジム（ｔｒａ
ｌｋｏｘｙｄｉｍ）、トリアファモン（ｔｒｉａｆａｍｏｎｅ）、トリ－アレート（ｔｒ
ｉ－ａｌｌａｔｅ）、トリアスルフロン（ｔｒｉａｓｕｌｆｕｒｏｎ）、トリアジフラム
（ｔｒｉａｚｉｆｌａｍ）、トリベヌロン（ｔｒｉｂｅｎｕｒｏｎ）（たとえばトリベヌ
ロン－メチル（ｔｒｉｂｅｎｕｒｏｎ－ｍｅｔｈｙｌ））、トリカンバ（ｔｒｉｃａｍｂ
ａ）、トリクロピル（ｔｒｉｃｌｏｐｙｒ）（たとえばトリクロピルのコリン塩）、トリ
クロピルのエステル及び塩、トリジファン（ｔｒｉｄｉｐｈａｎｅ）、トリエタジン（ｔ
ｒｉｅｔａｚｉｎｅ）、トリフロキシスルフロン（ｔｒｉｆｌｏｘｙｓｕｌｆｕｒｏｎ）
、トリフルジモキサジン（ｔｒｉｆｌｕｄｉｍｏｘａｚｉｎ）、トリフルラリン（ｔｒｉ
ｆｌｕｒａｌｉｎ）、トリフルスルフロン（ｔｒｉｆｌｕｓｕｌｆｕｒｏｎ）、トリホッ
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プ（ｔｒｉｆｏｐ）、トリホプシム（ｔｒｉｆｏｐｓｉｍｅ）、トリヒドロキシトリアジ
ン（ｔｒｉｈｙｄｒｏｘｙｔｒｉａｚｉｎｅ）、トリメツロン（ｔｒｉｍｅｔｕｒｏｎ）
、トリプロピンダン（ｔｒｉｐｒｏｐｉｎｄａｎ）、トリタック（ｔｒｉｔａｃ）、トリ
トスルフロン（ｔｒｉｔｏｓｕｌｆｕｒｏｎ）、ベルノレート（ｖｅｒｎｏｌａｔｅ）、
キシラクロル（ｘｙｌａｃｈｌｏｒ）、ならびにそれらの塩、コリン塩、エステル、任意
で活性異性体、および混合物。
【００４３】
　一部の実施形態では、本明細書に記載の組成物は、たとえばＡＤ－６７（ＭＯＮ　４６
６０）、ベノキサコル（ｂｅｎｏｘａｃｏｒ）、ベンチオカルブ（ｂｅｎｔｈｉｏｃａｒ
ｂ）、ブラッシノリド（ｂｒａｓｓｉｎｏｌｉｄｅ）、クロキントセット（メキシル）（
ｃｌｏｑｕｉｎｔｏｃｅｔ（ｍｅｘｙｌ））、チョメトリニル（ｃｙｏｍｅｔｒｉｎｉｌ
）、ダイムロン（ｄａｉｍｕｒｏｎ）、ジクロルミド（ｄｉｃｈｌｏｒｍｉｄ）、ジシク
ロノン（ｄｉｃｙｃｌｏｎｏｎ）、ジメピペレート（ｄｉｍｅｐｉｐｅｒａｔｅ）、ジス
ルホトン（ｄｉｓｕｌｆｏｔｏｎ）、フェンクロラゾール－エチル（ｆｅｎｃｈｌｏｒａ
ｚｏｌｅ－ｅｔｈｙｌ）、フェンクロリム（ｆｅｎｃｌｏｒｉｍ）、フルラゾール（ｆｌ
ｕｒａｚｏｌｅ）、フルキソフェニム（ｆｌｕｘｏｆｅｎｉｍ）、フリラゾール（ｆｕｒ
ｉｌａｚｏｌｅ）、ハーピンタンパク質（ｈａｒｐｉｎ　ｐｒｏｔｅｉｎｓ）、イソキサ
ジフェン－エチル（ｉｓｏｘａｄｉｆｅｎ－ｅｔｈｙｌ）、ジエカオワン（ｊｉｅｃａｏ
ｗａｎ）、ジエカオキシ（ｊｉｅｃａｏｘｉ）、メフェンピル－ジエチル（ｍｅｆｅｎｐ
ｙｒ－ｄｉｅｔｈｙｌ）、メフェナート（ｍｅｐｈｅｎａｔｅ）、ナフタル酸無水物（Ｎ
Ａ）、オキサベトリニル（ｏｘａｂｅｔｒｉｎｉｌ）、Ｒ２９１４８、及びＮ－フェニル
－スルホニル安息香酸アミド類などの１つ以上の除草剤毒性緩和剤と併用して使用され、
その選択性を増強させる。一部の実施形態では、毒性緩和剤は、イネ、穀草類、トウモロ
コシ（ｃｏｒｎ）またはトウモロコシ（ｍａｉｚｅ）の環境中で使用される。一部の実施
形態では、毒性緩和剤は、クロキントセットまたはそのエステルもしくは塩である。ある
実施形態では、クロキントセットを使用して、イネおよび穀草類に対する当該組成物の有
害作用に拮抗させる。一部の実施形態では、毒性緩和剤は、クロキントセット（メキシル
）である。
【００４４】
　一部の実施形態では、本明細書に記載される組成物及び方法は、イネと式（Ｉ）の化合
物の毒性緩和に使用されることが知られている１つ以上の種子処置と組み合わせて使用さ
れることができ、ナフタル酸無水物およびＣＡＳ登録番号１２９５３１－１２－０の（Ｎ
－（２－メトキシベンゾイル）－４－［（メチルアミノカルボニル）アミノ］ベンゼンス
ルホンアミドを含み、これは以下の構造を有しており、
【化５】

およびＣＡＳ登録番号９８９６７－９４－３の（３－（（５，７－ジメチル－［１，２，
４］トリアゾロ［１，５－ａ］ピリミジン）－２－スルホンアミド）チオフェン－２－カ
ルボン酸メチル）を含み、これは以下の構造を有している。
【００４５】
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【化６】

 
【００４６】
　一部の実施形態では、本明細書に記載される組成物中の活性成分の濃度は、約０．００
０５～９８重量パーセントである。一部の実施形態では、濃度は、約０．０００６～９０
重量パーセントである。濃縮物として使用されるよう設計されている組成物において、活
性成分は、ある実施形態では約０．１～９８重量パーセントの濃度で存在し、およびある
実施形態では約０．５～９０重量パーセントの濃度で存在する。かかる組成物は、ある実
施形態では適用前に例えば水などの不活性担体で希釈される。通常、雑草、または雑草の
ある場所に適用される希釈組成物は、ある実施形態では、約０．００５～９９重量パーセ
ントの活性成分を含有し、およびある実施形態では約０．０１～２５．０重量パーセント
を含有する。
【００４７】
　一部の実施形態では、式（Ｉ）の化合物またはその農学的に受容可能なエステルもしく
は塩、フロラスラム、およびピロックススラムは、除草剤と組み合わされて使用され、当
該除草剤は、処理される作物に対して選択的であり、用いられる適用率でこれらの化合物
により制御される雑草のスペクトルを補完する。一部の実施形態では、本明細書に記載の
組成物及び他の補完除草剤は、組み合わせ製剤としてもしくはタンク混合物としてのいず
れかで同時に適用されるか、同時に適用されるか、または連続的に適用される。
【００４８】
　本発明組成物は、従来的な地面据え置き型ダスター又はエアダスター、噴霧機、及び散
粒機の使用により、及び当分野の当業者に公知の他の従来的な手段により、限定されない
が、枝葉または土壌を含む、雑草またはその雑草の場所に適用されてもよい。
【００４９】
　重量の単位は、重量と重量（ｇとｇ）の単位で、ｇ　ａｅ／ｈａ（グラム酸当量／ｈａ
）とｇ　ａｉ／ｈａ（グラム活性成分／ｈａ）として表される。たとえばｇ　ａｅ／ｈａ
とｇ　ａｉ／ｈａ；ｇ　ａｅ／ｈａとｇ　ａｅ／ｈａ、およびｇ　ａｉ／ｈａとｇ　ａｉ
／ｈａとして表される。
【００５０】
　本明細書に記載される組成物及び方法のある実施形態では、（ａ）式（Ｉ）の化合物ま
たはその農学的に受容可能なエステルもしくは塩と、（ｂ）フロラスラムまたはその農学
的に受容可能な塩が、（ｃ）ピロックススラムまたはその農学的に受容可能な塩と組み合
わされて使用される。組成物に関し、一部の実施形態では、式（Ｉ）の化合物またはその
農学的に受容可能なエステルもしくは塩および（ｂ）フロラスラムまたはその農学的に受
容可能な塩と、（ｃ）ピロックススラムまたはその農学的に受容可能な塩の重量比は、約
１：１００～約１００：１、約１：９０～約９０：１、約１：８０～約８０：１、約１：
７０～約７０：１、約１：６０～約６０：１、約１：５０～約５０：１、約１：４０～約
４０：１、約１：３０～約３０：１、約１：２０～約２０：１、約１：１８～約１８：１
、約１：１５～約１５：１、約１：１４～約１４：１、約１：１３～約１３：１、および
約１：１２．５～約１２．５：１の範囲内である。さらなる実施形態では、式（Ｉ）の化
合物またはその農学的に受容可能なエステルもしくは塩および（ｂ）フロラスラムまたは
その農学的に受容可能な塩と、（ｃ）ピロックススラムまたはその農学的に受容可能な塩
の重量比は、約１：１２～約１２：１、約１：１１～約１１：１、約１：１０～約１０：
１、約１：９～約９：１、約１：８～約８：１、約１：７～約７：１、約１：６～約６：
１、約１：５～約５：１、約１：４～約４：１、および約１：３．７５～約３：１の範囲
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内である。ある実施形態では、（ａ）式（Ｉ）の化合物またはその農学的に受容可能なエ
ステルもしくは塩および（ｂ）フロラスラムまたはその農学的に受容可能な塩と、（ｃ）
ピロックススラムまたはその農学的に受容可能な塩の重量比は、約１：３．５～約２：１
の範囲内である。他の実施形態では、（ａ）式（Ｉ）の化合物またはその農学的に受容可
能なエステルもしくは塩および（ｂ）フロラスラムまたはその農学的に受容可能な塩と、
（ｃ）ピロックススラムまたはその農学的に受容可能な塩の重量比は、約１：３．１～約
１．５：１の範囲内である。
【００５１】
　本明細書に記載される組成物及び方法のある実施形態では、除草活性成分の組み合わせ
は、（ａ）と（ｂ）と（ｃ）の重量比が、（ａ）が約１～８０と、（ｂ）が約１～１２０
と（ｃ）が約１～２００となる量で使用される当該３つの構成要素からなる。さらなる実
施形態では、当該３つの構成要素の重量比は、（ａ）が約１－７０と（ｂ）が約１－１０
０と（ｃ）が約１－１８０；（ａ）が約１－６０と（ｂ）が約１－９０と（ｃ）が約１－
１５０；（ａ）が約１－５０と（ｂ）が約１－８０と（ｃ）が約１－１２５；（ａ）が約
１－４０と（ｂ）が約１－７０と（ｃ）が約１－１００；（ａ）が約１－３０と（ｂ）が
約１－５０と（ｃ）が約１－８０；（ａ）が約１－２０と（ｂ）が約１－４０と（ｃ）が
約１－６０；（ａ）が約１－１５と（ｂ）が約１－３０と（ｃ）が約１－４０；（ａ）が
約１－１２．５と（ｂ）が約１－２０と（ｃ）が約１－３０；（ａ）が約１－１１と（ｂ
）が約１－１７．５と（ｃ）が約１－２７；および（ａ）が約１－１０と（ｂ）が約１－
１５と（ｃ）が約１－２５を含む。ある実施形態では、（ａ）式（Ｉ）の化合物またはそ
の農学的に受容可能なエステルもしくは塩、（ｂ）フロラスラムまたはその農学的に受容
可能な塩、および（ｃ）ピロックススラムまたはその農学的に受容可能な塩は、（ａ）と
（ｂ）と（ｃ）の重量比が、（ａ）が約１－９、（ｂ）が約１－１２、（ｃ）が約１－２
０；（ａ）が約１－８、（ｂ）が約１－１０、（ｃ）が約１－１８；（ａ）が約１－７、
（ｂ）が約１－８、（ｃ）が約１－１５；（ａ）が約１－６、（ｂ）が約１－７、（ｃ）
が約１－１２；（ａ）が約１－５、（ｂ）が約１－６、（ｃ）が約１－１０；（ａ）が約
１－４、（ｂ）が約１－５、（ｃ）が約１－８；および（ａ）が約１－３、（ｂ）が約１
－４、（ｃ）が約１－６となる量で使用される。他の実施形態では、（ａ）式（Ｉ）の化
合物またはその農学的に受容可能なエステルもしくは塩、（ｂ）フロラスラムまたはその
農学的に受容可能な塩、および（ｃ）ピロックススラムまたはその農学的に受容可能な塩
は、（ａ）と（ｂ）と（ｃ）の重量比が、約１－２と約１－２．１と約１－４となる量で
使用される。
【００５２】
　まさに記載される実施形態で、（ａ）式（Ｉ）の化合物またはその農学的に受容可能な
エステルもしくは塩と、（ｂ）フロラスラムまたはその農学的に受容可能な塩の重量比［
すなわち、（ａ）：（ｂ）］は、（ａ）と（ｂ）の重量比が約１：１２０～約８０：１と
なるよう、さらに規定されてもよい。さらなる実施形態では、当該２つの構成要素の重量
比は、約１：１００～約７５：１；約１：９０～約１：７０；約１：８０～約７５：１；
約１：７０～約７０：１；約１：６０～約６０：１；約１：５０～約５０：１；約１：３
５～約３５：１；約１：２５～約２５：１；約１：２０～約２０：１；約１：１７～約１
７：１；約１：１６～約１５：１；および約１：１５～約１０：１を含む。さらなる実施
形態では、当該２つの構成要素の重量比は、約１：１２～約８：１；約１：１０～約７．
５：１；約１：８～約７：１；約１：６～約６：１；約１：５～約５：１；約１：４～約
４：１；約１：３～約３：１；約１：２．５～約２．５：１；および約１：２．１～約２
：１を含む。
【００５３】
　当該方法に関し、ある実施形態では、当該方法は、本明細書に記載される組成物と望ま
しくない草木をたとえば連続的にまたは同時に接触させることを含む。一部の実施形態で
は、当該組成物は、当該組成物中の活性成分の総量に応じて、１ヘクタール当たり約１．
００グラムの活性成分（ｇ　ａｉ／ｈａ）～約１００ｇ　ａｉ／ｈａの適用比率で適用さ
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れる。ある実施形態では、当該組成物は、当該組成物中の活性成分の総量に応じて、約４
ｇ　ａｉ／ｈａ～約５０ｇ　ａｉ／ｈａの適用比率で適用される。ある実施形態では、当
該組成物は、当該組成物中の活性成分の総量に応じて、約１０ｇ　ａｉ／ｈａ～約４０ｇ
　ａｉ／ｈａの適用比率で適用される。ある実施形態では、当該組成物は、当該組成物中
の活性成分の総量に応じて、約１５．４ｇ　ａｉ／ｈａ～約３１ｇ　ａｉ／ｈａの適用比
率で適用される。
【００５４】
　本明細書に記載される混合物の構成要素は、個別に、連続的に、タンク混合されて、ま
たは複数パートの除草システムの一部としてのいずれかで適用されてもよい。一部の実施
形態では、３つすべての構成要素が一緒に（たとえば同じ製剤中で）製剤化され、または
別個に（たとえば別個の製剤中で）製剤化され、そして同時に適用されてもよい。あるい
は３つの構成要素のうちの２つが、一緒に（たとえば、式（Ｉ）の化合物またはその農学
的に受容可能なエステルもしくは塩と、フロラスラムまたはその農学的に受容可能な塩の
化合物が）製剤化され、そして第三の構成要素（ピロックススラムまたはその農学的に受
容可能な塩）は別個に製剤化され、そしてこの２個の製剤が同時に適用されてもよい。別
の実施形態では、１つ以上の構成要素が別個に製剤化され、そして当該構成要素は連続し
て適用され、またはタンク混合物中で適用されてもよい。別の実施形態では、各構成要素
が別個に製剤化され、そして３つの構成要素が連続して適用され、またはタンク混合物中
で適用されてもよい。あるいは３つの構成要素のうちの２つが、一緒に（たとえば、式（
Ｉ）の化合物またはその農学的に受容可能なエステルもしくは塩と、フロラスラムまたは
その農学的に受容可能な塩の化合物が）製剤化され、そして第三の構成要素（ピロックス
スラムまたはその農学的に受容可能な塩）は別個に製剤化され、この２個の製剤が連続的
に、またはタンク混合物中で適用されてもよい。あるいは３つの構成要素のうちの２つが
、一緒に（たとえば、式（Ｉ）の化合物またはその農学的に受容可能なエステルもしくは
塩と、ピロックススラムまたはその農学的に受容可能な塩の化合物が）製剤化され、そし
て第三の構成要素（フロラスラムまたはその農学的に受容可能な塩）は別個に製剤化され
、この２個の製剤が連続的に、またはタンク混合物中で適用されてもよい。適用の間の時
間は、たとえば０．０００１、０．００１、０．０１、０．１、０．２５、０．５、１、
２、４、６、８、１０、もしくは１２時間以上、または１、２、３、４、５、６、もしく
は７日以上など、変化し得る。
【００５５】
　１つの実施形態では、組成物は、様々なタイプの雑草に対して活性である。１つの実施
形態では、式（Ｉ）の化合物またはその農学的に受容可能なエステルもしくは塩およびフ
ロラスラムまたはその農学的に受容可能な塩の化合物と、ピロックススラムまたはその農
学的に受容可能な塩の組み合わせは、約１：２．９～約１．２：１の比率であり、適用後
、１４～７８日（ＤＡＡ）で、約３、４、５、６、７、８、９、１０、１１、１２、１３
、１５、１８、２０、２２、２５、２８、２９、３０、３５、３７、３９、または４０％
を超える制御を示す。
【００５６】
　１つの実施形態では、組成物は、様々なタイプの雑草に対して活性である。１つの実施
形態では、式（Ｉ）の化合物またはその農学的に受容可能なエステルもしくは塩とフロラ
スラムまたはその農学的に受容可能な塩とピロックススラムまたはその農学的に受容可能
な塩の化合物の組み合わせは、約１：２．１：６．２５～約１：０．６３：１．６の比率
であり、適用後、１４～９２日（ＤＡＡ）で、約４、５、６、７、８、９、１０、１１、
１２、１５、１６、１７、１８、２０、２２、２３、２５、２８、３０、３３、３５、３
７、３９、４０、４５、４８、５０、５２、または５５％を超える制御を示す。
【００５７】
　別の実施形態では、組成物は、様々なタイプの雑草または作物に対し、上記に規定され
る有効値に規定されるように活性であり、それら雑草または作物としては、限定されない
が、以下が挙げられる：Ａｇｒｏｐｙｒｏｎ　ｒｅｐｅｎｓ　Ｌ．（シバムギ、ＡＧＲＲ
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Ｅ）、Ａｌｏｐｅｃｕｒｕｓ　ｍｙｏｓｕｒｏｉｄｅｓ　Ｈｕｄｓ．（ブラックグラス（
ｂｌａｃｋｇｒａｓｓ）、ＡＬＯＭＹ）、Ａｐｅｒａ　ｓｐｉｃａ－ｖｅｎｔｉ（Ｌ．）
Ｂｅａｕｖ．（セイヨウヌカボ、ＡＰＥＳＶ）、Ａｖｅｎａ　ｍａｃｒｏｃａｒｐａ　Ｍ
ｏｅｎｃｈ（カラスムギ、ＡＶＥＳＴ）、Ａｎｉｓａｎｔｈａ　ｓｔｅｒｉｌｉｓまたは
Ｂｒｏｍｕｓ　ｓｔｅｒｉｌｉｓ（アレチノチャヒキ、ＢＲＯＳＴ）、Ｃｅｎｔａｕｒｅ
ａ　ｃｙａｎｕｓ（ヤグルマギク、ＣＥＮＣＹ）、Ｃｈｅｎｏｐｏｄｉｕｍ　ａｌｂｕｍ
　Ｌ．（シロザ、ＣＨＥＡＬ）、Ｃｏｎｓｏｌｉｄａ　ｒｅｇａｌｉｓ　Ｓ．Ｆ．Ｇｒａ
ｙ（チドリソウ、ＣＮＳＲＥ）、Ｅｃｈｉｎｏｃｈｌｏａ　ｃｒｕｓ－ｇａｌｌｉ（Ｌ．
）Ｐ．Ｂｅａｕｖ．（イヌビエ、ＥＣＨＣＧ）、Ｆｕｍａｒｉａ　ｏｆｆｉｃｉｎａｌｉ
ｓ（カラクサケマン、ＦＵＭＯＦ）、Ｇａｌｉｕｍ　ａｐａｒｉｎｅ　Ｌ．（ヤエムグラ
、ＧＡＬＡＰ）、Ｌａｍｉｕｍ　ｐｕｒｐｕｒｅｕｍ　Ｌ．（ヒメオドリコソウ、ＬＡＭ
ＰＵ）、Ｍａｔｒｉｃａｒｉａ　ｒｅｃｕｔｉｔａ　Ｌ．（ワイルドカモミール、ＭＡＴ
ＣＨ）、Ｍａｔｒｉｃａｒｉａ　ｉｎｏｄｏｒａ（イヌカミツレ、ＭＡＴＩＮ）、Ｐａｐ
ａｖｅｒ　ｒｈｏｅａｓ　Ｌ．（ヒナゲシ、ＰＡＰＲＨ）、Ｒｕｍｅｘ　ｓｐ．（タデ科
、ＲＵＭＳＳ）、Ｓｏｌａｎｕｍ　ｎｉｇｒｕｍ　Ｌ．（イヌホオズキ、ＳＯＬＮＩ）、
Ｓｔｅｌｌａｒｉａ　ｍｅｄｉａ（Ｌ．）Ｖｉｌｌ．（コハコベ、ＳＴＥＭＥ）、Ｖｅｒ
ｏｎｉｃａ　ｈｅｄｅｒｉｆｏｌｉａ（フラサバソウ、ＶＥＲＨＥ），Ｖｅｒｏｎｉｃａ
　ｐｅｒｓｉｃａ　Ｐｏｉｒ．（オオイヌノフグリ、ＶＥＲＰＥ）、およびＶｉｏｌａ　
ａｒｖｅｎｓｉｓ　Ｍｕｒｒ．（マキバスミレ、ＶＩＯＡＲ）。
【００５８】
　別の実施形態では、組成物は、様々なタイプの雑草または作物に対し、上記に規定され
る有効値に規定されるように活性であり、それら雑草または作物としては、限定されない
が、以下が挙げられる：Ａｖｅｎａ　ｓｐ（オート麦、ＡＶＥＳＳ）、Ａｖｅｎａ　ｍａ
ｃｒｏｃａｒｐａ　Ｍｏｅｎｃｈ（カラスムギ、ＡＶＥＳＴ）、Ｌａｍｉｕｍ　ｐｕｒｐ
ｕｒｅｕｍ　Ｌ．（ヒメオドリコソウ、ＬＡＭＰＵ）、Ｌｏｌｉｕｍ　ｍｕｌｔｉｆｌｏ
ｒｕｍ　Ｌａｍ．（イタリアンライグラス、ＬＯＬＭＵ）、Ｌｏｌｉｕｍ　ｒｉｇｉｄｕ
ｍ（ボウムギ、ＬＯＬＲＩ）、Ｌｏｌｉｕｍ　Ｌ．ｓｐ．（ライグラス、ＬＯＬＳＳ）、
Ｐａｐａｖｅｒ　ｒｈｏｅａｓ　Ｌ．（ヒナゲシ、ＰＡＰＲＨ），Ｓｏｌａｎｕｍ　ｎｉ
ｇｒｕｍ　Ｌ．（イヌホオズキ、ＳＯＬＮＩ）、およびＳｔｅｌｌａｒｉａ　ｍｅｄｉａ
（Ｌ．）Ｖｉｌｌ．（コハコベ、ＳＴＥＭＥ）。
【００５９】
　　別の実施形態では、組成物を使用して、グリホサート耐性の大豆（ＧＬＸＭＡ）、綿
花（ＧＯＳＨＩ）、ヒマワリ（ＨＥＬＡＮ）、ならびに限定されないがグリホサート、Ａ
ＬＳ、ＡＣＣａｓｅ、グルホシネート、ＨＰＰＤ、ＰＰＯ、オーキシンおよび他の除草作
用様式に対して単一部位耐性を有する他の作物を制御することができる。
【００６０】
ＩＶ．　使用方法
除草活性（耕作または非耕作状況において望ましくない草木を制御する）は、任意の成長
段階の植物に、または当該植物のある場所に、または草木制御が望まれる場所に直接、発
芽前および発芽後に適用されたときに、当該除草組成物により示される。観測される作用
は、抑制される植物の種類、植物の生長段階、希釈及び噴霧滴サイズの適用パラメーター
、固形成分の粒子サイズ、使用時の環境条件、使用される具体的な化合物、使用される具
体的なアジュバント及び担体、土壌のタイプなどによって、ならびに適用される化学物質
の量によって決まる。これらの因子、及び他の因子を調節して、非選択的除草作用又は選
択的除草作用を促進することができる。一部の実施形態では、本明細書に記載される組成
物は、作物および望ましくない草木に対し発芽後に適用され、作物に対し発芽前および望
ましくない草木に対し発芽後に適用され、ならびに比較的未成熟および成熟な望ましくな
い草木に複数回発芽後に適用され、雑草の最大制御を達成する。
【００６１】
　一部の実施形態では、非作物、多年生作物、結実作物またはプランテーション作物のエ
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リア内の望ましくない草木を制御する方法が本明細書に記載され、当該方法は、限定され
ないが枝葉、土壌もしくは水を含む望ましくない草木またはその場所と、（ａ）式（Ｉ）
の化合物またはその農学的に受容可能なエステルもしくは塩、（ｂ）フロラスラムまたは
その農学的に受容可能な塩、および（ｃ）ピロックススラムまたはその農学的に受容可能
な塩の除草有効量を含有する混合物を含有する組成物を接触させることを含む。ある実施
形態では、当該方法は、本明細書に記載される組成物を使用する。
【００６２】
　本明細書で提供される組成物および方法は、望ましくない草木の制御に利用される。望
ましくない草木としては、限定されないが、菜種／キャノーラ、食用野菜、Ｂｒａｓｓｉ
ｃａ　ｓｐｐ（アブラナ種）、観賞植物、限定されないが、イネ、小麦、テフ、ライ小麦
、大麦、オート麦、ライ、ソルガムおよびトウモロコシ（ｃｏｒｎ／ｍａｉｚｅ）を含む
穀草類；条播作物、休閑‐苗床、ヒマワリ、サトウキビ、限定されないが牧草地、草原、
放牧地、休閑地、柵部分、駐車場、石油貯蔵地、保管場所、道路、ユーティリティエリア
、芝生、森林、水性植物、産業草木管理（ＩＶＭ）および作物を植える前の休閑‐苗床を
含む非耕作地；適用によって望ましくない草木に接触するが、作物の枝葉には接触しない
場所の多年生作物、たとえば樹木および蔓草果樹、限定されないが、柑橘類、ブドウ、ア
ーモンド、リンゴ、アプリコット、アボカド、バナナ、ビーチナッツ（ｂｅｅｃｈｎｕｔ
）、ブラジルナッツ、バターナッツ、カシュー、サクランボ、トチの実、チンカピングリ
、野生リンゴ（ｃｒａｂ　ａｐｐｌｅ）、ナツメヤシ、フェイジョア、イチジク、ハシバ
ミ、ヒッコリーナッツ、キウィ、レモン、ライム、ビワ、マカダミアナッツ、マンダリン
、マンゴー、サンザシ、ネクタリン、オリーブ、オレンジ、桃、ペア、ペカン、カキ、ピ
スタチオ、プラム、ナシ状果、ザクロ、プルーン、マルメロ、核果、木の実、およびウォ
ルナットを含む；結実作物（たとえばブルーベリー、グアバ、パパイヤ、パイナップル、
ストロベリー、タロイモ、ブラックベリー、およびラズベリー）；およびプランテーショ
ン作物（限定されないが、コーヒー、カカオ、ゴムノキおよびヤシ油を含む）において発
生する望ましくない草木が挙げられる。
【００６３】
　本明細書で提供される組成物および方法は、望ましくない草木の制御に利用される。望
ましくない草木としては限定されないが、たとえば２，４－Ｄ耐性、ＡＬＳ耐性、ＡＣＣ
ａｓｅ耐性、グリホサート耐性、およびグルホシネート耐性の穀草類、限定されないがイ
ネ、小麦、大麦、オート麦、テフ、ライおよびソルガムなどの一年生作物において発生す
る望ましくない草木が挙げられる。
【００６４】
　一部の実施形態では、本明細書で提供される方法を利用して、菜種、キャノーラ、畝ま
き作物および穀草類中の望ましくない草木を制御する。ある実施形態では、望ましくない
草木は、Ａｇｒｏｐｙｒｏｎ　ｒｅｐｅｎｓ　Ｌ．（シバムギ、ＡＧＲＲＥ）、Ａｌｏｐ
ｅｃｕｒｕｓ　ｍｙｏｓｕｒｏｉｄｅｓ　Ｈｕｄｓ．（ブラックグラス（ｂｌａｃｋｇｒ
ａｓｓ）、ＡＬＯＭＹ）、Ａｐｅｒａ　ｓｐｉｃａ－ｖｅｎｔｉ（Ｌ．）Ｂｅａｕｖ．（
セイヨウヌカボ、ＡＰＥＳＶ）、Ａｖｅｎａ　ｆａｔｕａ　Ｌ．（カラスムギ、ＡＶＥＦ
Ａ）、Ａｖｅｎａ　ｓｐ．（オート麦、ＡＶＥＳＳ），Ａｖｅｎａ　ｍａｃｒｏｃａｒｐ
ａ　Ｍｏｅｎｃｈ（カラスムギ、ＡＶＥＳＴ）、Ｂｒｏｍｕｓ　ｔｅｃｔｏｒｕｍ　Ｌ．
（ウマノチャヒキ、ＢＲＯＴＥ）、Ｃｅｎｔａｕｒｅａ　ｃｙａｎｕｓ（ヤグルマギク、
ＣＥＮＣＹ）、Ｃｏｎｓｏｌｉｄａ　ｒｅｇａｌｉｓ　Ｓ．Ｆ．Ｇｒａｙ（チドリソウ、
ＣＮＳＲＥ）、Ｌｏｌｉｕｍ　ｍｕｌｔｉｆｌｏｒｕｍ　Ｌａｍ．（イタリアンライグラ
ス、ＬＯＬＭＵ）、Ｌｏｌｉｕｍ　ｒｉｇｉｄｕｍ（ボウムギ、ＬＯＬＲＩ）、Ｌｏｌｉ
ｕｍ　ｍｕｌｔｉｆｌｏｒｕｍ　ｓｕｂｓｐ．Ｇａｕｄｉｎｉ（一年生ライグラス、ＬＯ
ＬＭＧ）、Ｍａｔｒｉｃａｒｉａ　ｉｎｏｄｏｒａ（イヌカミツレ、ＭＡＴＩＮ）、Ｐｈ
ａｌａｒｉｓ　ｍｉｎｏｒ　Ｒｅｔｚ．（ヒメカナリークサヨシ、ＰＨＡＭＩ）、Ｐｏａ
　ａｎｎｕａ　Ｌ．（スズメノカタビラ、ＰＯＡＡＮ）、Ｓｅｔａｒｉａ　ｐｕｍｉｌａ
（Ｐｏｉｒ．）Ｒｏｅｍｅｒ　＆　Ｊ．Ａ．Ｓｃｈｕｌｔｅｓ（キンエノコログサ、ＳＥ
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ＴＬＵ）、Ｓｅｔａｒｉａ　ｖｉｒｉｄｉｓ（Ｌ．）Ｂｅａｕｖ．（エノコログサ、ＳＥ
ＴＶＩ）、Ｃｉｒｓｉｕｍ　ａｒｖｅｎｓｅ（Ｌ．）Ｓｃｏｐ．（カナダアザミ、ＣＩＲ
ＡＲ）、Ｇａｌｉｕｍ　ａｐａｒｉｎｅ　Ｌ．（ヤエムグラ、ＧＡＬＡＰ）、Ｋｏｃｈｉ
ａ　ｓｃｏｐａｒｉａ（Ｌ．）Ｓｃｈｒａｄ．（ホウキギ、ＫＣＨＳＣ）、Ｌａｍｉｕｍ
　ｐｕｒｐｕｒｅｕｍ　Ｌ．（ヒメオドリコソウ、ＬＡＭＰＵ）、Ｌｏｌｉｕｍ　Ｌ．ｓ
ｐ．（ライグラス、ＬＯＬＳＳ）、Ｍａｔｒｉｃａｒｉａ　ｒｅｃｕｔｉｔａ　Ｌ．（ワ
イルドカモミール、ＭＡＴＣＨ）、Ｍａｔｒｉｃａｒｉａ　ｍａｔｒｉｃａｒｉｏｉｄｅ
ｓ（Ｌｅｓｓ．）Ｐｏｒｔｅｒ（コシカギク、ＭＡＴＭＴ）、Ｐａｐａｖｅｒ　ｒｈｏｅ
ａｓ　Ｌ．（ヒナゲシ、ＰＡＰＲＨ）、Ｐｏｌｙｇｏｎｕｍ　ｃｏｎｖｏｌｖｕｌｕｓ　
Ｌ．（ソバカズラ、ＰＯＬＣＯ）、Ｓａｌｓｏｌａ　ｔｒａｇｕｓ　Ｌ．（ロシアアザミ
、ＳＡＳＫＲ）、Ｓｏｌａｎｕｍ　ｎｉｇｒｕｍ　Ｌ．（イヌホオズキ、ＳＯＬＮＩ）、
Ｓｔｅｌｌａｒｉａ　ｍｅｄｉａ（Ｌ．）Ｖｉｌｌ．（コハコベ、ＳＴＥＭＥ）、Ｖｅｒ
ｏｎｉｃａ　ｐｅｒｓｉｃａ　Ｐｏｉｒ．（オオイヌノフグリ、ＶＥＲＰＥ）、Ｖｉｏｌ
ａ　ａｒｖｅｎｓｉｓ　Ｍｕｒｒ．（マキバスミレ、ＶＩＯＡＲ）、またはＶｉｏｌａ　
ｔｒｉｃｏｌｏｒ　Ｌ．（サンシキスミレ、ＶＩＯＴＲ）である。
【００６５】
　一部の実施形態では、本明細書で提供される組成物および方法を利用して、イネ中の望
ましくない草木が制御される。ある特定の実施形態では、望ましくない草木は、Ｂｒａｃ
ｈｉａｒｉａ　ｐｌａｔｙｐｈｙｌｌａ（Ｇｒｏｓｅｂ．）Ｎａｓｈ（メリケンニクキビ
、ＢＲＡＰＰ）、Ｄｉｇｉｔａｒｉａ　ｓａｎｇｕｉｎａｌｉｓ（Ｌ．）Ｓｃｏｐ．（オ
オメヒシバ、ＤＩＧＳＡ）、Ｅｃｈｉｎｏｃｈｌｏａ　ｃｒｕｓ－ｇａｌｌｉ（Ｌ．）Ｐ
．Ｂｅａｕｖ．（イヌビエ、ＥＣＨＣＧ）、Ｅｃｈｉｎｏｃｈｌｏａ　ｃｏｌｏｎｕｍ（
Ｌ．）ＬＩＮＫ（ワセビエ、ＥＣＨＣＯ）、Ｅｃｈｉｎｏｃｈｌｏａ　ｏｒｙｚｏｉｄｅ
ｓ（Ａｒｄ．）Ｆｒｉｔｓｃｈ（ノゲタイヌビエ、ＥＣＨＯＲ）、Ｅｃｈｉｎｏｃｈｌｏ
ａ　ｏｒｙｚｉｃｏｌａ（Ｖａｓｉｎｇｅｒ）Ｖａｓｉｎｇｅｒ（タイヌビエ、ＥＣＨＰ
Ｈ）、Ｉｓｃｈａｅｍｕｍ　ｒｕｇｏｓｕｍ　Ｓａｌｉｓｂ．（サラモラグラス（ｓａｒ
ａｍｏｌｌａｇｒａｓｓ）、ＩＳＣＲＵ）、Ｌｅｐｔｏｃｈｌｏａ　ｃｈｉｎｅｎｓｉｓ
（Ｌ．）Ｎｅｅｓ（アゼガヤ、ＬＥＦＣＨ）、Ｌｅｐｔｏｃｈｌｏａ　ｆａｓｃｉｃｕｌ
ａｒｉｓ（Ｌａｍ．）Ｇｒａｙ（ベアーデッドスプラングルトップ（ｂｅａｒｄｅｄ　ｓ
ｐｒａｎｇｌｅｔｏｐ）、ＬＥＦＦＡ）、Ｌｅｐｔｏｃｈｌｏａ　ｐａｎｉｃｏｉｄｅｓ
（Ｐｒｅｓｌ．）Ｈｉｔｃｈｃ．（アマゾンスプラングルトップ（Ａｍａｚｏｎ　ｓｐｒ
ａｎｇｌｅｔｏｐ）、ＬＥＦＰＡ）、Ｐａｎｉｃｕｍ　ｄｉｃｈｏｔｏｍｉｆｌｏｒｕｍ
（Ｌ．）Ｍｉｃｈｘ．（オオクサキビ、ＰＡＮＤＩ）、Ｐａｎｉｃｕｍ　ｄｉｃｈｏｔｏ
ｍｉｆｌｏｒｕｍ　Ｐｏｉｒ．（シマスズメノヒエ、ＰＡＳＤＩ）、Ｃｙｐｅｒｕｓ　ｄ
ｉｆｆｏｒｍｉｓ　Ｌ．（タマガヤツリ、ＣＹＰＤＩ）、Ｃｙｐｅｒｕｓ　ｅｓｃｕｌｅ
ｎｔｕｓ　Ｌ．（キハマスゲ、ＣＹＰＥＳ）、Ｃｙｐｅｒｕｓ　ｉｒｉａ　Ｌ．（コゴメ
ガヤツリ、ＣＹＰＩＲ）、Ｃｙｐｅｒｕｓ　ｒｏｔｕｎｄｕｓ　Ｌ．（ハマスゲ、ＣＹＰ
ＲＯ）、Ｅｌｅｏｃｈａｒｉｓ種（ＥＬＯＳＳ）、Ｆｉｍｂｒｉｓｔｙｌｉｓ　ｍｉｌｉ
ａｃｅａ（Ｌ．）Ｖａｈｌ（ヒデリコ、ＦＩＭＭＩ）、Ｓｃｈｏｅｎｏｐｌｅｃｔｕｓ　
ｊｕｎｃｏｉｄｅｓ　Ｒｏｘｂ．（ホタルイ、ＳＣＰＪＵ）、Ｓｃｈｏｅｎｏｐｌｅｃｔ
ｕｓ　ｍａｒｉｔｉｍｕｓ　Ｌ．（コウキヤガラ、ＳＣＰＭＡ）、Ｓｃｈｏｅｎｏｐｌｅ
ｃｔｕｓ　ｍｕｃｒｏｎａｔｕｓ　Ｌ．（ヒメカンガレイ、ＳＣＰＭＵ）、Ａｅｓｃｈｙ
ｎｏｍｅｎｅ種（クサネム、ＡＥＳＳＳ）、Ａｌｔｅｒｎａｎｔｈｅｒａ　ｐｈｉｌｏｘ
ｅｒｏｉｄｅｓ（Ｍａｒｔ．）Ｇｒｉｓｅｂ．（ナガエツルノゲイトウ、ＡＬＲＰＨ）、
Ａｌｉｓｍａ　ｐｌａｎｔａｇｏ－ａｑｕａｔｉｃａ　Ｌ．（サジオモダカ、ＡＬＳＰＡ
）、Ａｍａｒａｎｔｈｕｓ種（アカザ及びアマランサス、ＡＭＡＳＳ）、Ａｍｍａｎｎｉ
ａ　ｃｏｃｃｉｎｅａ　Ｒｏｔｔｂ．（ホソバヒメミソハギ、ＡＭＭＣＯ）、Ｅｃｌｉｐ
ｔａ　ａｌｂａ（Ｌ．）Ｈａｓｓｋ．（アメリカタカサブロウ、ＥＣＬＡＬ）、Ｈｅｔｅ
ｒａｎｔｈｅｒａ　ｌｉｍｏｓａ（ＳＷ．）Ｗｉｌｌｄ．／Ｖａｈｌ（アメリカコナギ、
ＨＥＴＬＩ）、Ｈｅｔｅｒａｎｔｈｅｒａ　ｒｅｎｉｆｏｒｍｉｓ　Ｒ．＆Ｐ．（ヒメホ
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テイアオイ、ＨＥＴＲＥ）、Ｉｐｏｍｏｅａ　ｈｅｄｅｒａｃｅａ（Ｌ．）Ｊａｃｑ．（
アメリカアサガオ、ＩＰＯＨＥ）、Ｌｉｎｄｅｒｎｉａ　ｄｕｂｉａ（Ｌ．）Ｐｅｎｎｅ
ｌｌ（アゼナ、ＬＩＤＤＵ）、Ｍｏｎｏｃｈｏｒｉａ　ｋｏｒｓａｋｏｗｉｉ　Ｒｅｇｅ
ｌ　＆　Ｍａａｃｋ（モノコリア（ｍｏｎｏｃｈｏｒｉａ）、ＭＯＯＫＡ）、Ｍｏｎｏｃ
ｈｏｒｉａ　ｖａｇｉｎａｌｉｓ（Ｂｕｒｍ．Ｆ．）Ｃ．Ｐｒｅｓｌ　ｅｘ　Ｋｕｈｔｈ
（モノコリア、ＭＯＯＶＡ）、Ｍｕｒｄａｎｎｉａ　ｎｕｄｉｆｌｏｒａ（Ｌ．）Ｂｒｅ
ｎａｎ（ダブウィード（ｄｏｖｅｗｅｅｄ）、ＭＵＤＮＵ）、Ｐｏｌｙｇｏｎｕｍ　ｐｅ
ｎｓｙｌｖａｎｉｃｕｍ　Ｌ．（ペンシルバニアスマートウィード（Ｐｅｎｎｓｙｌｖａ
ｎｉａ　ｓｍａｒｔｗｅｅｄ）、ＰＯＬＰＹ）、Ｐｏｌｙｇｏｎｕｍ　ｐｅｒｓｉｃａｒ
ｉａ　Ｌ．（ハルタデ、ＰＯＬＰＥ）、Ｐｏｌｙｇｏｎｕｍ　ｈｙｄｒｏｐｉｐｅｒｏｉ
ｄｅｓ　Ｍｉｃｈｘ．（マイルドスマートウィード（ｍｉｌｄ　ｓｍａｒｔｗｅｅｄ）、
ＰＯＬＨＰ）、Ｒｏｔａｌａ　ｉｎｄｉｃａ（Ｗｉｌｌｄ．）Ｋｏｅｈｎｅ（キカシグサ
、ＲＯＴＩＮ）、Ｓａｇｉｔｔａｒｉａ種（オモダカ、ＳＡＧＳＳ）、Ｓｅｓｂａｎｉａ
　ｅｘａｌｔａｔａ（Ｒａｆ．）Ｃｏｒｙ／Ｒｙｄｂ．Ｅｘ　Ｈｉｌｌ（アメリカツノク
サエム、ＳＥＢＥＸ）、Ｓｏｌａｎｕｍ　ｎｉｇｒｕｍ　Ｌ．（イヌホオズキ、ＳＯＬＮ
Ｉ）、またはＳｐｈｅｎｏｃｌｅａ　ｚｅｙｌａｎｉｃａ　Ｇａｅｒｔｎ．（ナガボノウ
ルシ、ＳＰＤＺＥ）である。
【００６６】
　一部の実施形態では、本明細書で提供される方法を利用して、樹木および蔓草作物、多
年生作物、ＩＶＭおよび非耕作エリア内に存在する望ましくない草木を制御する。ある特
定の実施形態では、望ましくない草木は、Ａｌｏｐｅｃｕｒｕｓ　ｍｙｏｓｕｒｏｉｄｅ
ｓ　Ｈｕｄｓ．（ブラックグラス、ＡＬＯＭＹ）、Ａｍａｒａｎｔｈｕｓ　ｐａｌｍｅｒ
ｉ　Ｓ．Ｗａｔｓ．（オオホナガアオゲイトウ、ＡＭＡＰＡ）、Ａｖｅｎａ　ｆａｔｕａ
　Ｌ．（カラスムギ、ＡＶＥＦＡ）、Ｂｒａｃｈｉａｒｉａ　ｄｅｃｕｍｂｅｎｓ　Ｓｔ
ａｐｆ．または　Ｕｒｏｃｈｌｏａ　ｄｅｃｕｍｂｅｎｓ（Ｓｔａｐｆ）Ｒ．Ｄ．Ｗｅｂ
ｓｔｅｒ（スリナムグラス（Ｓｕｒｉｎａｍ　ｇｒａｓｓ）、ＢＲＡＤＣ）、Ｂｒａｃｈ
ｉａｒｉａ　ｂｒｉｚａｎｔｈａ（Ｈｏｃｈｓｔ．ｅｘ　Ａ．Ｒｉｃｈ．）Ｓｔａｐｆ．
またはＵｒｏｃｈｌｏａ　ｂｒｉｚａｎｔｈａ（Ｈｏｃｈｓｔ．ｅｘ　Ａ．Ｒｉｃｈ．）
Ｒ．Ｄ．（ヒエガエリ、ＢＲＡＢＲ）、Ｂｒａｃｈｉａｒｉａ　ｐｌａｔｙｐｈｙｌｌａ
（Ｇｒｏｓｅｂ．）ＮａｓｈまたはＵｒｏｃｈｌｏａ　ｐｌａｔｙｐｈｙｌｌａ（Ｎａｓ
ｈ）Ｒ．Ｄ．Ｗｅｂｓｔｅｒ（メリケンニクキビ、ＢＲＡＰＰ）、Ｂｒａｃｈｉａｒｉａ
　ｐｌａｎｔａｇｉｎｅａ（Ｌｉｎｋ）Ｈｉｔｃｈｃ．またはＵｒｏｃｈｌｏａ　ｐｌａ
ｎｔａｇｉｎｅａ（Ｌｉｎｋ）Ｒ．Ｄ．Ｗｅｂｓｔｅｒ（ビロードキビ、ＢＲＡＰＬ）、
Ｃｅｎｃｈｒｕｓ　ｅｃｈｉｎａｔｕｓ　Ｌ．（シンクリノイガ、ＣＥＮＥＣ）、Ｄｉｇ
ｉｔａｒｉａ　ｈｏｒｉｚｏｎｔａｌｉｓ　Ｗｉｌｌｄ．（ムレメヒシバ、ＤＩＧＨＯ）
、Ｄｉｇｉｔａｒｉａ　ｉｎｓｕｌａｒｉｓ（Ｌ．）Ｍｅｚ　ｅｘ　Ｅｋｍａｎ（ススキ
メヒシバ、ＴＲＣＩＮ）、Ｄｉｇｉｔａｒｉａ　ｓａｎｇｕｉｎａｌｉｓ（Ｌ．）Ｓｃｏ
ｐ．（オオメヒシバ、ＤＩＧＳＡ）、Ｅｃｈｉｎｏｃｈｌｏａ　ｃｒｕｓ－ｇａｌｌｉ（
Ｌ．）Ｐ．Ｂｅａｕｖ．（イヌビエ、ＥＣＨＣＧ）、Ｅｃｈｉｎｏｃｈｌｏａ　ｃｏｌｏ
ｎｕｍ（Ｌ．）Ｌｉｎｋ（ワセビエ、ＥＣＨＣＯ）、Ｅｌｅｕｓｉｎｅ　ｉｎｄｉｃａ（
Ｌ．）Ｇａｅｒｔｎ．（オヒシバ、ＥＬＥＩＮ）、Ｌｏｌｉｕｍ　ｍｕｌｔｉｆｌｏｒｕ
ｍ　Ｌａｍ．（イタリアンライグラス、ＬＯＬＭＵ）、Ｐａｎｉｃｕｍ　ｄｉｃｈｏｔｏ
ｍｉｆｌｏｒｕｍ　Ｍｉｃｈｘ．（オオクサキビ、ＰＡＮＤＩ）、Ｐａｎｉｃｕｍ　ｍｉ
ｌｉａｃｅｕｍ　Ｌ．（野生キビ、ＰＡＮＭＩ）、Ｓｅｓｂａｎｉａ　ｅｘａｌｔａｔａ
（Ｒａｆ．）Ｃｏｒｙ／Ｒｙｄｂ．Ｅｘ　Ｈｉｌｌ（アメリカツノクサエム、ＳＥＢＥＸ
）、Ｓｅｔａｒｉａ　ｆａｂｅｒｉ　Ｈｅｒｒｍ．（アキノエノコログサ、ＳＥＴＦＡ）
、Ｓｅｔａｒｉａ　ｖｉｒｉｄｉｓ（Ｌ．）Ｂｅａｕｖ．（エノコログサ、ＳＥＴＶＩ）
、Ｓｏｒｇｈｕｍ　ｈａｌｅｐｅｎｓｅ（Ｌ．）Ｐｅｒｓ．（セイバンモロコシ、ＳＯＲ
ＨＡ）、Ｓｏｒｇｈｕｍ　ｂｉｃｏｌｏｒ（Ｌ．）Ｍｏｅｎｃｈ　ｓｓｐ．Ａｒｕｎｄｉ
ｎａｃｅｕｍ（モロコシ、ＳＯＲＶＵ）、Ｃｙｐｅｒｕｓ　ｅｓｃｕｌｅｎｔｕｓ　Ｌ．
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（キハマスゲ、ＣＹＰＥＳ）、Ｃｙｐｅｒｕｓ　ｒｏｔｕｎｄｕｓ　Ｌ．（ハマスゲ、Ｃ
ＹＰＲＯ）、Ａｂｕｔｉｌｏｎ　ｔｈｅｏｐｈｒａｓｔｉ　Ｍｅｄｉｋ．（イチビ、ＡＢ
ＵＴＨ）、Ａｍａｒａｎｔｈｕｓ種（アカザ及びアマランサス、ＡＭＡＳＳ）、Ａｍｂｒ
ｏｓｉａ　ａｒｔｅｍｉｓｉｉｆｏｌｉａ　Ｌ．（ブタクサ、ＡＭＢＥＬ）、Ａｍｂｒｏ
ｓｉａ　ｐｓｉｌｏｓｔａｃｈｙａ　ＤＣ．（ブタクサモドキ、ＡＭＢＰＳ）、Ａｍｂｒ
ｏｓｉａ　ｔｒｉｆｉｄａ　Ｌ．（オオブタクサ、ＡＭＢＴＲ）、Ａｎｏｄａ　ｃｒｉｓ
ｔａｔａ（Ｌ．）Ｓｃｈｌｅｃｈｔ．（アノダ・クリスターター、ＡＮＶＣＲ）、Ａｓｃ
ｌｅｐｉａｓ　ｓｙｒｉａｃａ　Ｌ．（トウワタ、ＡＳＣＳＹ）、Ｂｉｄｅｎｓ　ｐｉｌ
ｏｓａ　Ｌ．（コシロノセンダングサ、ＢＩＤＰＩ）、Ｂｏｒｒｅｒｉａ種（ＢＯＩＳＳ
）、Ｂｏｒｒｅｒｉａ　ａｌａｔａ（Ａｕｂｌ．）ＤＣ．、Ｓｐｅｒｍａｃｏｃｅ　ａｌ
ａｔａ　Ａｕｂｌ．もしくはＳｐｅｒｍａｃｏｃｅ　ｌａｔｉｆｏｌｉａ（ヒロハフタバ
ムグラ、ＢＯＩＬＦ）、Ｃｈｅｎｏｐｏｄｉｕｍ　ａｌｂｕｍ　Ｌ．（シロザ、ＣＨＥＡ
Ｌ）、Ｃｉｒｓｉｕｍ　ａｒｖｅｎｓｅ（Ｌ．）Ｓｃｏｐ．（カナダアザミ、ＣＩＲＡＲ
）、Ｃｏｍｍｅｌｉｎａ　ｂｅｎｇｈａｌｅｎｓｉｓ　Ｌ．（マルバツユクサ、ＣＯＭＢ
Ｅ）、Ｄａｔｕｒａ　ｓｔｒａｍｏｎｉｕｍ　Ｌ．（シロバナヨウシュチョウセンアサガ
オ、ＤＡＴＳＴ）、Ｄａｕｃｕｓ　ｃａｒｏｔａ　Ｌ．（ノラニンジン、ＤＡＵＣＡ）、
Ｅｕｐｈｏｒｂｉａ　ｈｅｔｅｒｏｐｈｙｌｌａ　Ｌ．（ワイルド・ポインセチア、ＥＰ
ＨＨＬ）、Ｅｕｐｈｏｒｂｉａ　ｈｉｒｔａ　Ｌ．もしくはＣｈａｍａｅｓｙｃｅ　ｈｉ
ｒｔａ（Ｌ．）Ｍｉｌｌｓｐ．（シマニシキソウ、ＥＰＨＨＩ）、Ｅｕｐｈｏｒｂｉａ　
ｄｅｎｔａｔａ　Ｍｉｃｈｘ．（コバノショウジョウソウ、ＥＰＨＤＥ）、Ｅｒｉｇｅｒ
ｏｎ　ｂｏｎａｒｉｅｎｓｉｓ　Ｌ．もしくはＣｏｎｙｚａ　ｂｏｎａｒｉｅｎｓｉｓ（
Ｌ．）Ｃｒｏｎｑ．（アレチノギク、ＥＲＩＢＯ）、Ｅｒｉｇｅｒｏｎ　ｃａｎａｄｅｎ
ｓｉｓ　Ｌ．もしくはＣｏｎｙｚａ　ｃａｎａｄｅｎｓｉｓ（Ｌ．）Ｃｒｏｎｑ．（ヒメ
ムカシヨモギ、ＥＲＩＣＡ）、Ｃｏｎｙｚａ　ｓｕｍａｔｒｅｎｓｉｓ（Ｒｅｔｚ．）Ｅ
．Ｈ．Ｗａｌｋｅｒ（オオアレチノギク、ＥＲＩＦＬ）、Ｈｅｌｉａｎｔｈｕｓ　ａｎｎ
ｕｕｓ　Ｌ．（ヒマワリ、ＨＥＬＡＮ）、Ｊａｃｑｕｅｍｏｎｔｉａ　ｔａｍｎｉｆｏｌ
ｉａ（Ｌ．）Ｇｒｉｓｅｂ．（オキナアサガオ、ＩＡＱＴＡ）、Ｉｐｏｍｏｅａ　ｈｅｄ
ｅｒａｃｅａ（Ｌ．）Ｊａｃｑ．（アメリカアサガオ、ＩＰＯＨＥ）、Ｉｐｏｍｏｅａ　
ｌａｃｕｎｏｓａ　Ｌ．（マメアサガオ、ＩＰＯＬＡ）、Ｌａｃｔｕｃａ　ｓｅｒｒｉｏ
ｌａ　Ｌ．／Ｔｏｒｎ．（トゲチシャ、ＬＡＣＳＥ）、Ｐｏｒｔｕｌａｃａ　ｏｌｅｒａ
ｃｅａ　Ｌ．（スベリヒユ、ＰＯＲＯＬ）、Ｒｉｃｈａｒｄｉａ種（ハシカモドキ、ＲＣ
ＨＳＳ），Ｓａｌｓｏｌａ　ｔｒａｇｕｓ　Ｌ．（ロシアアザミ、ＳＡＳＫＲ）、Ｓｉｄ
ａ　種（シダ、ＳＩＤＳＳ）、Ｓｉｄａ　ｓｐｉｎｏｓａ　Ｌ．（アメリカキンゴジカ、
ＳＩＤＳＰ）、Ｓｉｎａｐｉｓ　ａｒｖｅｎｓｉｓ　Ｌ．（ノハラガラシ、ＳＩＮＡＲ）
、Ｓｏｌａｎｕｍ　ｐｔｙｃｈａｎｔｈｕｍ　Ｄｕｎａｌ（アメリカイヌホオズキ、ＳＯ
ＬＰＴ）、Ｔｒｉｄａｘ　ｐｒｏｃｕｍｂｅｎｓ　Ｌ．（コトブキギク、ＴＲＱＰＲ）、
またはＸａｎｔｈｉｕｍ　ｓｔｒｕｍａｒｉｕｍ　Ｌ．（オナモミ、ＸＡＮＳＴ）である
。
【００６７】
　一部の実施形態では、本明細書で提供される方法を利用して、放牧地及び牧草地中の望
ましくない草木を制御する。ある実施形態では、望ましくない草木は、Ａｍａｒａｎｔｈ
ｕｓ　ｐａｌｍｅｒｉ　Ｓ．Ｗａｔｓ．（オオホナガアオゲイトウ、ＡＭＡＰＡ）、Ａｍ
ｂｒｏｓｉａ　ａｒｔｅｍｉｓｉｉｆｏｌｉａ　Ｌ．（ブタクサ、ＡＭＢＥＬ）、Ａｍｂ
ｒｏｓｉａ　ｔｒｉｆｉｄａ　Ｌ．（オオブタクサ、ＡＭＢＴＲ）、Ｃａｓｓｉａ　ｏｂ
ｔｕｓｉｆｏｌｉａ（エビスグサ、ＣＡＳＯＢ）、Ｃｅｎｔａｕｒｅａ　ｍａｃｕｌｏｓ
ａ　ａｕｃｔ．ｎｏｎ　Ｌａｍ．（スポッテッドナップウィード（ｓｐｏｔｔｅｄ　ｋｎ
ａｐｗｅｅｄ）、ＣＥＮＭＡ）、Ｃｉｒｓｉｕｍ　ａｒｖｅｎｓｅ（Ｌ．）Ｓｃｏｐ．（
カナダアザミ、ＣＩＲＡＲ）、Ｃｏｎｖｏｌｖｕｌｕｓ　ａｒｖｅｎｓｉｓ　Ｌ．（セイ
ヨウヒルガオ、ＣＯＮＡＲ）、Ｅｃｈｉｎｏｃｈｌｏａ　ｃｒｕｓ－ｇａｌｌｉ（Ｌ．）
Ｐ．Ｂｅａｕｖ．（イヌビエ、ＥＣＨＣＧ）、Ｅｒｉｇｅｒｏｎ　ｃａｎａｄｅｎｓｉｓ
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　Ｌ．もしくはＣｏｎｙｚａ　ｃａｎａｄｅｎｓｉｓ（Ｌ．）Ｃｒｏｎｑ．（ヒメムカシ
ヨモギ、ＥＲＩＣＡ）、Ｅｕｐｈｏｒｂｉａ　ｅｓｕｌａ　Ｌ．（セイヨウハギクソウ、
ＥＰＨＥＳ）、Ｌａｃｔｕｃａ　ｓｅｒｒｉｏｌａ　Ｌ．／Ｔｏｒｎ．（トゲチシャ、Ｌ
ＡＣＳＥ）、Ｐｌａｎｔａｇｏ　ｌａｎｃｅｏｌａｔａ　Ｌ．（ヘラオオバコ、ＰＬＡＬ
Ａ）、Ｒｕｍｅｘ　ｏｂｔｕｓｉｆｏｌｉｕｓ　Ｌ．（エゾノギシギシ、ＲＵＭＯＢ）、
Ｓａｌｓｏｌａ　ｔｒａｇｕｓ　Ｌ．（ロシアアザミ、ＳＡＳＫＲ）、Ｓｅｓｂａｎｉａ
　ｅｘａｌｔａｔａ（Ｒａｆ．）Ｃｏｒｙ／Ｒｙｄｂ．Ｅｘ　Ｈｉｌｌ（アメリカツノク
サエム、ＳＥＢＥＸ）、Ｓｉｄａ　ｓｐｉｎｏｓａ　Ｌ．（アメリカキンゴジカ、ＳＩＤ
ＳＰ）、Ｓｉｎａｐｉｓ　ａｒｖｅｎｓｉｓ　Ｌ．（ノハラガラシ、ＳＩＮＡＲ）、Ｓｏ
ｎｃｈｕｓ　ａｒｖｅｎｓｉｓ　Ｌ．（タイワンハチジョウナ、ＳＯＮＡＲ）、Ｓｏｌａ
ｎｕｍ　ｎｉｇｒｕｍ　Ｌ．（イヌホオズキ、ＳＯＬＮＩ）、Ｓｏｌａｎｕｍ種（ナス科
植物、ＳＯＬＳＳ）、Ｓｏｌｉｄａｇｏ種（アオノキリンソウ、ＳＯＯＳＳ）、Ｔａｒａ
ｘａｃｕｍ　ｏｆｆｉｃｉｎａｌｅ　Ｇ．Ｈ．Ｗｅｂｅｒ　ｅｘ　Ｗｉｇｇｅｒｓ（セイ
ヨウタンポポ、ＴＡＲＯＦ）、Ｔｒｉｆｏｌｉｕｍ　ｒｅｐｅｎｓ　Ｌ．（シロツメクサ
、ＴＲＦＲＥ）、またはＵｒｔｉｃａ　ｄｉｏｉｃａ　Ｌ．（セイヨウイラクサ、ＵＲＴ
ＤＩ）である。
【００６８】
　一部の実施形態では、本明細書で提供される組成物および方法を利用して、一年生作物
および野菜作物中に存在する望ましくない草木を制御する。ある特定の実施形態では、望
ましくない草木は、Ａｌｏｐｅｃｕｒｕｓ　ｍｙｏｓｕｒｏｉｄｅｓ　Ｈｕｄｓ．（ブラ
ックグラス（ｂｌａｃｋｇｒａｓｓ）、ＡＬＯＭＹ）、Ａｖｅｎａ　ｆａｔｕａ　Ｌ．（
カラスムギ、ＡＶＥＦＡ）、Ｂｒａｃｈｉａｒｉａ　ｐｌａｔｙｐｈｙｌｌａ（Ｇｒｏｓ
ｅｂ．）Ｎａｓｈ（メリケンニクキビ、ＢＲＡＰＰ）、Ｄｉｇｉｔａｒｉａ　ｓａｎｇｕ
ｉｎａｌｉｓ（Ｌ．）Ｓｃｏｐ．（オオメヒシバ、ＤＩＧＳＡ）、Ｅｃｈｉｎｏｃｈｌｏ
ａ　ｃｒｕｓ－ｇａｌｌｉ（Ｌ．）Ｐ．Ｂｅａｕｖ．（イヌビエ、ＥＣＨＣＧ）、Ｅｃｈ
ｉｎｏｃｈｌｏａ　ｃｏｌｏｎｕｍ（Ｌ．）Ｌｉｎｋ（ワセビエ、ＥＣＨＣＯ）、Ｌｏｌ
ｉｕｍ　ｍｕｌｔｉｆｌｏｒｕｍ　Ｌａｍ．（イタリアンライグラス、ＬＯＬＭＵ）、Ｐ
ａｎｉｃｕｍ　ｄｉｃｈｏｔｏｍｉｆｌｏｒｕｍ　Ｍｉｃｈｘ．（オオクサキビ、ＰＡＮ
ＤＩ）、Ｐａｎｉｃｕｍ　ｍｉｌｉａｃｅｕｍ　Ｌ．（野生キビ、ＰＡＮＭＩ）、Ｓｅｔ
ａｒｉａ　ｆａｂｅｒｉ　Ｈｅｒｒｍ．（アキノエノコログサ、ＳＥＴＦＡ）、Ｓｅｔａ
ｒｉａ　ｖｉｒｉｄｉｓ（Ｌ．）Ｂｅａｕｖ．（エノコログサ、ＳＥＴＶＩ）、Ｓｏｒｇ
ｈｕｍ　ｈａｌｅｐｅｎｓｅ（Ｌ．）Ｐｅｒｓ．（セイバンモロコシ、ＳＯＲＨＡ）、Ｓ
ｏｒｇｈｕｍ　ｂｉｃｏｌｏｒ（Ｌ．）Ｍｏｅｎｃｈ　ｓｓｐ．Ａｒｕｎｄｉｎａｃｅｕ
ｍ（モロコシ、ＳＯＲＶＵ）、Ｃｙｐｅｒｕｓ　ｅｓｃｕｌｅｎｔｕｓ　Ｌ．（キハマス
ゲ、ＣＹＰＥＳ）、Ｃｙｐｅｒｕｓ　ｒｏｔｕｎｄｕｓ　Ｌ．（ハマスゲ、ＣＹＰＲＯ）
、Ａｂｕｔｉｌｏｎ　ｔｈｅｏｐｈｒａｓｔｉ　Ｍｅｄｉｋ．（イチビ、ＡＢＵＴＨ）、
Ａｍａｒａｎｔｈｕｓ種（アカザ及びアマランサス、ＡＭＡＳＳ）、Ａｍｂｒｏｓｉａ　
ａｒｔｅｍｉｓｉｉｆｏｌｉａ　Ｌ．（ブタクサ、ＡＭＢＥＬ）、Ａｍｂｒｏｓｉａ　ｐ
ｓｉｌｏｓｔａｃｈｙａ　ＤＣ．（ブタクサモドキ、ＡＭＢＰＳ）、Ａｍｂｒｏｓｉａ　
ｔｒｉｆｉｄａ　Ｌ．（オオブタクサ、ＡＭＢＴＲ）、Ａｓｃｌｅｐｉａｓ　ｓｙｒｉａ
ｃａ　Ｌ．（トウワタ、ＡＳＣＳＹ）、Ｃｈｅｎｏｐｏｄｉｕｍ　ａｌｂｕｍ　Ｌ．（シ
ロザ、ＣＨＥＡＬ）、Ｃｉｒｓｉｕｍ　ａｒｖｅｎｓｅ（Ｌ．）Ｓｃｏｐ．（カナダアザ
ミ、ＣＩＲＡＲ）、Ｃｏｍｍｅｌｉｎａ　ｂｅｎｇｈａｌｅｎｓｉｓ　Ｌ．（マルバツユ
クサ、ＣＯＭＢＥ）、Ｄａｔｕｒａ　ｓｔｒａｍｏｎｉｕｍ　Ｌ．（シロバナヨウシュチ
ョウセンアサガオ、ＤＡＴＳＴ）、Ｄａｕｃｕｓ　ｃａｒｏｔａ　Ｌ．（ノラニンジン、
ＤＡＵＣＡ）、Ｅｕｐｈｏｒｂｉａ　ｈｅｔｅｒｏｐｈｙｌｌａ　Ｌ．（ワイルド・ポイ
ンセチア、ＥＰＨＨＬ）、Ｅｒｉｇｅｒｏｎ　ｂｏｎａｒｉｅｎｓｉｓ　Ｌ．もしくはＣ
ｏｎｙｚａ　ｂｏｎａｒｉｅｎｓｉｓ（Ｌ．）Ｃｒｏｎｑ．（アレチノギク、ＥＲＩＢＯ
）、Ｅｒｉｇｅｒｏｎ　ｃａｎａｄｅｎｓｉｓ　Ｌ．もしくはＣｏｎｙｚａ　ｃａｎａｄ
ｅｎｓｉｓ（Ｌ．）Ｃｒｏｎｑ．（ヒメムカシヨモギ、ＥＲＩＣＡ）、Ｈｅｌｉａｎｔｈ
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ｕｓ　ａｎｎｕｕｓ　Ｌ．（ヒマワリ、ＨＥＬＡＮ），Ｊａｃｑｕｅｍｏｎｔｉａ　ｔａ
ｍｎｉｆｏｌｉａ（Ｌ．）Ｇｒｉｓｅｂ．（オキナアサガオ、ＩＡＱＴＡ）、Ｉｐｏｍｏ
ｅａ　ｈｅｄｅｒａｃｅａ（Ｌ．）Ｊａｃｑ．（アメリカアサガオ、ＩＰＯＨＥ）、Ｉｐ
ｏｍｏｅａ　ｌａｃｕｎｏｓａ　Ｌ．（マメアサガオ、ＩＰＯＬＡ）、Ｌａｃｔｕｃａ　
ｓｅｒｒｉｏｌａ　Ｌ．／Ｔｏｒｎ．（トゲチシャ、ＬＡＣＳＥ）、Ｐｏｒｔｕｌａｃａ
　ｏｌｅｒａｃｅａ　Ｌ．（スベリヒユ、ＰＯＲＯＬ）、Ｓｉｄａ　ｓｐｉｎｏｓａ　Ｌ
．（アメリカキンゴジカ、ＳＩＤＳＰ）、Ｓｉｎａｐｉｓ　ａｒｖｅｎｓｉｓ　Ｌ．（ノ
ハラガラシ、ＳＩＮＡＲ）、Ｓｏｌａｎｕｍ　ｐｔｙｃｈａｎｔｈｕｍ　Ｄｕｎａｌ（ア
メリカイヌホオズキ、ＳＯＬＰＴ）、またはＸａｎｔｈｉｕｍ　ｓｔｒｕｍａｒｉｕｍ　
Ｌ．（オナモミ、ＸＡＮＳＴ）である。
【００６９】
　一部の実施形態では、本明細書で提供される組成物および方法を利用して、イネ科の雑
草、広葉の雑草、及びカヤツリグサ科の雑草からなる望ましくない草木を制御する。
【００７０】
　一部の実施形態では、組成物及び方法を使用して、Ａｇｒｏｐｙｒｏｎ　ｒｅｐｅｎｓ
　Ｌ．（シバムギ、ＡＧＲＲＥ）、Ａｌｏｐｅｃｕｒｕｓ　ｍｙｏｓｕｒｏｉｄｅｓ　Ｈ
ｕｄｓ．（ブラックグラス（ｂｌａｃｋｇｒａｓｓ）、ＡＬＯＭＹ）、Ａｐｅｒａ　ｓｐ
ｉｃａ－ｖｅｎｔｉ（Ｌ．）Ｂｅａｕｖ．（セイヨウヌカボ、ＡＰＥＳＶ），Ａｖｅｎａ
　ｓｐ．（オート麦、ＡＶＥＳＳ）、Ａｖｅｎａ　ｍａｃｒｏｃａｒｐａ　Ｍｏｅｎｃｈ
（カラスムギ、ＡＶＥＳＴ）、Ａｎｉｓａｎｔｈａ　ｓｔｅｒｉｌｉｓもしくはＢｒｏｍ
ｕｓ　ｓｔｅｒｉｌｉｓ（アレチノチャヒキ、ＢＲＯＳＴ）、Ｃｅｎｔａｕｒｅａ　ｃｙ
ａｎｕｓ（ヤグルマギク、ＣＥＮＣＹ）、Ｃｈｅｎｏｐｏｄｉｕｍ　ａｌｂｕｍ　Ｌ．（
シロザ、ＣＨＥＡＬ）、Ｃｏｎｓｏｌｉｄａ　ｒｅｇａｌｉｓ　Ｓ．Ｆ．Ｇｒａｙ（チド
リソウ、ＣＮＳＲＥ）、Ｅｃｈｉｎｏｃｈｌｏａ　ｃｒｕｓ－ｇａｌｌｉ（Ｌ．）Ｐ．Ｂ
ｅａｕｖ．（イヌビエ、ＥＣＨＣＧ）、Ｆｕｍａｒｉａ　ｏｆｆｉｃｉｎａｌｉｓ（カラ
クサケマン、ＦＵＭＯＦ）、Ｇａｌｉｕｍ　ａｐａｒｉｎｅ　Ｌ．（ヤエムグラ、ＧＡＬ
ＡＰ）、Ｌａｍｉｕｍ　ｐｕｒｐｕｒｅｕｍ　Ｌ．（ヒメオドリコソウ、ＬＡＭＰＵ）、
Ｌｏｌｉｕｍ　ｍｕｌｔｉｆｌｏｒｕｍ　Ｌａｍ．（イタリアンライグラス、ＬＯＬＭＵ
）、Ｌｏｌｉｕｍ　ｒｉｇｉｄｕｍ（ボウムギ、ＬＯＬＲＩ）、Ｌｏｌｉｕｍ　Ｌ．ｓｐ
．（ライグラス、ＬＯＬＳＳ）、Ｍａｔｒｉｃａｒｉａ　ｒｅｃｕｔｉｔａ　Ｌ．（ワイ
ルドカモミール、ＭＡＴＣＨ）、Ｍａｔｒｉｃａｒｉａ　ｉｎｏｄｏｒａ（イヌカミツレ
、ＭＡＴＩＮ）、Ｐａｐａｖｅｒ　ｒｈｏｅａｓ　Ｌ．（ヒナゲシ、ＰＡＰＲＨ）、Ｒｕ
ｍｅｘ　ｓｐ．（タデ科、ＲＵＭＳＳ）、Ｓｏｌａｎｕｍ　ｎｉｇｒｕｍ　Ｌ．（イヌホ
オズキ、ＳＯＬＮＩ）、およびＳｔｅｌｌａｒｉａ　ｍｅｄｉａ（Ｌ．）Ｖｉｌｌ．（コ
ハコベ、ＳＴＥＭＥ）、Ｖｅｒｏｎｉｃａ　ｈｅｄｅｒｉｆｏｌｉａ（フラサバソウ、Ｖ
ＥＲＨＥ），Ｖｅｒｏｎｉｃａ　ｐｅｒｓｉｃａ　Ｐｏｉｒ．（オオイヌノフグリ、ＶＥ
ＲＰＥ）、およびＶｉｏｌａ　ａｒｖｅｎｓｉｓ　Ｍｕｒｒ．（マキバスミレ、ＶＩＯＡ
Ｒ）を制御する。
【００７１】
　一部の実施形態では、本明細書で提供される方法を使用して、除草剤に抵抗性または耐
性の雑草を制御してもよい。式（Ｉ）の化合物またはその農学的に受容可能なエステルも
しくは塩、フロラスラムまたはその農学的に受容可能な塩、およびピロックススラムまた
はその農学的に受容可能な塩の組み合わせを使用する方法、および本明細書に記載される
組成物を使用して、除草剤に抵抗性または耐性の雑草を制御してもよい。例示的な抵抗性
または耐性の雑草としては、限定されないが、アセト乳酸合成酵素（ＡＬＳ）またはアセ
トヒドロキシ酸合成酵素（ＡＨＡＳ）の阻害剤（たとえば、イミダゾリノン、スルホニル
ウレア、ピリミジニルチオ安息香酸塩、ジメトキシ－ピリミジン、トリアゾロピリミジン
スルホンアミド、スルホニルアミノカルボニルトリアゾリノンなど）、光化学ＩＩ系阻害
剤（たとえばフェニルカルバミン酸塩、ピリダジノン、トリアジン、トリアジノン、ウラ
シル、アミド、ウレア、ベンゾチアジアジノン、ニトリル、フェニルピリダジンなど）、
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アセチルＣｏＡカルボキシラーゼ（ＡＣＣａｓｅ）阻害剤（たとえばアリールオキシフェ
ノキシ－プロピオン酸塩、シクロヘキサンジオン、フェニルピラゾリン）、合成オーキシ
ン（たとえば安息香酸、フェノキシカルボン酸、ピリジンカルボン酸、キノリンカルボン
酸）、オーキシン輸送阻害剤（たとえばフタルアマート、セミカルバゾンなど）、光化学
Ｉ系阻害剤（たとえばビピリジリウム）、５－エノールピルビルシキミ酸塩－３－リン酸
塩（ＥＰＳＰ）合成酵素阻害剤（たとえばグリホサートなど）、グルタミンシンテターゼ
阻害剤（たとえばグルホシネート、ビアラホスなど）、微小管重合阻害剤（たとえばベン
ズアミド、安息香酸、ジニトロアニリン、ホスホロアミド酸塩、ピリジンなど）、有糸分
裂阻害剤（たとえばカルバミン酸塩など）、超長鎖脂肪酸（ＶＬＣＦＡ）阻害剤（たとえ
ばアセトアミド、クロロアセトアミド、オキシアセトアミド、テトラゾリノンなど）、脂
肪酸および脂質合成阻害剤（たとえばホスホロジチオエート、チオカルバミン酸塩、ベン
ゾフラン、クロロ炭酸など）、プロトポルフィリノーゲンオキシダーゼ（ＰＰＯ）阻害剤
（たとえば、ジフェニルエーテル、Ｎ－フェニルフタルイミド、オキサジアゾール、オキ
サゾリジンジオン、フェニルピラゾール、ピリミジンジオン、チアジアゾール、トリアゾ
リノンなど）、カロテノイド生合成阻害剤（たとえばクロマゾン、アミトロール、アクロ
ニフェン）、フィトエン不飽和化酵素（ＰＤＳ）阻害剤（たとえば、アミド、アニリデク
ス、フラノン、フェノキシブタン－アミド、ピリジアジノン、ピリジンなど）、４－ヒド
ロキシフェニル－ピルビン酸－ジオキシゲナーゼ（ＨＰＰＤ）阻害剤（たとえばカリステ
モン（ｃａｌｌｉｓｔｅｍｏｎｅｓ）、イソキサゾール、ピラゾール、トリケトンなど）
、セルロース生合成阻害剤（たとえばニトリル、ベンズアミド、キンクロラック、トリア
ゾロカルボキサミドなど）、たとえばキンクロラックなどの複数の作用様式を有する除草
剤、ならびにたとえばアリールアミノプロピオン酸、ジフェンゾクアット、エンドサル、
および有機ヒ素などの未分類除草剤に対し抵抗性または耐性の生物型を含む。例示的な抵
抗性または耐容性の雑草としては、限定されないが、単一もしくは複数の除草剤に抵抗性
または耐性の生物型、単一もしくは複数の化学的分類に対し抵抗性または耐性の生物型、
単一もしくは複数の除草作用様式に対し抵抗性または耐性の生物型、および単一もしくは
複数の抵抗性機序または耐性機序を有する生物型（たとえば、標的部位抵抗性または代謝
抵抗性）を含む。
【００７２】
　本明細書に記載される組成物および方法を使用して、グリホサート耐性、２，４－Ｄ耐
性、およびグルホシネート耐性の穀草類、トウモロコシまたはソルガム中の望ましくない
草木が制御され、それらは、作物（たとえば限定されないが、トウモロコシ、キャノーラ
／菜種、イネ、穀草類、ソルガム、ヒマワリ、テンサイ、サトウキビ、および芝草）中で
、ジカンバ耐性（たとえばＤＭＯ）、ピリジルオキシオーキシン耐性（たとえばａａｄ－
１２、ａａｄ－１３）、オーキシン耐性、オーキシン輸送阻害剤耐性、アセチルＣｏＡカ
ルボキシラーゼ（ＡＣＣａｓｅ）阻害剤－除草剤耐性［たとえばアリールオキシフェノキ
シプロピオン酸塩、シクロヘキサンジオン、およびフェニルピラゾリンの化学物質（たと
えば様々なＡＣＣａｓｅ遺伝子およびａａｄ－１遺伝子）］、アセト乳酸合成酵素（ＡＬ
Ｓ）－阻害除草剤耐性（たとえばイミダゾリノン、スルホニルウレア、トリアゾロピリミ
ジンスルホンアミド、ピリミジニルチオ安息香酸、および他の化学物質＝ＡＨＡＳ、Ｃｓ
ｒ１、ＳｕｒＡ）、４－ヒドロキシフェニル－ピルビン酸ジオキシゲナーゼ（ＨＰＰＤ）
阻害剤耐性、フィトエン不飽和化酵素（ＰＤＳ）阻害剤耐性（たとえば、ｐｄｓ、ＣＹＰ
１Ａ１、ＣＹＰ２Ｂ６、ＣＹＰ２Ｃ１９）、カロテノイド生合成阻害剤耐性、プロトポル
フィリノーゲンオキシダーゼ（ＰＰＯ）阻害剤耐性、セルロース生合成阻害剤耐性（たと
えば、ｉｘｒ２－１、ＣＹＰ１Ａ１）、有糸分裂阻害剤耐性、微小管阻害剤耐性、超長鎖
脂肪酸（ＶＬＣＦＡ）阻害剤耐性（たとえばＣＹＰ１Ａ１、ＣＹＰ２Ｂ６、ＣＹＰ２Ｃ１
９）、脂肪酸および脂質生合成阻害剤耐性（たとえば、ＣＹＰ１Ａ１）、光化学Ｉ系阻害
剤耐性（たとえば、ＳＯＤ）、光化学ＩＩ系阻害剤（トリアジン、ニトリル、およびフェ
ニルウレア化学物質）耐性（たとえばｐｓｂＡ、ＣＹＰ１Ａ１、ＣＹＰ２Ｂ６、ＣＹＰ２
Ｃ１９、およびＢｘｎ）をもたらす形質と、たとえばグリホサート、５－エノールピルビ
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ルシキミ酸－３－リン酸塩（ＥＰＳＰ）合成酵素阻害剤、グルタミン合成酵素阻害剤、ジ
カンバ、フェノキシオーキシン、ピリジルオキシオーキシン、合成オーキシン、オーキシ
ン輸送阻害剤、アリールオキシフェノキシプロピオン酸塩、シクロヘキサンジオン、フェ
ニルピラゾリン、ＡＣＣａｓｅ阻害剤、イミダゾリノン、スルホニルウレア、ピリミジニ
ルチオ安息香酸塩、ジメトキシ‐ピリミジン、トリアゾロピリミジン、スルホンアミド、
スルホニルアミノカルボニルトリアゾリノン、ＡＬＳまたはアセトヒドロキシ酸合成酵素
（ＡＨＡＳ）阻害剤、ＨＰＰＤ阻害剤、ＰＤＳ阻害剤、カロテノイド生合成阻害剤、ＰＰ
Ｏ阻害剤、セルロース生合成阻害剤、有糸分裂阻害剤、微小管阻害剤、超長鎖脂肪酸阻害
剤、脂肪酸および脂質の生合成阻害剤、光化学Ｉ系阻害剤、光化学ＩＩ系阻害剤、トリア
ジン、およびブロモキシニルと併せて組み合わされていてもよい。当該組成物及び方法は
、単一または複数の化学物質、および／もしくは複数の作用様式の阻害剤に対する耐性を
付与する単一形質、および複数形質またはスタックド形質（ｓｔａｃｋｅｄ　ｔｒａｉｔ
ｓ）を保有する、穀草類、大豆、トウモロコシまたは綿花中の望ましくない草木の制御に
使用することができる。
【００７３】
　記載される実施形態および以下の実施例は、解説を目的としており、特許請求の範囲を
制限することは意図されていない。本明細書に記載される組成物に関する他の改変、用途
または組み合わせは、請求される主題の主旨と範囲から逸脱することなく、当分野の当業
者には自明である。
【実施例】
【００７４】
実施例１．　野外条件下での混合物の除草活性の評価
手法
１１個の小区画野外試験を、２０１０年～２０１６年の間にベルギー、フランス、ドイツ
、ハンガリー、モロッコ、ポーランド、スペイン、チュニジア、トルコおよび米国の様々
な生物地理区にわたって確立させ、１）フロラスラム（２５０ＷＧ、および１リットル当
たり５０グラムの活性成分（ｇ　ａｉ／Ｌ）と、２）ハラウキシフェン‐メチル（２００
ＷＧ、１００ＷＧ、１リットル当たり９５．９グラム酸当量（ｇ　ａｅ／Ｌ）ＳＣ、およ
び７．５ｇ　ａｅ／Ｌ　ＥＣ）と、３）ピロックススラム（５００ＷＧおよび７５ＷＧ）
の活性を、三系の組み合わせで適用して評価する。フロラスラム＋ハラウキシフェン－メ
チル（２００ＷＧおよび８．７５　ｇｒ　ａｅ／Ｌ　ＯＤ）と、ピロックススラム（「Ｐ
ＥＲＵＮ」として７５ＷＧ、および「ＰＡＬＬＵＳ」として４５ＯＤ）の組み合わせとし
て、二系の組み合わせを適用した。ＯＤ製剤を使用した試験を除いて、すべての評価され
る各単一処置およびタンク混合物処置において、アクチロブＢ（Ａｃｔｉｒｏｂ　Ｂ）を
、１ヘクタール当たり０．５または１．０リットル（Ｌ／ｈａ）で適用し、またはポリグ
リコール２６－２（Ｐｏｌｙｇｌｙｃｏｌ　２６－２）を、０．５～１．０　Ｌ／ｈａで
適用した。
【００７５】
　無作為化完全ブロック（ＲＣＢＤ：ｒａｎｄｏｍｉｚｅｄ　ｃｏｍｐｌｅｔｅ　ｂｌｏ
ｃｋｓ）として試験を確立させ、３～４回の反復を行った。個々の処置は、２～３メータ
ー（ｍ）の幅と、６～２０ｍの長さであった。各試験には未処置対照を含めた。すべての
試験場所には、自然発生した雑草群があった。国によって、および種まきの通常の時期で
ある９月～１１月に応じて、多くの場合で試験小麦（Ｔｒｉｔｉｃｕｍ　ａｅｓｔｉｖｕ
ｍ）が植えられ、除草剤処置は、１月～４月の通常の春のタイミングの間に適用された。
【００７６】
　除草剤は、推進ガスとして圧縮空気、窒素（Ｎ２）または二酸化炭素（ＣＯ２）を使用
し、バックパック型の噴霧器または自転車型の噴霧器を用いて適用された。すべての噴霧
器は均一な噴霧パターンで散布し、１５０－３００Ｌ／ｈａの水量を使用して、枝葉にし
っかりと噴霧した。すべての除草剤は、春～初夏に発芽後に適用された。除草剤が適用さ
れた時点で、冬小麦作物は、６葉～三分げつ段階であった。広葉の雑草およびイネ科の雑
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草は、除草剤を適用した時点で同じような成長段階にあり、典型的には、雑草の種類およ
び時節に応じて４葉～３分げつの成長段階であった。
【００７７】
評価
処理された区画、および対照区画を、適用後に様々な間隔で、盲検的に評定した。評定は
、目視ベースのパーセンテージ（％）に基づいており、０は、雑草対照または作物の薬害
により例示されるように、目視で効果無しに相当し、そして１００は標的の雑草が完全に
除草され、または完全な作物薬害に相当する。標的雑草の制御は、制御パーセンテージと
して視覚的に評価され、未処置対照区画と比較された。評価は、害虫植物のバイオマスに
おける視覚的な減少の割合に基づいており、および／または雑草群の減少を示している。
概して、各処置に対し３～４回の反復試験を評価した。各実験（試験）の結果は、全体的
な平均制御として表されている。すべての処置の有効性は、季節初めの評定に対しては、
適用後１４～５６日（ＤＡＡ）で、広葉雑草の季節遅れの評定に対しては６１～９２ＤＡ
Ａで、およびイネ科雑草の季節遅れの評定に対しては１４～７８ＤＡＡで評価した。デー
タは、様々な統計的手法を使用して統計的に分析され、概して、有意水準１０％のテュー
キーのＨＳＤ分散分析を含めた。
【００７８】
　すべての試験に対してデータが集められ、様々な統計的手法を使用して分析された。
【００７９】
　以下の表において、以下の略語が使用されている。
【００８０】
　
ハラウキシフェン‐メチル＝４－アミノ－３－クロロ－６－（４－クロロ－２－フルオロ
－３－メトキシフェニル）ピリジン－２－カルボン酸のメチルエステル、または４－アミ
ノ－３－クロロ－６－（４－クロロ－２－フルオロ－３－メトキシフェニル）ピリジン－
２－カルボン酸メチル
フロラスラム＝Ｎ－（２，６－ジフルオロフェニル）－８－フルオロ－５－メトキシ［１
，２，４］トリアゾロ［１，５－ｃ］ピリミジン－２－スルホンアミド
ピロックススラム＝Ｎ－（５，７－ジメトキシ［１，２，４］トリアゾロ［１，５－ａ］
ピリミジン－２－イル）－２－メトキシ－４－（トリフルオロメチル）－ピリジン－３－
スルホンアミド
 
AGRRE = Agropyron repens L. (シバムギ)
ALOMY = Alopecurus myosuroidesHuds. (ブラックグラス)
APESV = Apera spica-venti (L.) Beauv. (セイヨウヌカボ)
AVESS = Avena sp. （オート麦)
AVEST = Avena macrocarpa Moench (カラスムギ）
BROST = Anisantha sterilisまたはBromus sterilis (アレチノチャヒキ）
CENCY = Centaurea cyanus (ヤグルマギク）
CHEAL = Chenopodium album L. (シロザ）
CNSRE = Consolida regalis S.F. Gray (チドリソウ）
ECHCG = Echinochloa crus-galli (L.) P. Beauv. (イヌビエ）
FUMOF = Fumaria officinalis (カラクサケマン）
GALAP = Galium aparine L. (ヤエムグラ）
LAMPU = Lamium purpureum L. (ヒメオドリコソウ）
LOLMU = Lolium multiflorum Lam. （イタリアンライグラス）
LOLRI = Lolium rigidum (ボウムギ）
LOLSS = LoliumL. sp. （ライグラス）
MATCH = Matricariarecutita L. (ワイルドカモミール）
MATIN = Matricariainodora (イヌカミツレ）
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PAPRH = Papaver rhoeas L. (ヒナゲシ）
RUMSS = Rumexsp. (タデ科）
SOLNI = Solanum nigrum L. (イヌホオズキ）
STEME = Stellaria media (L.) Vill. (コハコベ）
VERHE = Veronica hederifolia (フラサバソウ）
VERPE = Veronica persica Poir. (オオイヌノフグリ）
VIOAR = Viola arvensis Murr. （マキバスミレ）
 
ｇ　ａｅ／ｈａ＝１ヘクタール当たりのグラム酸当量
ｇ　ａｉ／ｈａ＝１ヘクタール当たりのグラム活性成分
ＤＡＡ＝適用後の日数
　結果を、表１～４に要約する。
【００８１】
　表１　適用後１４～５６日（ＤＡＡ）での複数の野外試験における、ハラウキシフェン
‐メチル＋フロラスラム＋ピロックススラムの三系タンク混合物からの広葉雑草除草制御
（視覚的制御％）。
【表１－１】
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【表１－２】

【表１－３】

 
【００８２】
　表２　適用後６１～９２日（ＤＡＡ）での複数の野外試験における、ハラウキシフェン
‐メチル＋フロラスラム＋ピロックススラムの三系タンク混合物からの広葉雑草除草制御
（視覚的制御％）。
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【表２－１】

【表２－２】



(37) JP 6830487 B2 2021.2.17

10

20

30

40

【表２－３】

【表２－４】

 
【００８３】
　表３　適用後１４～７８日（ＤＡＡ）での複数の野外試験における、ハラウキシフェン
‐メチル＋フロラスラム＋ピロックススラムの三系タンク混合物からのイネ科雑草の除草
制御（視覚的制御％）。
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【表３－１】

【表３－２】

 
【００８４】
　表４　適用後１４～７８日（ＤＡＡ）での複数の野外試験における、ハラウキシフェン
‐メチル＋フロラスラムおよびピロックススラムの二系タンク混合物からのイネ科雑草お
よび広葉雑草の除草制御（視覚的制御％）。
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【表４】

 
【００８５】
　添付の特許請求の範囲に記載の組成物及び方法の範囲は、本明細書に記載の特定の組成
物及び方法によって限定されない。本明細書に記載の特定の組成物及び方法は、添付の特
許請求の範囲におけるいくつかの態様を例示することを目的とし、機能的に等価である任
意の組成物及び方法は、特許請求の範囲に入ることが意図されている。本明細書に示し記
載したものに加えて、当該組成物及び方法の様々な変更形態も添付の特許請求の範囲に入
ることが意図されている。さらに、本明細書で開示されるある特定の代表的な組成物質及
び方法ステップのみが具体的に記載されているが、組成物質及び方法ステップの他の組み
合わせも、具体的に挙げられていない場合であっても、添付の請求の範囲に入ることが意
図されている。したがって、ステップ、要素、構成成分、または構成要素は、本明細書で
明示的に言及されている場合もあるが、例え明示的に記述されていない場合であっても他
のステップ、要素、構成成分、及び構成要素の組み合わせも含まれる。本明細書で使用さ
れる「含む（ｃｏｍｐｒｉｓｉｎｇ）」という用語及びこの変形形態は、「含む（ｉｎｃ
ｌｕｄｉｎｇ）」という用語及びこの変形形態と同義的に使用され、オープンで非限定的
な用語である。本明細書では「含む（ｃｏｍｐｒｉｓｉｎｇ）」及び「含む（ｉｎｃｌｕ
ｄｉｎｇ）」という用語は様々な実施形態を説明するために使用されているが、「本質的
に～からなる（ｃｏｎｓｉｓｔｉｎｇ　ｅｓｓｅｎｔｉａｌｌｙ　ｏｆ）」及び「～から
なる（ｃｏｎｓｉｓｔｉｎｇ　ｏｆ）」という用語も、より具体的な本発明の実施形態を
示すために「含む（ｃｏｍｐｒｉｓｉｎｇ）」及び「含む（ｃｏｍｐｒｉｓｉｎｇ）」の
代わりに使用される場合があり、これらも開示される。
　なお、本発明は以下の態様を含みうる。
　［１］除草有効量の：
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（ａ）式（Ｉ）の化合物
【化７】

またはその農学的に受容可能な塩もしくはエステル、（ｂ）フロラスラムまたはその農学
的に受容可能な塩、および（ｃ）ピロックススラムまたはその農学的に受容可能な塩、を
含有する除草タンク混合組成物。
　［２］（ａ）が化合物（Ｉ）のＣ１－Ｃ４アルキルまたはベンジルエステルである、上
記［１］に記載の組成物。
　［３］（ａ）が化合物（Ｉ）のメチルエステルである、上記［３］に記載の組成物。
　［４］（ａ）が式（Ｉ）のカルボン酸である、上記［１］に記載の組成物。
　［５］（ａ）が式（Ｉ）の前記化合物のメチルエステルであり、（ｂ）がフロラスラム
である、上記［１］に記載の組成物。
　［６］前記（ａ）＋（ｂ）と（ｃ）の重量比が、約１：１００～約１００：１である、
上記［１］～［５］のいずれかに記載の組成物。
　［７］前記（ａ）＋（ｂ）と（ｃ）の重量比が、約１：１２．５～約１２．５：１であ
る、上記［６］に記載の組成物。
　［８］前記（ａ）＋（ｂ）と（ｃ）の重量比が、約１：３．１～約１．５：１である、
上記［７］に記載の組成物。
　［９］前記（ａ）と（ｂ）と（ｃ）の重量比が、約１：１２０：２００～約８０：１：
２である、上記［１］～［５］のいずれかに記載の組成物。
　［１０］前記（ａ）と（ｂ）と（ｃ）の重量比が、約１：１５：２５～約１０：１：２
である、上記［９］に記載の組成物。
　［１１］前記（ａ）と（ｂ）と（ｃ）の重量比が、約１：２．１：６．２５～約２．１
：１：３．５である、上記［１０］に記載の組成物。
　［１２］追加の除草剤の除草有効量をさらに含有する、上記［１］～［１１］のいずれ
かに記載の組成物。
　［１３］前記追加の除草剤が、２，４－Ｄ、アミドスルフロン（ａｍｉｄｏｓｕｌｆｕ
ｒｏｎ）、アミノピラリド（ａｍｉｎｏｐｙｒａｌｉｄ）、ベンフルラリン（ｂｅｎｆｌ
ｕｒａｌｉｎ）、ビシクロピロン（ｂｉｃｙｃｌｏｐｙｒｏｎｅ）、ビフェノックス（ｂ
ｉｆｅｎｏｘ）、ブロモキシニル（ｂｒｏｍｏｘｙｎｉｌ）、カルフェントラゾン（ｃａ
ｒｆｅｎｔｒａｚｏｎｅ）、カルフェントラゾン－エチル（ｃａｒｆｅｎｔｒａｚｏｎｅ
－ｅｔｈｙｌ）、クロロトルロン（ｃｈｌｏｒｏｔｏｌｕｒｏｎ）、クロルスルフロン（
ｃｈｌｏｒｓｕｌｆｕｒｏｎ）、シニドン（ｃｉｎｉｄｏｎ）、シニドン－エチル（ｃｉ
ｎｉｄｏｎ－ｅｔｈｙｌ）、クロジナホップ－プロパルギル（ｃｌｏｄｉｎａｆｏｐ－ｐ
ｒｏｐａｒｇｙｌ）、クロピラリド（ｃｌｏｐｙｒａｌｉｄ）、ジフェンゾクアット（ｄ
ｉｆｅｎｚｏｑｕａｔ）、ジカンバ（ｄｉｃａｍｂａ）、ジフルフェニカン（ｄｉｆｌｕ
ｆｅｎｉｃａｎ）、エタルフルラリン（ｅｔｈａｌｆｌｕｒａｌｉｎ）、フェノキサプロ
ップ（ｆｅｎｏｘａｐｒｏｐ）、フェノキサプロップ－Ｐ－エチル（ｆｅｎｏｘａｐｒｏ
ｐ－Ｐ－ｅｔｈｙｌ）、フェノキサプロップ－Ｐ－エチル＋イソキサジフェン－エチル（
ｆｅｎｏｘａｐｒｏｐ－Ｐ－ｅｔｈｙｌ＋ｉｓｏｘａｄｉｆｅｎ－ｅｔｈｙｌ）、フロル
ピラウキシフェン‐ベンジル（ｆｌｏｒｐｙｒａｕｘｉｆｅｎ－ｂｅｎｚｙｌ）、フルカ
ルバゾン（ｆｌｕｃａｒｂａｚｏｎｅ）、フルフェナセット（ｆｌｕｆｅｎａｃｅｔ）、
フルメツラム（ｆｌｕｍｅｔｓｕｌａｍ）、フルミオキサジン（ｆｌｕｍｉｏｘａｚｉｎ
）、フルオログリコフェン（ｆｌｕｏｒｏｇｌｙｃｏｆｅｎ）、フルピルスルフロン（ｆ
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ｌｕｐｙｒｓｕｌｆｕｒｏｎ）、フルロキシピル（ｆｌｕｒｏｘｙｐｙｒ）、フルルタモ
ン（ｆｌｕｒｔａｍｏｎｅ）、フルチアセット（ｆｌｕｔｈｉａｃｅｔ）、グルホシネー
ト（ｇｌｕｆｏｓｉｎａｔｅ）、グリホサート（ｇｌｙｐｈｏｓａｔｅ）、イマザメタベ
ンズ（ｉｍａｚａｍｅｔｈａｂｅｎｚ）、イマザモックス（ｉｍａｚａｍｏｘ）、インダ
ノファン（ｉｎｄａｎｏｆａｎ）、インダジフラム（ｉｎｄａｚｉｆｌａｍ）、ヨードス
ルフロン（ｉｏｄｏｓｕｌｆｕｒｏｎ）、ヨードスルフロン－エチル－ナトリウム（ｉｏ
ｄｏｓｕｌｆｕｒｏｎ－ｅｔｈｙｌ－ｓｏｄｉｕｍ）、アイオキシニル（ｉｏｘｙｎｉｌ
）、イソプロツロン（ｉｓｏｐｒｏｔｕｒｏｎ）、イソキサベン（ｉｓｏｘａｂｅｎ）、
ＭＣＰＡのエステルおよびアミン、ＭＣＰＡ－チオエチル、ＭＣＰＢ、メコプロップ（ｍ
ｅｃｏｐｒｏｐ）、メコプロップ－Ｐ（ｍｅｃｏｐｒｏｐ－Ｐ）、メソスルフロン（ｍｅ
ｓｏｓｕｌｆｕｒｏｎ）、メトスラム（ｍｅｔｏｓｕｌａｍ）、メトリブジン（ｍｅｔｒ
ｉｂｕｚｉｎ）、メトスルフロン（ｍｅｔｓｕｌｆｕｒｏｎ）、メトスルフロン－メチル
（ｍｅｔｓｕｌｆｕｒｏｎ－ｍｅｔｈｙｌ）、オキシフルオルフェン（ｏｘｙｆｌｕｏｒ
ｆｅｎ）、パラフルフェン－エチル（ｐａｒａｆｌｕｆｅｎ－ｅｔｈｙｌ）、パラクアッ
ト（ｐａｒａｑｕａｔ）、ペンジメタリン（ｐｅｎｄｉｍｅｔｈａｌｉｎ）、ペノキスス
ラム（ｐｅｎｏｘｓｕｌａｍ）、ピクロラム（ｐｉｃｌｏｒａｍ）、ピコリナフェン（ｐ
ｉｃｏｌｉｎａｆｅｎ）、ピノキサデン（ｐｉｎｏｘａｄｅｎ）、プロポキシカルバゾン
（ｐｒｏｐｏｘｙｃａｒｂａｚｏｎｅ）、プロピザミド（ｐｒｏｐｙｚａｍｉｄｅ）、プ
ロスルホカルブ（ｐｒｏｓｕｌｆｏｃａｒｂ）、ピラフルフェン（ｐｙｒａｆｌｕｆｅｎ
）、ピラフルフェン－エチル（ｐｙｒａｆｌｕｆｅｎ－ｅｔｈｙｌ）、ピラスルホトール
（ｐｙｒａｓｕｌｆｏｔｏｌｅ）、ピロキサスルホン（ｐｙｒｏｘａｓｕｌｆｏｎｅ）、
リムスルフロン（ｒｉｍｓｕｌｆｕｒｏｎ）、サフルフェナシル（ｓａｆｌｕｆｅｎａｃ
ｉｌ）、スルホスルフロン（ｓｕｌｆｏｓｕｌｆｕｒｏｎ）、チエンカルバゾン－メチル
（ｔｈｉｅｎｃａｒｂａｚｏｎｅ－ｍｅｔｈｙｌ）、チフェンスルフロン（ｔｈｉｆｅｎ
ｓｕｌｆｕｒｏｎ）、チフェンスルフロン－メチル（ｔｈｉｆｅｎｓｕｌｆｕｒｏｎ－ｍ
ｅｔｈｙｌ）、トプラメゾン（ｔｏｐｒａｍｅｚｏｎｅ）、トラルコキシジム（ｔｒａｌ
ｋｏｘｙｄｉｍ）、トリ－アレート（ｔｒｉ－ａｌｌａｔｅ）、トリアスルフロン（ｔｒ
ｉａｓｕｌｆｕｒｏｎ）、トリベヌロン（ｔｒｉｂｅｎｕｒｏｎ）、トリベヌロン－メチ
ル（ｔｒｉｂｅｎｕｒｏｎ－ｍｅｔｈｙｌ）、トリクロピル（ｔｒｉｃｌｏｐｙｒ）、ト
リクロピルのコリン塩、トリクロピルのエステル及び塩、トリフルラリン（ｔｒｉｆｌｕ
ｒａｌｉｎ）、トリトスルフロン（ｔｒｉｔｏｓｕｌｆｕｒｏｎ）、ならびにそれらの塩
、コリン塩、エステル、任意で活性異性体、および混合物である、上記［１２］に記載の
組成物。
　［１４］除草剤毒性緩和剤をさらに含む、上記［１］～［１３］のいずれかに記載の組
成物。
　［１５］前記除草剤毒性緩和剤が、クロキントセット（メキシル）である、上記［１４
］に記載の組成物。
　［１６］農学的に受容可能なアジュバントをさらに含有する、上記［１］～［１５］の
いずれかに記載の組成物。
　［１７］望ましくない草木、またはその場所、または枝葉、水もしくは土壌と、上記［
１］～［１６］のいずれかに記載の組成物を接触させることを含む、望ましくない草木を
制御する方法。
　［１８］前記組成物が、発芽後に前記望ましくない草木に適用される、上記［１７］に
記載の方法。
　［１９］前記組成物が、発芽前に前記望ましくない草木に適用される、上記［１７］に
記載の方法。
　［２０］前記望ましくない草木が、作物を植える前に接触される、上記［１７］に記載
の方法。
　［２１］前記（ａ）＋（ｂ）と（ｃ）の重量比が、約１：１００～約１００：１である
、上記［１７］～［２０］のいずれかに記載の方法。
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　［２２］前記（ａ）＋（ｂ）と（ｃ）の重量比が、約１：１２．５～約１２．５：１で
ある、上記［２１］に記載の方法。
　［２３］前記（ａ）＋（ｂ）と（ｃ）の重量比が、約１：３．１～約１．５：１である
、上記［２２］に記載の方法。
　［２４］前記（ａ）と（ｂ）と（ｃ）の重量比が、約１：１２０：２００～約８０：１
：２である、上記［１７］～［２０］のいずれかに記載の方法。
　［２５］前記（ａ）と（ｂ）と（ｃ）の重量比が、約１：１５：２５～約１０：１：２
である、上記［２４］に記載の方法。
　［２６］前記（ａ）と（ｂ）と（ｃ）の重量比が、約１：２．１：６．２５～約２．１
：１：３．５である、上記［２５］に記載の方法。
　［２７］追加の除草剤の除草有効量と、前記望ましくない草木を接触させることをさら
に含有する、上記［１７］～［２６］のいずれかに記載の方法。
　［２８］前記追加の除草剤が、２，４－Ｄ、アミドスルフロン（ａｍｉｄｏｓｕｌｆｕ
ｒｏｎ）、アミノピラリド（ａｍｉｎｏｐｙｒａｌｉｄ）、ベンフルラリン（ｂｅｎｆｌ
ｕｒａｌｉｎ）、ビシクロピロン（ｂｉｃｙｃｌｏｐｙｒｏｎｅ）、ビフェノックス（ｂ
ｉｆｅｎｏｘ）、ブロモキシニル（ｂｒｏｍｏｘｙｎｉｌ）、カルフェントラゾン（ｃａ
ｒｆｅｎｔｒａｚｏｎｅ）、カルフェントラゾン－エチル（ｃａｒｆｅｎｔｒａｚｏｎｅ
－ｅｔｈｙｌ）、クロロトルロン（ｃｈｌｏｒｏｔｏｌｕｒｏｎ）、クロルスルフロン（
ｃｈｌｏｒｓｕｌｆｕｒｏｎ）、シニドン（ｃｉｎｉｄｏｎ）、シニドン－エチル（ｃｉ
ｎｉｄｏｎ－ｅｔｈｙｌ）、クロジナホップ－プロパルギル（ｃｌｏｄｉｎａｆｏｐ－ｐ
ｒｏｐａｒｇｙｌ）、クロピラリド（ｃｌｏｐｙｒａｌｉｄ）、ジカンバ（ｄｉｃａｍｂ
ａ）、ジフェンゾクアット（ｄｉｆｅｎｚｏｑｕａｔ）、ジフルフェニカン（ｄｉｆｌｕ
ｆｅｎｉｃａｎ）、エタルフルラリン（ｅｔｈａｌｆｌｕｒａｌｉｎ）、フェノキサプロ
ップ（ｆｅｎｏｘａｐｒｏｐ）、フェノキサプロップ－Ｐ－エチル（ｆｅｎｏｘａｐｒｏ
ｐ－Ｐ－ｅｔｈｙｌ）、フェノキサプロップ－Ｐ－エチル＋イソキサジフェン－エチル（
ｆｅｎｏｘａｐｒｏｐ－Ｐ－ｅｔｈｙｌ＋ｉｓｏｘａｄｉｆｅｎ－ｅｔｈｙｌ）、フロル
ピラウキシフェン‐ベンジル（ｆｌｏｒｐｙｒａｕｘｉｆｅｎ－ｂｅｎｚｙｌ）、フルカ
ルバゾン（ｆｌｕｃａｒｂａｚｏｎｅ）、フルフェナセット（ｆｌｕｆｅｎａｃｅｔ）、
フルメツラム（ｆｌｕｍｅｔｓｕｌａｍ）、フルミオキサジン（ｆｌｕｍｉｏｘａｚｉｎ
）、フルオログリコフェン（ｆｌｕｏｒｏｇｌｙｃｏｆｅｎ）、フルピルスルフロン（ｆ
ｌｕｐｙｒｓｕｌｆｕｒｏｎ）、フルロキシピル（ｆｌｕｒｏｘｙｐｙｒ）、フルルタモ
ン（ｆｌｕｒｔａｍｏｎｅ）、フルチアセット（ｆｌｕｔｈｉａｃｅｔ）、グルホシネー
ト（ｇｌｕｆｏｓｉｎａｔｅ）、グリホサート（ｇｌｙｐｈｏｓａｔｅ）、イマザメタベ
ンズ（ｉｍａｚａｍｅｔｈａｂｅｎｚ）、イマザモックス（ｉｍａｚａｍｏｘ）、インダ
ノファン（ｉｎｄａｎｏｆａｎ）、インダジフラム（ｉｎｄａｚｉｆｌａｍ）、ヨードス
ルフロン（ｉｏｄｏｓｕｌｆｕｒｏｎ）、ヨードスルフロン－エチル－ナトリウム（ｉｏ
ｄｏｓｕｌｆｕｒｏｎ－ｅｔｈｙｌ－ｓｏｄｉｕｍ）、アイオキシニル（ｉｏｘｙｎｉｌ
）、イソプロツロン（ｉｓｏｐｒｏｔｕｒｏｎ）、イソキサベン（ｉｓｏｘａｂｅｎ）、
ＭＣＰＡのエステルおよびアミン、ＭＣＰＡ－チオエチル、ＭＣＰＢ、メコプロップ（ｍ
ｅｃｏｐｒｏｐ）、メコプロップ－Ｐ（ｍｅｃｏｐｒｏｐ－Ｐ）、メソスルフロン（ｍｅ
ｓｏｓｕｌｆｕｒｏｎ）、メトスラム（ｍｅｔｏｓｕｌａｍ）、メトリブジン（ｍｅｔｒ
ｉｂｕｚｉｎ）、メトスルフロン（ｍｅｔｓｕｌｆｕｒｏｎ）、メトスルフロン－メチル
（ｍｅｔｓｕｌｆｕｒｏｎ－ｍｅｔｈｙｌ）、オキシフルオルフェン（ｏｘｙｆｌｕｏｒ
ｆｅｎ）、パラフルフェン－エチル（ｐａｒａｆｌｕｆｅｎ－ｅｔｈｙｌ）、パラクアッ
ト（ｐａｒａｑｕａｔ）、ペンジメタリン（ｐｅｎｄｉｍｅｔｈａｌｉｎ）、ペノキスス
ラム（ｐｅｎｏｘｓｕｌａｍ）、ピクロラム（ｐｉｃｌｏｒａｍ）、ピコリナフェン（ｐ
ｉｃｏｌｉｎａｆｅｎ）、ピノキサデン（ｐｉｎｏｘａｄｅｎ）、プロポキシカルバゾン
（ｐｒｏｐｏｘｙｃａｒｂａｚｏｎｅ）、プロピザミド（ｐｒｏｐｙｚａｍｉｄｅ）、プ
ロスルホカルブ（ｐｒｏｓｕｌｆｏｃａｒｂ）、ピラフルフェン（ｐｙｒａｆｌｕｆｅｎ
）、ピラフルフェン－エチル（ｐｙｒａｆｌｕｆｅｎ－ｅｔｈｙｌ）、ピラスルホトール
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（ｐｙｒａｓｕｌｆｏｔｏｌｅ）、ピロキサスルホン（ｐｙｒｏｘａｓｕｌｆｏｎｅ）、
リムスルフロン（ｒｉｍｓｕｌｆｕｒｏｎ）、サフルフェナシル（ｓａｆｌｕｆｅｎａｃ
ｉｌ）、スルホスルフロン（ｓｕｌｆｏｓｕｌｆｕｒｏｎ）、チエンカルバゾン－メチル
（ｔｈｉｅｎｃａｒｂａｚｏｎｅ－ｍｅｔｈｙｌ）、チフェンスルフロン（ｔｈｉｆｅｎ
ｓｕｌｆｕｒｏｎ）、チフェンスルフロン－メチル（ｔｈｉｆｅｎｓｕｌｆｕｒｏｎ－ｍ
ｅｔｈｙｌ）、トプラメゾン（ｔｏｐｒａｍｅｚｏｎｅ）、トラルコキシジム（ｔｒａｌ
ｋｏｘｙｄｉｍ）、トリ－アレート（ｔｒｉ－ａｌｌａｔｅ）、トリアスルフロン（ｔｒ
ｉａｓｕｌｆｕｒｏｎ）、トリベヌロン（ｔｒｉｂｅｎｕｒｏｎ）、トリベヌロン－メチ
ル（ｔｒｉｂｅｎｕｒｏｎ－ｍｅｔｈｙｌ）、トリクロピル（ｔｒｉｃｌｏｐｙｒ）、ト
リクロピルのコリン塩、トリクロピルのエステル及び塩、トリフルラリン（ｔｒｉｆｌｕ
ｒａｌｉｎ）、トリトスルフロン（ｔｒｉｔｏｓｕｌｆｕｒｏｎ）、ならびにそれらの塩
、コリン塩、エステル、任意で活性異性体、および混合物である、上記［２７］に記載の
方法。
　［２９］（ａ）、（ｂ）および／または（ｃ）が、同時に適用される、上記［１７］～
［２８］のいずれかに記載の方法。
　［３０］（ａ）、（ｂ）および／または（ｃ）が、連続で適用される、上記［１７］～
［２８］のいずれかに記載の方法。
　［３１］前記望ましくない草木が、グリホサート、グルホシネート、ジカンバ、フェノ
キシオーキシン、ピリジルオキシオーキシン、アリールオキシフェノキシプロピオン酸塩
、アセチルＣｏＡカルボキシラーゼ（ＡＣＣａｓｅ）阻害剤、イミダゾリノン、アセト乳
酸合成酵素（ＡＬＳ）阻害剤、４－ヒドロキシフェニル－ピルビン酸ジオキシゲナーゼ（
ＨＰＰＤ）阻害剤、プロトポルフィリノーゲンオキシダーゼ（ＰＰＯ）阻害剤、トリアジ
ン、またはブロモキシニルに対し耐性である作物中で制御される、上記［１７］～［３０
］のいずれか１項に記載の方法。
　［３２］前記耐性作物が、単一もしくは複数の除草剤、または単一もしくは複数の作用
様式に対する耐性を付与する単一形質または複数形質またはスタックド形質を保有する、
上記［３１］に記載の方法。
　［３３］前記望ましくない草木が、除草剤抵抗性の雑草または除草剤耐性の雑草を含有
する、上記［１７］～［３２］のいずれかに記載の方法。
　［３４］前記抵抗性または耐性の雑草が、単一もしくは複数の除草剤、または単一もし
くは複数の化学的分類、または単一もしくは複数の除草作用様式の阻害剤に対する抵抗性
または耐性を有する生物型である、上記［３３］に記載の方法。
　［３５］前記抵抗性または耐性の雑草が、合成オーキシン（２，４－Ｄ、ジカンバ、Ｍ
ＣＰＡ）、ピリジルオキシオーキシン、アセト乳酸合成酵素（ＡＬＳ）またはアセトヒド
ロキシ酸合成酵素（ＡＨＡＳ）阻害剤、光化学系ＩＩ阻害剤、アセチルＣｏＡカルボキシ
ラーゼ（ＡＣＣａｓｅ）阻害剤、光化学系Ｉ阻害剤、５－エノールピルビル－シキミ酸－
３－リン酸（ＥＰＳＰ）シンターゼ阻害剤、微小管重合阻害剤、脂質合成阻害剤、プロト
ポルフィリノーゲンオキシダーゼ（ＰＰＯ）阻害剤、カロテノイド生合成阻害剤、超長鎖
脂肪酸（ＶＬＣＦＡ）阻害剤、フィトエン不飽和化酵素（ＰＤＳ）阻害剤、グルタミンシ
ンセターゼ阻害剤、４－ヒドロキシフェニル－ピルビン酸塩－ジオキシゲナーゼ（ＨＰＰ
Ｄ）阻害剤、有糸分裂阻害剤、セルロース生合成阻害剤、複数の作用様式を有する除草剤
、キンクロラック、アリールアミノプロピオン酸、ジフェンゾクワット、エンドサル、ま
たは有機ヒ素化合物に対する抵抗性または耐性を有する生物型である、上記［３４］に記
載の方法。
　［３６］前記望ましくない草木が、一年生作物、非作物、穀草類、ＩＶＭ、放牧地およ
び牧草地、樹木および蔓草作物、多年生作物、結実作物、またはプランテーション作物の
エリア内で制御され、一年生作物、非作物、穀草類、ＩＶＭ、放牧地および牧草地、樹木
および蔓草作物、多年生作物、結実作物、またはプランテーション作物のエリア内で、望
ましくない草木もしくはその場所、または水もしくは土壌に接触することを含む、上記［
１７］～［３５］のいずれかに記載の方法。
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　［３７］前記望ましくない草木が、一年生作物のエリア内にあり、および前記一年生作
物のエリアが、大豆、トウモロコシ、綿花、休閑‐苗床、キャノーラ／菜種、ヒマワリ、
ソルガム、および穀草類（小麦、大麦、イネ、オート麦、ライ、テフ、およびライ小麦）
から選択される、上記［３６］に記載の方法。
　［３８］前記望ましくない草木が、非耕作エリア内にあり、前記非耕作エリアが、牧草
地、草原、放牧地、休閑地、柵部分、駐車場、石油貯蔵地、保管場所、道路、ユーティリ
ティエリア、芝生、森林、水性植物、産業草木管理（ＩＶＭ）または休閑‐苗床である、
上記［３６］に記載の方法。
　［３９］前記望ましくない草木が、穀草類エリア内にあり、前記穀草類の枝葉は、前記
望ましくない草木が接触されるときには、接触されない、上記［３６］に記載の方法。
　［４０］前記穀草類が、イネ、小麦、テフ、ライ小麦、大麦、オート麦、ライ、ソルガ
ム、トウモロコシ（ｃｏｒｎ／ｍａｉｚｅ）、および休閑‐苗床から選択される、上記［
３９］に記載の方法。
　［４１］前記望ましくない草木が、多年生作物エリア内にあり、前記多年生作物の枝葉
は、前記望ましくない草木が接触されるときには、接触されない、上記［３６］に記載の
方法。
　［４２］前記多年生作物が、樹木および蔓草果樹である、上記［４１］に記載の方法。
　［４３］前記樹木および蔓草果樹が、柑橘類、ブドウ、アーモンド、リンゴ、アプリコ
ット、アボカド、バナナ、ビーチナッツ（ｂｅｅｃｈｎｕｔ）、ブラジルナッツ、バター
ナッツ、カシュー、サクランボ、トチの実、チンカピングリ、野生リンゴ（ｃｒａｂ　ａ
ｐｐｌｅ）、ナツメヤシ、フェイジョア、イチジク、ハシバミ、ヒッコリーナッツ、キウ
ィ、レモン、ライム、ビワ、マカダミアナッツ、マンダリン、マンゴー、サンザシ、オレ
ンジ、ネクタリン、オリーブ、桃、ペア、ペカン、カキ、ピスタチオ、プラム、ザクロ、
プルーン、マルメロ、木の実、およびウォルナットから選択される、上記［４２］に記載
の方法。
　［４４］前記望ましくない草木が、結実作物エリア内にあり、前記結実作物の枝葉は、
前記望ましくない草木が接触されるときには、接触されない、上記［３６］に記載の方法
。
　［４５］結実作物が、ブルーベリー、グアバ、パパイヤ、ストロベリー、タロイモ、ブ
ラックベリー、パイナップル、およびラズベリーから選択される、上記［４４］に記載の
方法。
　［４６］前記望ましくない草木が、プランテーション作物エリア内にあり、前記プラン
テーション作物の枝葉は、前記望ましくない草木が接触されるときには、接触されない、
上記［３６］に記載の方法。
　［４７］プランテーション作物が、コーヒー、カカオ、ゴムノキ、およびパーム油から
選択される、上記［４６］に記載の方法。
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